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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体に対して前方側に開閉可能に支持される開閉体と、該開閉体の背面側に設けられ
、外部機器の配線を接続することにより遊技機に関する情報を遊技機外部に出力可能とす
る外部出力手段とを備えた遊技機において、
　前記開閉体は、該開閉体の背面側に設けられる遊技装置と、
　該遊技装置が配置される収容空間を形成する部材であって、該収容空間の背面側であっ
て上側部分を少なくとも覆う背面カバー手段とを備え、
　前記外部出力手段は、前記背面カバー手段の上端部であって前記開閉体の上面の一部を
構成する位置に設けられ、
　前記外部出力手段には、前記開閉体の後方斜め上側を向く後面を有する配置とされた外
部出力基板が設けられていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技機は、パチンコ遊技機、又はスロットマシン等の回胴式遊技機であることを特
徴とする請求項１に記載の遊技機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機等の遊技機に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機には、その背面側に、ホールコンピュータ（管理装置）等の外部
機器に遊技機に関する情報に対応した信号を出力するための外部出力端子板が設けられて
いる。外部機器に出力される信号としては、大当たりの発生を示す信号、遊技機に設けら
れる扉体（外枠に対して開放される遊技機本体や、透明ガラスが設けられる前扉枠）の開
放を示す信号、エラー状態の発生を示す信号等がある。外部出力端子板には各信号別に個
別に情報を出力する接続用の端子が設けられ、各端子に対しては、遊技場の島設備におい
て各遊技機毎に準備された複数の配線が接続される。各信号は、管理装置に入力されて多
数の遊技機の情報が一括して管理されたり、又は島設備において各遊技機に対応して設置
された大当たり回数等を表示するデータカウンタ（遊技情報表示装置）の表示情報として
利用されたりする（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－０２４６８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、外部機器に出力される信号の種類を多く設定しようとすると、外部端子
板ユニットも大きくなってパチンコ機の背面側における部品の配置が困難になる場合が生
じ得るという問題点があった。また、パチンコ機の背面側に遊技装置として大型の表示装
置等を設置しようとする場合等、他の装置との位置関係において外部端子板ユニットの配
置スペースの確保が困難になる場合が生じ得るという問題点があった。また、外部端子板
ユニットの配置位置や大きさによっては、外部機器の配線接続作業の作業性が低下してし
まう可能性があるという問題点があった。
【０００５】
　本発明は、上記例示した事情等に鑑みてなされたものであり、外部機器の配線接続作業
の作業性を向上しつつ、遊技装置の設置スペースを前後方向に幅広く確保可能な遊技機を
提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決すべく、請求項１記載の発明は、
　支持体に対して前方側に開閉可能に支持される開閉体と、該開閉体の背面側に設けられ
、外部機器の配線を接続することにより遊技機に関する情報を遊技機外部に出力可能とす
る外部出力手段とを備えた遊技機において、
　前記開閉体は、該開閉体の背面側に設けられる遊技装置と、
　該遊技装置が配置される収容空間を形成する部材であって、該収容空間の背面側であっ
て上側部分を少なくとも覆う背面カバー手段とを備え、
　前記外部出力手段は、前記背面カバー手段の上端部であって前記開閉体の上面の一部を
構成する位置に設けられ、
　前記外部出力手段には、前記開閉体の後方斜め上側を向く後面を有する配置とされた外
部出力基板が設けられていることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、外部機器の配線接続作業の作業性を向上しつつ、遊技装置の設置スペ
ースを前後方向に幅広く確保可能な遊技機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
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【図１】パチンコ機の正面図である。
【図２】前方から見たパチンコ機の斜視図である。
【図３】パチンコ機の主要な構成を展開して示す斜視図である。
【図４】パチンコ機の主要な構成を展開して示す斜視図である。
【図５】中間ユニットの正面図である。
【図６】遊技盤の正面図である。
【図７】中間ユニットの背面図である。
【図８】裏パックユニットの背面図である。
【図９】パチンコ機の背面図である。
【図１０】後方から見た裏パックユニットの右上側部分の背面図である。
【図１１】後方から見た裏パックユニットの右上側部分の斜視図である。
【図１２】後方から見た裏パックユニットの右上側部分の斜視図である。
【図１３】裏パックユニットから外部端子板ユニットを取り外した状態を示した斜視図で
ある。
【図１４】図９のＡ－Ａ線における断面図である。
【図１５】（ａ）は図１４の一部分を拡大視した図であり、（ｂ）は図１５（ａ）に対し
てケースカバーを開放した状態を示した図である。
【図１６】外部端子板ユニットを上下方向に分解した斜視図である。
【図１７】端子台の内部構成を示す説明図である。
【図１８】外部出力基板の裏面側から見た外部端子板ユニットの分解斜視図である。
【図１９】案内手段が設けられた変形例を示した図である。
【図２０】端子台の上に遊技球が滞留した状態を示した図である。
【図２１】外部端子板ユニットの取り外し手順を示す説明図である。
【図２２】（ａ）は外部端子板ユニットを側面側から見た断面図であり、（ｂ）及び（ｃ
）は（ａ）の操作レバーの一部分周辺の拡大図である。
【図２３】外部端子板ユニットを外部出力基板の表面側から見た図である。
【図２４】溝部が設けられた変形例を示した図である。
【図２５】制限部材が設けられた変形例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態として、遊技機の一種であるパチンコ遊技機（以下、「パチン
コ機」という）を詳細に説明する。図１はパチンコ機１０の正面図、図２はパチンコ機１
０を前方から見た斜視図、図３及び図４はパチンコ機１０の主要な構成を展開して示す斜
視図、図５は中間ユニット１３の正面図である。なお、図３及び図５では便宜上パチンコ
機１０の遊技領域２３ａ内の構成を省略している。
【００１０】
　パチンコ機１０は、図３に示すように、当該パチンコ機１０の外殻を形成する外枠１１
と、この外枠１１に対して前方に回動可能に取り付けられた遊技機本体１２と、を有する
。外枠１１は、木製の板材を上辺及び下辺とし、アルミ製の板材を左右の辺とした四辺を
固定した枠状に形成される。パチンコ機１０は、外枠１１を島設備に取り付け固定するこ
とにより遊技場に設置される。なお、パチンコ機１０において外枠１１は必須の構成では
なく、外枠１１又は外枠１１と同一の内形を有し、外枠１１の遊技機本体１２支持構造及
び施錠構造を有する部材が遊技場に備え付けられた構成としてもよい。
【００１１】
　遊技機本体１２は、図３に示すように、中間ユニット１３と、その中間ユニット１３の
前方に配置される前扉枠１４と、中間ユニット１３の後方に配置される裏パックユニット
１５とを備えている。遊技機本体１２のうち中間ユニット１３が外枠１１に対して回動可
能に支持されている。
【００１２】
　中間ユニット１３には、図３に示すように、前扉枠１４が回動可能に支持されており、
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正面視で左側を回動基端側（開閉基端側）とし、右側を回動先端側（開閉先端側）として
前方へ回動可能とされている。また、中間ユニット１３には、図４に示すように、裏パッ
クユニット１５が回動可能に支持されており、正面視で左側を回動基端側（開閉基端側）
とし、右側を回動先端側（開閉先端側）として後方へ回動可能とされている。
【００１３】
　中間ユニット１３には、図３に示すように、その回動先端部に施錠機構１６が設けられ
ており、遊技機本体１２を外枠１１に対して開放不能に施錠状態とする機能と、前扉枠１
４を中間ユニット１３に対して開放不能に施錠状態とする機能を有している。これらの各
施錠状態は、図１に示すようにパチンコ機１０前面にて露出させて設けられた施錠機構１
６のキーシリンダに対して、解錠キーを用いて解錠操作を行うことにより、それぞれ解除
される。
【００１４】
　中間ユニット１３は、図３に示すように、外形が外枠１１とほぼ同一形状をなす枠状の
枠ユニット２１を主体に構成されている。枠ユニット２１は、前面側より遊技盤２３が着
脱可能に取り付けられる内枠としての機能を有し、この遊技盤２３に形成される遊技領域
２３ａが中間ユニット１３の前面側に露出可能に取り付けられる。遊技領域２３ａ内の様
子は、図３に示すように、前扉枠１４の背面側に設けられた窓パネルユニット３０を通じ
てパチンコ機１０前方から視認可能となっている。
【００１５】
　前扉枠１４は、中間ユニット１３の前面側に回動可能に取り付けられている。前扉枠１
４の回動基端側には、図２に示すように、前扉取付金具５７，５８が設けられ、この前扉
取付金具５７，５８が中間ユニット１３に係合することにより、中間ユニット１３に対し
て前扉枠１４が回動可能に支持される。
【００１６】
　前扉枠１４は、図３に示すように、中間ユニット１３と外形がほぼ同一の長方形状に形
成されている。前扉枠１４には、窓パネルユニット３０の外周縁が正面視で露出しないよ
うに窓パネルユニット３０より小さく開口形成された窓部１４ａが設けられる（図１参照
）。この窓部１４ａが窓パネルユニット３０によって背面側から覆われることで、窓パネ
ルユニット３０を取り付けた前扉枠１４によって中間ユニット１３の前面側のほぼ全域が
覆われる。
【００１７】
　窓パネルユニット３０は、図３に示すように、窓部１４ａより大きな外形で透明性を有
する前後一対の透明ガラス３１，３２と、これら透明ガラス３１，３２を一体化する固定
枠３３とを備えている。固定枠３３は、合成樹脂により透明ガラス３１，３２より一回り
大きな環状に形成され、透明ガラス３１，３２の外周縁が固定枠３３に接着されることで
窓パネルユニット３０は一体化された複層ガラスとされている。
【００１８】
　なお、窓パネルユニット３０は、透明ガラス３１，３２によって無色透明に形成されて
いるが、これに限定されることはなく合成樹脂によって無色透明に形成されていてもよく
、パチンコ機１０前方から窓パネルユニット３０を通じて遊技領域２３ａを視認可能であ
れば無色透明でなく有色透明に形成されていてもよい。
【００１９】
　前扉枠１４において窓部１４ａの周囲には、図１に示すように、ＬＥＤ等の発光手段を
内蔵した電飾部２４が複数設けられている。これら電飾部２４では、大当たり時や所定の
リーチ時等における遊技状態の変化に応じて点灯や点滅が行われる。また、窓部１４ａの
上側の電飾部２４には、払出球が不足する等の所定のエラー時に点灯する発光手段と、賞
球払出中に点灯する発光手段とが内蔵されている。また、窓部１４ａの右上側及び左上側
には、遊技状態に応じた効果音などが出力されるスピーカ装置を覆うスピーカカバー２７
が設けられている。
【００２０】
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　前扉枠１４における窓部１４ａの下方には、図２に示すように、手前側へ膨出した上側
膨出部２８と下側膨出部２９とが上下に並設されている。上側膨出部２８には上方に開口
した上皿２８ａが設けられており、下側膨出部２９には同じく上方に開口した下皿２９ａ
が設けられている。上皿２８ａは、払出装置２２４より払い出された遊技球を一旦貯留し
、一列に整列させながら遊技球発射機構１１０側へ導く機能を有している。また、下皿２
９ａは、上皿２８ａ内にて余剰となった遊技球を貯留する機能を有している。なお、上皿
２８ａと下皿２９ａとに分けて複数箇所に遊技球を貯留する部位を設ける必要はなく、下
皿２９ａを廃止して上皿２８ａのみとした１つの貯留部のみを有する構成としても良い。
【００２１】
　上側膨出部２８における上皿２８ａ（遊技球の貯留領域）の手前側には、遊技者らによ
り手動操作される操作スイッチ４０が設けられている。操作スイッチ４０は、図柄表示装
置９４の表示画面９４ａ等にて遊技者の操作に対応した演出が行われる場合に使用される
操作装置である。この操作スイッチ４０は、上皿２８ａ以外に下皿２９ａ周辺等の別の部
位に設けられても良いし、複数箇所に設けられても良く、また、操作方法として押しボタ
ン式のスイッチであっても良く、タッチセンサ、非接触式のセンサ等の別の操作方法によ
って情報入力可能な構成としても良い。
【００２２】
　前扉枠１４における下側膨出部２９の右側には、図２に示すように、手前側へ突出する
ようにして発射操作装置４５が設けられている。発射操作装置４５は、遊技領域２３ａに
遊技球を発射すべく操作される装置であり、図２に示すように、操作ベース４６に対して
、環状の操作ハンドル４７が回転可能に軸支されてなり、遊技球の発射操作に際して操作
ハンドル４７が遊技者により回転操作されるものである。この場合、操作ハンドル４７の
回転操作量は、操作ベース４６に内蔵された操作量検出手段としての可変抵抗器により検
出される。また、発射操作装置４５には、操作ハンドル４７を遊技者が触れていることを
検知するためのタッチセンサが操作ベース４６に内蔵されるとともに、操作ハンドル４７
を回転操作した状態において遊技球の発射を停止させるために操作される停止操作レバー
４８が設けられている。
【００２３】
　前扉枠１４の背面側には、図３に示すように、通路形成ユニット５０が取り付けられて
いる。通路形成ユニット５０は、合成樹脂により成形されており、上皿２８ａに通じる前
扉側上皿通路部５１と、下皿２９ａに通じる前扉側下皿通路部５２と、ファール球通路部
５５を有している。通路形成ユニット５０の上側隅部には後方に突出し上方に開放された
払出球受口部５３が形成されており、当該受口部５３が仕切壁５４によって左右に仕切ら
れることで前扉側上皿通路部５１の通路入口と前扉側下皿通路部５２の通路入口とがそれ
ぞれ形成されている。
【００２４】
　ファール球通路部５５は、遊技球発射機構１１０から発射された遊技球のうち遊技領域
２３ａまで至らなかった遊技球をファール球として下皿２９ａに排出する通路を形成する
部位である。ファール球通路部５５には、図３に示すように、上方に開放されたファール
球受口部５６が設けられる。このファール球受口部５６よりファール球が受け入れられ、
前扉側下皿通路部５２にファール球が案内されることにより、ファール球通路部５５に入
った遊技球は下皿２９ａに排出される。なお、ファール球通路部５５は、下皿２９ａでな
く、上皿２８ａに接続され、ファール球が上皿２８ａに排出される構成としても良い。
【００２５】
　遊技球発射機構１１０は、図３に示すように、前扉枠１４を開放した場合に前面側に露
出される部品であり、中間ユニット１３の前面側右下部分に設けられている。この遊技球
発射機構１１０は、図５に示すように、発射装置として設けられた電磁式の発射用ソレノ
イド１１１と、発射レール１１２と、球送り装置１１３とを備えている。球送り装置１１
３は、上皿２８ａに貯留された遊技球を発射レール１１２上に１個ずつ供給する。この場
合、この供給される遊技球は発射用ソレノイド１１１において打出し部として設けられた
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プランジャ１１４の突出経路上に配置される。そして、発射用ソレノイド１１１への電気
的な信号の入力により、プランジャ１１４が発射レール１１２上の遊技球に向けて移動し
、当該遊技球は遊技領域２３ａに向けて打出される。なお、遊技球発射機構１１０の電動
アクチュエータは、発射用ソレノイド１１１に限定されることはなく、発射モータなどを
用いてもよい。
【００２６】
　中間ユニット１３の左側であって発射レール１１２の左方には、図５に示すように、通
路形成部材１２１が配設されている。枠ユニット２１には、通路形成部材１２１が設けら
れる部位を前後方向に貫通する貫通孔が設けられ、この貫通孔を前面側から覆うようにし
て通路形成部材１２１は、枠ユニット２１にネジ止めされている。
【００２７】
　通路形成部材１２１は、図５に示すように、本体側上皿通路部１２２と本体側下皿通路
部１２３とを有している。前扉枠１４が閉鎖状態とされた場合には、通路形成部材１２１
の下側部分に前扉枠１４に設けられる通路形成ユニット５０の払出球受口部５３（図３参
照）が入り込む。そして、本体側上皿通路部１２２の下方には前扉側上皿通路部５１が配
置され、本体側下皿通路部１２３の下方には前扉側下皿通路部５２が配置される。
【００２８】
　通路形成部材１２１の下側部分には、図５に示すように、本体側上皿通路部１２２及び
本体側下皿通路部１２３からの遊技球の流出を規制するシャッタ１２４が設けられている
。シャッタ１２４は、両通路の出口部分を狭め遊技球の流出を阻止する阻止位置と、遊技
球の流出を許容する許容位置との両位置に切り替え可能に設けられる。また、枠ユニット
２１には、シャッタ１２４を阻止位置に向けて付勢する付勢部材が取り付けられ、前扉枠
１４を中間ユニット１３に対して開いた状態では付勢部材の付勢力によってシャッタ１２
４が阻止位置に留まる構成となっている。これにより、本体側上皿通路部１２２又は本体
側下皿通路部１２３に遊技球が貯留されている状態で前扉枠１４を開放した場合に、その
貯留球がこぼれ落ちてしまうといった不都合が回避されている。これに対し、前扉枠１４
を閉じた状態では、前扉枠１４の通路形成ユニット５０に設けられた払出球受口部５３の
外周部分により上記付勢力に抗してシャッタ１２４が許容位置に押し戻される。この状態
では、本体側上皿通路部１２２及び前扉側上皿通路部５１が連通し、本体側下皿通路部１
２３及び前扉側下皿通路部５２が連通して、遊技球の流下が許容される。
【００２９】
　次に、遊技領域２３ａを形成する遊技盤２３の構成を、図６に基づいて説明する。図６
は遊技盤２３の正面図である。
【００３０】
　遊技盤２３は、木製の合板で形成した板材と同板材の前側の板面を覆うシート材とを有
する遊技板２３ｂを備えており、その全面が枠ユニット２１の前面側に露出している。こ
の露出している部位、すなわち遊技盤２３の前面には、遊技球が流下する遊技領域２３ａ
が形成されている。上記したように遊技領域２３ａは透明ガラス３１，３２によって前面
側が覆われているため、後側の透明ガラス３２によって遊技領域２３ａの前面側が区画さ
れる。また、遊技領域２３ａの背面側は遊技板２３ｂの前面によって区画される。なお、
遊技板２３ｂを構成する板材は、合板に限らず一枚板で形成しても良いし、木製に限らず
例えば透明な合成樹脂製の板材または成形品で形成しても良い。
【００３１】
　遊技領域２３ａは、正面視において遊技盤２３のほぼ全域に渡る上下及び左右方向の寸
法に設定され、右下部分のみが右下側に突出した略円形状に形成されている。遊技領域２
３ａは、その外周が誘導レール１００及び区画部材１０７により区画されている。誘導レ
ール１００は、遊技盤２３の前面左側部分に設けられる円弧状の内レール１０１と外レー
ル１０２とからなり、これら内レール１０１と外レール１０２とにより遊技領域２３ａの
左側に円弧状の誘導通路１０３を形成する。
【００３２】
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　誘導通路１０３の下側端部には、誘導通路１０３の入口部１０４が形成され、この入口
部１０４と発射レール１１２とは離間して設けられる（図５参照）。誘導通路１０３の上
側端部には、誘導通路１０３の出口部１０５が形成され、その出口部１０５の右上側には
遊技領域２３ａに到達した遊技球の誘導通路１０３内への戻りを防止する戻り防止部材１
０６が取り付けられている。
【００３３】
　発射操作装置４５（図１参照）の操作ハンドル４７が遊技者により手動操作された場合
、中間ユニット１３の右下部分に設けられた遊技球発射機構１１０（図５参照）から発射
された遊技球は、誘導通路１０３を経由し、誘導通路１０３の出口部１０５において戻り
防止部材１０６により閉鎖された遊技領域２３ａの入口を押し広げて遊技領域２３ａ内に
進入する。遊技球の発射力が弱すぎる場合には、遊技球が遊技領域２３ａまで至らず誘導
通路１０３内で落下し始め、誘導通路１０３の入口部１０４と発射レール１１２との間に
落下する。前扉枠１４の閉鎖状態においては、この入口部１０４と発射レール１１２との
間にファール球受口部５６が配置され、遊技領域２３ａまで至らなかった遊技球はファー
ル球通路部５５を経由して下皿２９ａへ排出される。
【００３４】
　区画部材１０７は、遊技領域２３ａの右側を区画するものであり、合成樹脂を成形して
縦長に形成され、遊技板２３ｂの前面にネジ止めされている。この区画部材１０７は、外
レール１０２の上側における右側端部を起点とし、内レール１０１の下側における右側端
部まで延在する大きさとされている。
【００３５】
　なお、区画部材１０７の上端部には、機種名等が印字された証紙１０７ａが貼り付けら
れ、区画部材１０７の下端部には、メーカー名や製造番号などが印字された証紙１０７ｂ
を貼り付けた台座部品が固定されている。これら証紙１０７ａ，１０７ｂは、透明ガラス
３１，３２を介してパチンコ機１０前方から視認可能な位置に配置される。
【００３６】
　遊技板２３ｂには、ルータ加工が施されることによって前後方向に貫通する大小複数の
開口部が形成されている。各開口部には一般入賞口８１、可変入賞装置８２、上作動口８
３ａ、下作動口８３ｂ、スルーゲート８４、可変表示ユニット８５、主表示装置９６等が
設けられている。
【００３７】
　一般入賞口８１、可変入賞装置８２、上作動口８３ａ及び下作動口８３ｂへの入球が発
生すると、それが遊技盤２３の背面側に配設された検知センサ（図示略）により検知され
、その検知結果に基づいて所定数の賞球の払い出しが実行される。この場合、上作動口８
３ａへの入球が発生した場合及び下作動口８３ｂへの入球が発生した場合には３個の賞球
の払い出しが実行され、一般入賞口８１への入球が発生した場合には１０個の賞球の払い
出しが実行され、可変入賞装置８２への入球が発生した場合には１５個の賞球の払い出し
が実行される。但し、これら賞球の個数は任意であり、例えば上作動口８３ａに係る賞球
個数よりも下作動口８３ｂに係る賞球個数が多いといったように、両作動口８３ａ，８３
ｂの賞球個数が相違していてもよい。また、可変入賞装置８２に係る賞球個数が他の賞球
個数に比べて多い構成に限定されることはなく、例えば一般入賞口８１に係る賞球個数と
同一の構成としても良く、少ない構成としても良い。
【００３８】
　遊技領域２３ａの中央部には、可変表示ユニット８５が設けられ、可変表示ユニット８
５の構成部品として、絵柄の一種である図柄を変動表示（又は、可変表示若しくは切換表
示）する図柄表示装置９４が遊技板２３ｂの背面側に設けられ、正面視で図柄表示装置９
４の表示画面９４ａを囲むように設けられるセンターフレーム９５が遊技板２３ｂの前面
側より取り付けられている。図柄表示装置９４の前面側であってセンターフレーム９５の
後側には、ポリカーボネート等の透明な合成樹脂材料により形成された透明保護板が設け
られ、図柄表示装置９４の表示画面９４ａは、その透明保護板を介して前面側から視認可
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能とされている。
【００３９】
　遊技領域２３ａは、その中央部にセンターフレーム９５が設けられることで、センター
フレーム９５の左右両側に位置する左側領域ＰＥ１と右側領域ＰＥ２とに区画され、遊技
領域２３ａに発射された遊技球は、左側領域ＰＥ１または右側領域ＰＥ２のいずれか一方
を流下することとなる。左側領域ＰＥ１及び右側領域ＰＥ２の下側には、両領域から流下
した遊技球が合流して流下する下側領域ＰＥ３が遊技領域２３ａの一部として設けられて
いる。
【００４０】
　遊技領域２３ａへ遊技球が到達する回動量に操作ハンドル４７が操作されると、左側領
域ＰＥ１または右側領域ＰＥ２のいずれか一方を遊技球が流下する。操作ハンドル４７の
操作量が少なく、センターフレーム９５の一番上側の部位を超えない発射力となる回動操
作量で遊技球が発射されると、遊技球は遊技領域２３ａの入口に近い左側領域ＰＥ１を流
下する。その操作量より操作ハンドル４７の操作量が多く、センターフレーム９５の一番
上側の部位を確実に超える発射力となる回動操作量で遊技球が発射されると、遊技球は右
側領域ＰＥ２を流下する。それらの間部分に相当する回動操作量の場合には、遊技球は、
左側領域ＰＥ１と右側領域ＰＥ２との両方に分散して流下する。遊技者は、操作ハンドル
４７の回動操作量を調整することで、左側領域ＰＥ１と右側領域ＰＥ２とのいずれの領域
を遊技球が流下するかを選択して遊技を行うことができる。
【００４１】
　遊技盤２３の最下部には、アウト口８６が設けられ、左側領域ＰＥ１または右側領域Ｐ
Ｅ２を流下して最終的に各種入賞口等に入らなかった遊技球はアウト口８６を通って遊技
領域２３ａから排出される。遊技領域２３ａには、遊技球の落下方向を適宜分散、調整等
するために多数の釘８７が植設され、風車等の各種部材（役物）が配設されている。
【００４２】
　ここで、入球とは、所定の開口部を遊技球が通過することを意味し、開口部を通過した
後に遊技領域２３ａから排出される態様だけでなく、開口部を通過した後に遊技領域２３
ａから排出されない態様も含まれる。但し、以下の説明では、アウト口８６への遊技球の
入球と明確に区別するために、一般入賞口８１、可変入賞装置８２、上作動口８３ａ、下
作動口８３ｂ又はスルーゲート８４への遊技球の入球を、入賞とも表現する。
【００４３】
　上作動口８３ａ及び下作動口８３ｂは共に上向きに開放されている。また、上作動口８
３ａが上方となるようにして両作動口８３ａ，８３ｂは鉛直方向に並んでいる。下作動口
８３ｂには、左右一対の可動片よりなるガイド片（サポート片）としての電動役物８３ｃ
が設けられている。
【００４４】
　上作動口８３ａ及び下作動口８３ｂは、遊技領域２３ａの下側領域ＰＥ３に設けられて
いる。上作動口８３ａは、センターフレーム９５の下部に設けられて遊技球が上面を転動
するステージの直下に配置され、センターフレーム９５で形成された誘導通路（図示略）
を介してステージ上に誘導され、誘導通路を経由しない遊技球より上作動口８３ａへ入賞
しやすい構成とされている。この誘導通路の入口は、センターフレーム９５において左側
領域ＰＥ１に面する左側部分に設けられ、また、ステージの下側から飛び込む遊技球とし
て、左側領域ＰＥ１からの方がステージに飛び込み易い釘８７の配置とされている。すな
わち、左側領域ＰＥ１を遊技球が流下した場合の方が、右側領域ＰＥ２を遊技球が流下す
る場合に比べて上作動口８３ａへの入賞が発生しやすい設定とされている。
【００４５】
　電動役物８３ｃは遊技板２３ｂの背面側に搭載された電動役物駆動部に連結されており
、当該電動役物駆動部により駆動されて閉鎖状態（非サポート状態又は非ガイド状態）及
び開放状態（サポート状態又はガイド状態）のいずれかに配置される。電動役物８３ｃの
閉鎖状態では遊技球が下作動口８３ｂに入賞できず、電動役物８３ｃが開放状態となるこ
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とで下作動口８３ｂへの入賞が可能となる。電動役物８３ｃは、下側領域ＰＥ３で左右両
側に開放可能とされ、左側領域ＰＥ１を流下した遊技球及び右側領域ＰＥ２を流下した遊
技球のいずれも入賞可能とされている。
【００４６】
　スルーゲート８４は、右側領域ＰＥ２に設けられ、遊技領域２３ａの入口から遠い側へ
届く一定以上の強い発射力で発射された遊技球が入球可能に構成されている。スルーゲー
ト８４の下側には、可変入賞装置８２が設けられ、可変入賞装置８２も右側領域ＰＥ２に
設けられている。
【００４７】
　可変入賞装置８２は、通常は遊技球が入賞できない又は入賞し難い閉状態になっており
、大当たり当選といった開閉実行モード（特別遊技状態）への移行当選となった際に、遊
技球が入賞しやすい所定の開放状態に切り換えられるようになっている。可変入賞装置８
２の開放態様として具体的には、所定時間（例えば３０秒間）の経過又は所定個数（例え
ば１０個）の入賞を１ラウンドとして、複数ラウンド（例えば１５ラウンド）を上限とし
て可変入賞装置８２が繰り返し開放される。
【００４８】
　スルーゲート８４及び可変入賞装置８２は、遊技領域２３ａの右側領域ＰＥ２に設けら
れ、右側領域ＰＥ２を遊技球が流下するように一定以上に強い発射力で遊技球が発射され
た場合にスルーゲート８４及び可変入賞装置８２に遊技球が入賞する。スルーゲート８４
に遊技球を入球させた場合に電動役物８３ｃが遊技者にとって有利な開放状態とされ易い
遊技状態（いわゆる時短遊技状態）や、可変入賞装置８２が開閉実行モードとされる特別
遊技状態等、遊技領域２３ａの右側領域ＰＥ２に遊技球を流下させた場合に遊技者にとっ
て有利となる遊技状態においては、遊技者は、右側領域ＰＥ２を数多く遊技球が流下する
ように操作ハンドル４７を操作する。これに対し、上作動口８３ａに遊技球を多く入賞さ
せて内部抽選の当選を期待する通常の遊技状態においては、遊技者は、左側領域ＰＥ１を
数多く遊技球が流下するように操作ハンドル４７を操作して遊技を実行することとなる。
【００４９】
　遊技者にとって有利となる回動操作量は図柄表示装置９４やスピーカの音声によって遊
技者に報知され、遊技状態が切り替わるときに、例えば、「右打ちをしてください。」ま
たは、「左打ちをしてください。」と遊技者に表示または音声によって報知し、或いは、
遊技者によって不利となる側に遊技球が発射されていることが、スルーゲート８４の通過
や一般入賞口８１の入賞によって遊技機が認識した場合に、上記した報知が実行されて遊
技者に有利となる操作ハンドル４７の回動操作量が遊技者に示唆される。
【００５０】
　図柄表示装置９４は、液晶ディスプレイを備えた液晶表示装置として構成されており、
表示制御装置１４２により表示内容が制御される。なお、図柄表示装置９４は、液晶表示
装置に限定されることはなく、プラズマディスプレイ装置、有機ＥＬ表示装置又はＣＲＴ
といった表示画面を有する他の表示装置であってもよく、ドットマトリクス表示器であっ
てもよい。
【００５１】
　図柄表示装置９４では、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂへの入賞に基づいて図柄の
変動表示が開始される。図柄表示装置９４における変動表示は、正面視で視認可能な視認
可能領域において行われ、例えば上、中及び下に並べて図柄が表示され、これらの図柄が
左右方向にスクロールされるようにして変動表示されるようになっている。そして、予め
設定されている有効ライン上に所定の組み合わせの図柄が停止表示された場合には、開閉
実行モードが発生することとなる。この図柄表示装置９４における変動表示は、主表示装
置９６のメイン表示部において行われる変動表示に合わせて行われる。
【００５２】
　可変表示ユニット８５に対して左下側には、遊技の状態を表示する主表示装置９６が設
けられる。主表示装置９６は、複数の発光部が並んで配列されてなる表示器を有する構成
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とされ、遊技領域２３ａの外側に相当する外レール１０２の外側に設けられ、その前面側
には、例えば、左上側からメイン表示部、役物用表示部、状態表示部、保留表示部、補助
表示部等が順に設けられる。
【００５３】
　メイン表示部では、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂへの入賞をトリガとして絵柄の
変動表示が行われ、その変動表示の停止結果として、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂ
への入賞に基づいて行われた内部抽選の結果が表示によって明示される。つまり、本パチ
ンコ機１０では、上作動口８３ａへの入賞と下作動口８３ｂへの入賞とが内部抽選におい
て区別されておらず、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂへの入賞に基づいて行われた内
部抽選の結果が共通の表示領域であるメイン表示部にて明示される。そして、上作動口８
３ａ又は下作動口８３ｂへの入賞に基づく内部抽選の結果が開閉実行モードへの移行に対
応した当選結果であった場合には、主表示装置９６のメイン表示部にて所定の停止結果が
表示されて変動表示が停止された後に、開閉実行モードへ移行する。
【００５４】
　ここで、いずれかの作動口８３ａ，８３ｂへの入賞に基づいて、メイン表示部及び図柄
表示装置９４にて変動表示が開始され、所定の停止結果を表示し上記変動表示が停止され
るまでが遊技回の１回に相当する。
【００５５】
　役物用表示部では、スルーゲート８４への入賞をトリガとして絵柄の変動表示が行われ
、その変動表示の停止結果として、スルーゲート８４への入賞に基づいて行われた内部抽
選の結果が表示によって明示される。スルーゲート８４への入賞に基づく内部抽選の結果
が電役開放状態への移行に対応した当選結果であった場合には、役物用表示部にて所定の
停止結果が表示されて変動表示が停止された後に、電役開放状態へ移行する。電役開放状
態では、下作動口８３ｂに設けられた電動役物８３ｃが所定の態様で開放状態となる。
【００５６】
　補助表示部は、メイン表示部と同一の態様とされた発光部が設けられ、本実施形態にお
けるパチンコ機１０においては、消灯されたままとされている。この補助表示部は、本実
施形態におけるパチンコ機１０とは別の他機種において上作動口８３ａへの入賞に対する
内部抽選と下作動口８３ｂへの入賞に対する内部抽選とが区別される場合に点灯するもの
であり、メイン表示部を複数必要とする機種において使用される。
【００５７】
　状態表示部は、メイン表示部にて所定の停止結果が表示されることで遊技状態が開閉実
行モードへ移行し、その所定の停止結果の表示後における遊技回が所定回数に到達する等
して遊技状態が開閉実行モード前の通常状態に移行する場合に、その遊技状態の変化が表
示によって明示される。また、状態表示部では、開閉実行モードの移行当選となった場合
に可変入賞装置８２の開放態様として複数種類のラウンド数が設定されている機種におい
て移行当選となったラウンド数が表示によって明示される。
【００５８】
　保留表示部は、遊技球が上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂに入賞した個数及び遊技球
がスルーゲート８４を通過した回数のうち未だ遊技が実行されていない保留状態の遊技回
数を表示によってそれぞれ明示する。遊技球が上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂに入賞
した個数及び遊技球がスルーゲート８４を通過した回数はそれぞれ最大４個まで保留され
、保留表示部によって各保留数がそれぞれ表示される。保留表示部の保留数に対応した情
報は、図柄表示装置９４の表示画面にも表示され、保留数が数字又はキャラクタの個数な
どにより表示される。
【００５９】
　なお、メイン表示部、役物用表示部、補助表示部、状態表示部及び保留表示部は、複数
の発光部が所定の態様で配列されてなる表示器により構成されているが、これに限定され
ることはなく、いずれか一方または両方の表示部を液晶表示装置、有機ＥＬ表示装置、Ｃ
ＲＴ、セグメント表示器又はドットマトリックス表示器等その他のタイプの表示装置によ



(11) JP 6156467 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

って構成してもよい。また、メイン表示部及び役物用表示部にて変動表示される態様とし
て、絵柄としての複数種の文字が変動表示される構成、複数種の記号が変動表示される構
成、複数種のキャラクタが変動表示される構成又は複数種の色が切り換え表示される構成
としても良い。
【００６０】
　次に、遊技機本体１２の背面側の構成について、図４に加え、図７から図９を参照しな
がら説明する。図７は中間ユニット１３の背面図、図８は裏パックユニット１５の背面図
、図９はパチンコ機１０の背面図である。
【００６１】
　中間ユニット１３には、図７に示すように、枠ユニット２１によって開口形成される前
後に貫通した遊技盤収容部２１ａが設けられ、この遊技盤収容部２１ａを通じて中間ユニ
ット１３の背面側には遊技盤２３の背面側に搭載される各種部品が露出されている。
【００６２】
　中間ユニット１３の背面側には、図４に示すように、合成樹脂により形成された箱状の
盤裏カバー１４１が設けられている。盤裏カバー１４１は、遊技盤２３の背面のほぼ全域
にわたって設けられ、遊技盤２３の背面側に設けられる各種部品を、埃の進入、遊技球の
衝突、或いは遊技盤２３の搬送時における周辺部分との衝突から保護すると共に、遊技球
の入賞を検知する検知センサ等を狙った不正を防止する機能を有している。
【００６３】
　中間ユニット１３の背面側中央部には、図４に示すように、表示制御装置１４２と音声
発光制御装置１４３とが左右に並んで設けられ、その下側には、遊技の主たる制御を司る
主制御装置１６０が設けられている。表示制御装置１４２は、図柄表示装置９４の表示制
御を司るものであり、音声発光制御装置１４３は、主制御装置１６０からの指示に従って
音声やＬＥＤ、ランプ等の表示制御及び表示制御装置１４２の制御を司るものである。
【００６４】
　主制御装置１６０は、図７に示すように、遊技の主たる制御を司る機能（主制御回路）
と、電源を監視する機能（停電監視回路）とを有する主制御基板と、基板を収容するため
に設けられた透明性を有する樹脂製の基板ボックス１６３を備えている。また、主制御装
置１６０には、基板ボックス１６３の開放に際して痕跡を残す痕跡手段としての開放封印
部１６４が設けられている。当該開放封印部１６４は解除操作を一度行うと再結合を不可
とするものであり、結果的に主制御装置１６０の基板ボックス１６３は一度開放操作を行
うと、再度封印状態とすることが不可となっている。
【００６５】
　主制御装置１６０の背面視左側端部には、図７に示すように、取付封印部１６５が設け
られている。取付封印部１６５は、遊技盤２３側に設けられる支持部材と主制御装置１６
０とを固定し、主制御装置１６０の取り外しに際して痕跡を残す痕跡手段として機能する
。取付封印部１６５には、最初に主制御装置１６０を取り付けるための固定部品以外に、
予備用の固定部品が３組設けられ、主制御装置１６０の点検作業における一時的な取り外
しや主制御装置１６０の交換が可能とされている。
【００６６】
　主制御装置１６０の背面視左部には、ＲＡＭ消去スイッチ１６６が設けられている。本
パチンコ機１０は、各種データの記憶保持機能を有しており、万一停電が発生した際でも
停電時の状態を保持し、停電からの復帰の際には停電時の状態に復帰できるようになって
いる。例えば遊技場の営業終了時に通常手順で電源を遮断した場合には遮断前の状態が記
憶保持され、ＲＡＭ消去スイッチ１６６を押しながら電源を投入すると、ＲＡＭデータが
初期化されるようになっている。
【００６７】
　枠ユニット２１の背面における回動基端側（図７の右側）には、上下に離間して支持金
具１３２が設けられ、各支持金具１３２の上端部において貫通穴が設けられた軸受け部１
３３によって中間ユニット１３に対して裏パックユニット１５が回動可能に取り付けられ
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る。また、枠ユニット２１の背面には、裏パックユニット１５を中間ユニット１３に固定
するための固定レバー１３４が回動先端側（図７の左側）に複数設けられている。
【００６８】
　次に、裏パックユニット１５について説明する。裏パックユニット１５は、図８に示す
ように、透明性を有する合成樹脂により形成された裏パック２０１と、払出ユニット２０
２と、外部端子板ユニット２０３とを備えている。
【００６９】
　裏パック２０１は、図８に示すように、裏パック２０１の周縁部を構成する裏ベース部
２１１と、裏ベース部２１１の後側に開口する部分を覆うようにして形成された保護カバ
ー部２１２とを有している。裏ベース部２１１と保護カバー部２１２とにより、裏パック
２０１は、左右側面と上面の全部、背面の上部が閉鎖されて前方側が開放した収容空間を
形成し、この収容空間内に遊技盤２３の背面側に搭載される各種部品として、図柄表示装
置９４や制御装置１４２，１４３等を収容する。保護カバー部２１２の下側部分には、前
後方向に貫通した開口部２１２ａが形成されている。なお、裏パック２０１における収容
空間は、上面および背面の上部が閉塞されていることが島設備からの遊技球の当接や収容
空間内への遊技球の進入を抑止することができるために好ましく、左右側面等の一部或い
は全部が開放される構成とされていても良い。また、必ずしも裏パックは、枠ユニット２
１と別部品で構成される必要はなく、枠ユニット２１と一体的に、例えば、樹脂により枠
ユニット２１と一体成形されて前側が開口した部品の一部として裏パック２０１に相当す
る部分を構成しても良い。
【００７０】
　外部端子板ユニット２０３は、図８に示すように、後方から見た裏パックユニット１５
の右上側端部に設けられている。外部端子板ユニット２０３は、パチンコ機１０の状態を
管理装置等の外部機器に認識させるために所定の信号出力を行う装置である。この外部端
子板ユニット２０３の構成詳細については、図１０以降を参照して後述する。
【００７１】
　裏パックユニット１５における背面視右側端部には、図８に示すように、上下一対の掛
止ピン２０４が取り付けられている。この掛止ピン２０４を中間ユニット１３側の軸受け
部１３３に挿通させることで、裏パックユニット１５が掛止ピン２０４を中心にして中間
ユニット１３に対して回動可能に支持される。裏ベース部２１１における掛止ピン２０４
が配置されていない反対側の端部には、中間ユニット１３に設けられた固定レバー１３４
が挿通される挿通部２１１ａが上下に形成されている。固定レバー１３４が挿通部２１１
ａに挿通されて９０度回転させた状態にすることで、固定レバー１３４の一部が裏ベース
部２１１に後方から当接し、中間ユニット１３に裏パックユニット１５が固定される。
【００７２】
　裏パックユニット１５は、上記したとおり、中間ユニット１３の背面に対して回動可能
に軸支されている。裏パックユニット１５を中間ユニット１３に対して背面側から重ね合
わせた状態では、図９に示すように、主制御装置１６０の大半は開口部２１２ａを介して
背面側に露出し、主制御装置１６０の一部は保護カバー部２１２により覆われている。主
制御装置１６０の上端部には他の制御装置と電気的に接続するためのコネクタ及び配線が
設けられ、この配線に関する部位や開放封印部１６４及び取付封印部１６５が保護カバー
部２１２に覆われる。このため、主制御装置１６０の視認性を高めつつ、不正行為の抑制
及び遊技球の衝突による破損防止等を実現している。主制御装置１６０の上側に配置され
る音声発光制御装置１４３等は、保護カバー部２１２により全体が覆われている。
【００７３】
　裏パックユニット１５は、図８に示すように、保護カバー部２１２を迂回するようにし
て裏ベース部２１１に取り付けられている払出ユニット２０２を備えている。払出ユニッ
ト２０２は、裏パック２０１の最上部に設けられて遊技球を貯留可能に上方に開口したタ
ンク２２１と、タンク２２１内の遊技球を下流側に向けて案内可能に緩やかに傾斜するタ
ンクレール２２２と、タンクレール２２２の下流側にて上下方向に遊技球を案内するケー
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スレール２２３と、ケースレール２２３の最下流部に設けられる払出装置２２４とを有し
、これらが連結することでタンク２２１に補給された遊技球を必要数分だけ払出装置２２
４の下流側に払い出し可能とされている。払出装置２２４によって払い出された遊技球は
、払出装置２２４の下流側に設けられた裏側通路部２２５に供給される（図４参照）。
【００７４】
　裏側通路部２２５には、払出装置２２４より払い出された遊技球を上皿２８ａ、下皿２
９ａ又は排出通路の何れかに振り分けるための３つの通路が形成されている。これら通路
のうち、裏パック２０１の中央側に位置する通路が上記した本体側上皿通路部１２２及び
前扉側上皿通路部５１を介して上皿２８ａに通じ、その外側の通路が本体側下皿通路部１
２３及び前扉側下皿通路部５２を介して下皿２９ａに通じ、更に外側の通路が排出通路と
されている。払出装置２２４によって払い出された遊技球は、上皿２８ａの通路に優先し
て案内され、その通路が遊技球で満たされると、その通路から分岐した下皿２９ａに通じ
る通路に遊技球が案内される。排出通路は、ケースレール２２３の操作部２２３ａに対し
て排出操作を行うことにより、タンク２２１からケースレール２２３の途中までの間に貯
留された遊技球が払出装置２２４を経由せずに裏パックユニット１５の下端に設けられる
排出口から排出される。
【００７５】
　裏ベース部２１１の背面側下端部には、図８に示すように、各種制御装置等で要する所
定の電力を生成して出力する電源装置２４１と、払出制御装置２４２とが前後に重ねて取
り付けられている。電源装置２４１は、裏ベース部２１１の横幅全域にわたって設けられ
ている。裏ベース部２１１の背面視右下側端部には、電源スイッチ２４５が設けられてい
る。パチンコ機１０へは電圧変換器を介して例えば交流２４ボルトの主電源が供給され、
電源スイッチ２４５の切換操作によりパチンコ機１０の電源がＯＮ又はＯＦＦとされる。
【００７６】
　払出制御装置２４２は、払出ユニット２０２を通じた遊技球の払い出しを制御するため
の装置である。払出制御装置２４２は、基板を収容するために設けられた透明性を有する
基板ボックス２４３に払出制御基板を収容して構成されており、その開放に際しては痕跡
を残す痕跡手段として開放封印部２４４が設けられている。開放封印部２４４は解除操作
を一度行うと再結合を不可とするものであり、結果的に払出制御装置２４２の基板ボック
ス２４３は一度開放操作を行うと、再度封印状態とすることが不可となっている。
【００７７】
　裏ベース部２１１の前面側すなわち中間ユニット１３側の下部には、図４に示すように
、上方に開口した横長の球入口２１３と、側方に開口した球入口２１４とを上流側端部と
する発射球排出通路が設けられている。遊技領域２３ａを流下しいずれかの開口を介して
遊技盤２３の背面へと導かれた遊技球は、２つの球入口２１３，２１４のいずれかを経由
して発射球排出通路内へ進入する。発射球排出通路の出口部分は裏パックユニット１５の
下端面に遊技球１個分の幅で開口して形成され、遊技領域２３ａ内に発射された遊技球は
全て発射球排出通路を経由して遊技場の島設備に排出される。発射球排出通路の途中には
、遊技球を検知する検知センサが設けられ、遊技領域２３ａ内に発射された遊技球数に対
応した信号が外部端子板ユニット２０３を介して出力される。
【００７８】
　次に、本発明の特徴部分である外部端子板ユニット２０３に関する構成について図１０
以降を参照して説明する。図１０から図１２は、後方から見た裏パックユニット１５の右
上側部分の背面図および斜視図であり、図１０（ａ）から図１２（ａ）は、ケースカバー
３０１の閉鎖状態を示し、図１０（ｂ）から図１２（ｂ）は、ケースカバー３０１の開放
状態を示している。図１３（ａ）及び図１３（ｂ）は、裏パックユニット１５から外部端
子板ユニット２０３を取り外した状態を示した斜視図である。図１４は、図９のＡ－Ａ線
におけるパチンコ機１０の部分断面図であり、図１５（ａ）は、図１４の一部分を拡大視
した図であり、図１５（ｂ）は、図１５（ａ）に対してケースカバー３０１を開放した状
態を示した図である。なお、図１０から図１５においては、外部端子板ユニット２０３に
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接続される遊技機本体１２側のコネクタ及び配線を省略して示し、図１４においては、前
扉枠１４を省略すると共に、遊技盤２３の構成を簡略化して示している。また、以下の説
明においては、基本的に遊技機本体１２における前後方向を基準として説明し、遊技機本
体１２を基準とした方向に一致する方向については、方向のみを記載する場合があるもの
とする。例えば、裏パック２０１において遊技機本体１２の背面側から視認した場合にお
ける右側端部について、裏パック２０１の背面視右側端部と記載する場合がある。
【００７９】
　パチンコ機１０は、図４に示すように、外枠１１に対して前方側に開閉可能に支持され
る遊技機本体１２を備え、遊技機本体１２における裏パックユニット１５の背面側に外部
端子板ユニット２０３が設けられている。外部端子板ユニット２０３は、外部機器として
の管理装置等にパチンコ機１０に関する情報を出力するための装置である。
【００８０】
　外部端子板ユニット２０３には、図１０（ｂ）から図１２（ｂ）に示すように、上方側
へ開放可能なケースカバー３０１が設けられている。このケースカバー３０１を開放する
ことにより、図１１（ｂ）に示すように、配線を差し込み可能な複数の差込部３０２が裏
パックユニット１５（遊技機本体１２）の背面側に露出される。この差込部３０２に管理
装置等の配線を接続することにより、パチンコ機１０に関する情報がパチンコ機１０の外
部に出力可能とされている。
【００８１】
　外部端子板ユニット２０３からパチンコ機１０の外部に出力されるパチンコ機１０に関
する情報としては、例えば、図柄の変動に関する情報（主表示装置９６によって制御され
る図柄変動が停止する毎に出力される信号）、遊技の状態に関する情報（可変入賞装置８
２の開閉実行モード中に出力される信号、下作動口８３ｂの電動役物８３ｃが高頻度で開
放状態となる電役開放状態中に出力される信号）、遊技球の入賞に関する情報（上作動口
８３ａへ遊技球が入賞する毎に出力される信号、可変入賞装置８２に遊技球が入賞する毎
に出力される信号）、遊技球の払い出しに関する情報（払出ユニット２０２において遊技
球が不足した場合に出力される信号、賞球を１０個払い出す毎に出力される信号、遊技球
を２５個貸し出す毎に出力される信号）、遊技領域２３ａ内に発射された遊技球数に関す
る情報（パチンコ機１０から１０個の遊技球が排出される毎に出力される信号）、遊技機
本体１２の開放に関する情報（外枠１１に対する中間ユニット１３の開放時に出力される
信号）、遊技領域２３ａの開放に関する情報（中間ユニット１３に対する前扉枠１４の開
放時に出力される信号）などが例示される。複数の差込部３０２は、横並びの２つで１組
に設定され、１組の差込部３０２毎に対応した情報が配線を通じて外部端子板ユニット２
０３から外部機器に出力される。
【００８２】
　外部端子板ユニット２０３は、遊技機本体１２を構成する裏パックユニット１５の背面
視右上側端部に配設される装置である。裏パックユニット１５の背面視右側は、遊技機本
体１２の回動基端側に対応し、遊技機本体１２を開閉しても外部端子板ユニット２０３の
移動量が少なく、その分、外部機器の配線の長さが不足したり、接続部分が引っ張られた
りする事態が回避されている。また、遊技機本体１２の背面側に対する作業においても、
外部機器の配線が遊技機本体１２の背面側に重なって邪魔することがなく作業性の良い設
定とされている。
【００８３】
　裏パック２０１の背面視右上側端部には、図１３（ｂ）に示すように、外部端子板ユニ
ット２０３の取付位置に対応して端子板取付部３１１が設けられている。端子板取付部３
１１は、裏パック２０１の上面の一部を形成する部位であり、裏パック２０１の上面前側
部分において前後方向に略同一高さで連続する前側上面部３１２に対して端子板取付部３
１１が後側において斜め下側に連続して形成され、その後側には前側上面部３１２に対し
て後側に一段下がった段差の下段を形成する後側上面部３１３が形成されている。
【００８４】
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　裏パック２０１における後側上面部３１３の後側には、図１４に示すように、タンクレ
ール取付部３１４が設けられている。タンクレール取付部３１４は、タンクレール２２２
の外形に沿った形状とされ、端子板取付部３１１に対して後側に一段下がった段差形状を
なしている。具体的には、タンクレール取付部３１４は、タンクレール２２２の前面側の
形状に沿って上下方向に連続した板状部と、その板状部の下端部分よりタンクレール２２
２の下面に沿って後側に連続した板状部により構成されている。タンクレール取付部３１
４の後端部は、裏パック２０１の最背面を形成する保護カバー部２１２の上端部に連続す
る形状とされている。なお、本実施形態における裏パック２０１は、裏ベース部２１１と
保護カバー部２１２とを別々の樹脂成形部品によって構成するものとしているが、一体成
形により裏パック２０１を形成しても良い。
【００８５】
　端子板取付部３１１は、図１３及び図１４に示すように、板状の取付基部３２１と、取
付基部３２１の左右両側に設けられて外部端子板ユニット２０３の一部に係わって外部端
子板ユニット２０３が取り付けられる貫通穴を形成する被取付部３２２，３２３と、取付
基部３２１の上側部分にて上下２列に並んで背面側に突出して設けられる上側突条部３２
４および下側突条部３２５を有している。
【００８６】
　取付基部３２１は、前側部分が上側に位置し、後側に行くに従って次第に下側に連続す
る、すなわち後方に下り傾斜して連続する形状とされた横長板状の部位であり、この取付
基部３２１に対して後方斜め上側に重なるようにして外部端子板ユニット２０３が取り付
けられる。外部端子板ユニット２０３は、裏パック２０１に対して手操作により取り外し
可能に構成されており、外部端子板ユニット２０３が裏パックユニット１５から取り外さ
れた状態においても裏パック２０１により覆われた収容空間が形成される。なお、取付基
部３２１は、必ずしも板状に構成する必要はなく、外部端子板ユニット２０３を取り付け
可能とされていれば良い。すなわち、取付基部３２１の中央側に相当する一部分に貫通穴
が設けられ、外部端子板ユニット２０３が裏パック２０１から取り外された状態において
は裏パック２０１の背面右上側部分にて収容空間が上方に開口した状態とされ、裏パック
２０１に外部端子板ユニット２０３が取り付けられることにより裏パック２０１の背面右
上側部分が覆われる構成としても良い。
【００８７】
　取付基部３２１は、裏パック２０１の前側上面部３１２における後端部と、裏パック２
０１の背面側端部において上下方向に連続するタンクレール取付部３１４から保護カバー
部２１２に連なる部分との間に設けられている。裏パック２０１の前側上面部３１２から
端子板取付部３１１の取付基部３２１等を経由して保護カバー部２１２に連続する部位は
、図１４に示すように、遊技盤２３の背面側に位置する盤裏カバー１４１及び制御装置１
４２，１４３に対して上側から後側に連続し、盤裏カバー１４１等の上側から背面側に連
続する部分を覆う区間を構成する。この盤裏カバー１４１を覆う区間の一部として、端子
板取付部３１１の一部（取付基部３２１）は、上下方向でも前後方向でもなく、斜め方向
に連続しているため、側面視した断面形状における実質的な長さを長く設定しつつ、上下
方向（高さ方向）に必要な長さは短く形成することができる。
【００８８】
　ここで、外部端子板ユニット２０３は側面視した状態において一定の長さが必要である
ため、端子板取付部３１１もその長さ分に対応した長さが必要となる。例えば、外部端子
板ユニット２０３を構成するプリント基板３４１は、必要な部品を搭載するために一定以
上の面積を必要とし、このプリント基板３４１の面積に対応した長さが必要となる。この
場合に、取付基部３２１を斜め方向に連続する傾斜面形状とし、その傾斜面上に外部端子
板ユニット２０３を配置することにより、必要な上下幅を少なくして外部端子板ユニット
２０３を配置することができる。すなわち、遊技機本体１２の背面側視において外部端子
板ユニット２０３の取り付けに必要な占有面積を上下方向において縮小し、外部端子板ユ
ニット２０３の下側に位置する部品をより高い位置に配置することができる。
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【００８９】
　外部端子板ユニット２０３の背面側には、図１１等に示すように、外部端子板ユニット
２０３の下端位置をほぼ最上部として遊技球を横方向に案内する案内通路を形成するタン
クレール２２２が設けられている。外部端子板ユニット２０３の後側にタンクレール２２
２を重なるように設置すると、外部端子板ユニット２０３に対する配線接続作業がし難く
なるため、上下に位置をずらして設置している。この状況において、取付基部３２１を傾
斜面とすることによって、タンクレール２２２は、より高い位置に配置可能とされ、その
分、裏パック２０１により形成される収容空間の前後幅を、より高い位置まで広く形成可
能とされている。よって、収容空間内に配置されることとなる遊技盤２３の背面側に搭載
される各種部品の配置スペースを広く確保することができる。すなわち、盤裏カバー１４
１の外形形状の最上部を高い位置に設定し、遊技盤２３の背面側に設けられる図柄表示装
置９４を大型化したり、制御装置１４２，１４３等を配置したりするための収容空間の前
後幅を広く形成することができる。
【００９０】
　端子板取付部３１１は、図１３（ｂ）に示すように、背面視左側部分より右側部分の方
の表面長さが長く形成されて、外部端子板ユニット２０３として必要な表面積が確保され
ている。端子板取付部３１１（取付基部３２１）において背面側を向く後面における下端
を形成する下側端縁３２６は、背面視において僅かに右下がりに傾斜した形状とされ、こ
の傾斜方向は、タンクレール２２２において遊技球の流下する方向側、すなわちタンクレ
ール２２２において遊技球を支持する底面の下り傾斜方向に一致した背面視右下がりとさ
れている。このため、端子板取付部３１１の下端に対してタンクレール２２２の上端が左
右方向における広範囲に渡って僅かに下側に位置し、タンクレール２２２全体が高い位置
に配置されている。
【００９１】
　後側上面部３１３は、端子板取付部３１１の下端に相当する高さ位置にて後側に連続し
た上下方向に厚みを有する形状をなし、タンクレール２２２の上端に対して、前側におい
てほぼ一致するか、又は上側に位置する高さに設定されている。タンクレール２２２には
、上方側に開口したレール開口部２２２ａが設けられており、タンク２２１から溢れ出た
りした遊技球が端子板取付部３１１及び後側上面部３１３に乗り上げた場合に、その遊技
球を手で押してレール開口部２２２ａに容易に押し込み可能とされている。なお、端子板
取付部３１１の下側端縁３２６及び後側上面部３１３は、レール開口部２２２ａの上端に
一致するか、その上端より上側に位置する形状とする必要はなく、レール開口部２２２ａ
より下側であっても遊技球の半径より少ない高さ分であれば下側に位置させても良い。こ
の場合においても、後側上面部３１３の上を滑らせつつ遊技球をレール開口部２２２ａに
押し込み可能とすることができる。
【００９２】
　端子板取付部３１１は、図１４に示すように、外枠１１に対して遊技機本体１２が閉鎖
された状態において外枠１１の枠状部分の後端面１１ａより後側に設けられ、端子板取付
部３１１に取り付けられる外部端子板ユニット２０３はパチンコ機１０の上面の一部を形
成するように配置されている。このため、遊技場へ設置する前や、遊技場から取り外した
後といったパチンコ機１０単体の状態においては、外部端子板ユニット２０３に対して上
方側から後方側に及ぶ広範囲に空間が形成されることとなり、その広範囲の空間を利用し
て外部端子板ユニット２０３に対しての作業を容易に実行可能とされている。また、外部
端子板ユニット２０３がパチンコ機１０の上面の一部を形成するので、パチンコ機１０を
床面に立てた状態とすることで、斜め上側から見下ろした視認性の良い状態で外部端子板
ユニット２０３に対する作業を行うことができる。
【００９３】
　また、端子板取付部３１１は、図１４に示すように、遊技機本体１２における上端部分
に設けられ、端子板取付部３１１に取り付けられる外部端子板ユニット２０３が遊技機本
体１２の上面の一部を形成する。このため、外枠１１に対して遊技機本体１２を開放した
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状態において、外部端子板ユニット２０３に対して上方側から後方側に及ぶ広範囲に空間
が形成されることとなり、その広範囲の空間を利用して外部端子板ユニット２０３に対し
ての作業が容易に実行可能とされている。
【００９４】
　被取付部３２２，３２３は、図１３（ｂ）に示すように、取付基部３２１の左右両側に
設けられて裏パック２０１の裏面側と前面側とを貫通する穴形状とされ、外部端子板ユニ
ット２０３の一部に係わって外部端子板ユニット２０３が取り付けられる部位である。外
部端子板ユニット２０３における左右両端部分には、背面視左側の被取付部３２２に対応
して横方向に突出する係合突部３０３と、背面視右側の被取付部３２３に対応して前方斜
め下側に突出する係合爪部３０４が設けられている。係合突部３０３を背面視左側の被取
付部３２２に差し込んで裏パック２０１の前側に位置した状態にしてから、係合爪部３０
４側を背面視右側の被取付部３２３に押し込み操作をすることで、外部端子板ユニット２
０３が固定される。すなわち、係合爪部３０４が弾性変形しつつ被取付部３２３内に入り
込み、係合爪部３０４の先端の一部が被取付部３２３の斜め前側に位置した状態となるこ
とにより、裏パック２０１に外部端子板ユニット２０３が固定されて、外部端子板ユニッ
ト２０３の抜け出し方向に相当する後側への移動が制限される。
【００９５】
　上側突条部３２４は、取付基部３２１の前方上側の端部より上方側に連続する壁状部分
より背面側に突出した形状とされている。裏パック２０１の前側上面部３１２と、外部端
子板ユニット２０３との間には隙間が設けられ、図１５（ａ）に示すように、この隙間部
分に位置して隙間を埋めるように上側突条部３２４が設けられている。上側突条部３２４
は、上下方向に厚みを有する横長の板状部分が背面側に突出することで形成される上面と
、その上面の下側に配置される多数の板状部とにより構成される。各板状部は、前方上側
が直角をなす側面視三角形状をなし、左右方向に間隔を隔てて上側突条部３２４の上面の
下側に配置されて当該上面を支持する構造とされている。上側突条部３２４の下面の形状
は、三角形状をした板状部における後方斜め下側を向く面形状とされ、上側突条部３２４
と下側突条部３２５との間部分は、側面視において前側に相当する奥底側が次第に幅狭に
形成されて前側に凹んだ溝状に形成されている。
【００９６】
　下側突条部３２５は、取付基部３２１に対して後側に突出した上下方向に厚みを有する
横長の板状に形成されている。この下側突条部３２５は、外部端子板ユニット２０３の上
部における一部の下側に位置し、外部機器の配線の重みにより下側に移動しようとする外
部端子板ユニット２０３を下側から支持する支持部として機能する。
【００９７】
　下側突条部３２５の後端部分は、上側突条部３２４の後端より後側に突出して形成され
ている。このため、外部端子板ユニット２０３の一部を下側突条部３２５の後端部分に上
方側から位置合わせして支持された状態とし、この支持状態にしてから、外部端子板ユニ
ット２０３を、前側に移動して取付位置（図１４に示す位置）に取り付け可能とされてい
る。この取り付けに際して外部端子板ユニット２０３が取付位置に対して上側に移動しよ
うとした場合、その上側への移動は下側突条部３２５に対して前側に凹んだ溝状の部位を
隔てて上側に位置する上側突条部３２４により制限され、その溝形状に従って予め定めた
取付位置側に外部端子板ユニット２０３が案内される。このように、上下の突条部３２４
，３２５が設けられることによって、外部端子板ユニット２０３の取り付け作業は容易に
実施可能とされている。
【００９８】
　次に、図１６から図１８を主に参照して外部端子板ユニット２０３について説明する。
ここで、外部端子板ユニット２０３単体としての説明においては、外部出力基板３３１に
おいて端子台３４３等が搭載された部品搭載面を表面とし、その表面側から外部出力基板
３３１を視認する方向側を正面側として説明する。
【００９９】
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　図１６は、外部端子板ユニット２０３を上下方向に分解した斜視図である。図１７は端
子台３４３の内部構成を示す説明図であり、図１７（ａ）は接続状態を示しており、図１
７（ｂ）は操作状態を示している。図１８は、外部出力基板３３１の裏面側から見た外部
端子板ユニット２０３の分解斜視図である。なお、図１７（ａ）においては、外部機器の
配線の先端部分の折れ曲がり状態を一点鎖線で示し、図１７（ｂ）においては、差込部３
０２内に外部機器の配線が挿入された状態を実線で示している。また、図１７（ａ）にお
いては、操作レバー３５３（差込操作部３７２Ｕ，３７２Ｌ）の操作状態を一点鎖線で示
し、図１７（ｂ）においては操作状態として下側の差込操作部３７２Ｌに対応した操作レ
バー３５３を押下操作した状態を示している。
【０１００】
　外部端子板ユニット２０３は、図１６に示すように、複数の端子台３４３が搭載された
外部出力基板３３１と、外部出力基板３３１が固定される合成樹脂製の基板ベース３３２
と、基板ベース３３２に回動可能に支持されるケースカバー３０１とを備えている。以下
、外部出力基板３３１について説明をした後に、基板ベース３３２とケースカバー３０１
について説明する。
【０１０１】
　外部出力基板３３１は、横長略矩形状のプリント基板３４１を主体とし、プリント基板
３４１上に、入力側のコネクタ３４２と、複数の端子台３４３と、複数のフォトモスリレ
ー３４４とを備えている。端子台３４３は、外部に出力される情報の数に対応した数分設
けられ、本実施形態においては例えば１３種類の情報出力が可能なように１３個設けられ
ている。
【０１０２】
　入力側のコネクタ３４２は、複数の端子が一列に並んで設けられ、その端子に接続され
る配線を介して主制御基板に電気的に接続され、パチンコ機１０に関する情報に対応した
各種信号が外部出力基板３３１に入力される。コネクタ３４２に対して端子台３４３とフ
ォトモスリレー３４４とは、外部出力基板３３１に入力された信号を、フォトモスリレー
３４４を介して端子台３４３に内蔵される出力端子３５１を通じて信号出力可能に接続さ
れる。フォトモスリレー３４４は、端子台３４３のそれぞれに対応して１つずつ設けられ
ており、入力側のコネクタ３４２に入力される信号に対応して入力側の発光ダイオードが
発光し、端子台３４３の出力端子３５１に接続される出力側のＭＯＳＦＥＴの導通状態が
入力信号に対応して開閉する。これにより、主制御基板と、端子台３４３の差込部３０２
を通じて接続される外部機器とは、電気的に絶縁された状態にして情報を出力可能とされ
ている。なお、外部出力基板３３１は上記した電気的構成に限らず、他の構成としても良
く、フォトモスリレー３４４に代えてフォトカプラ等の他の電気部品を利用した回路を通
じて外部機器に対してパチンコ機１０に関する情報を出力しても良い。
【０１０３】
　外部出力基板３３１は、横長矩形形状に対して正面視左下側の角部分がＬ字状に切り欠
かれることにより、上側の辺が直線状をなし、下側の辺がクランク状に折れ曲がった形状
をなしている。すなわち、外部出力基板３３１は、上側部分の左右方向における長さが長
く、下側部分の左右方向における長さが短い形状をなし、外部出力基板３３１の上側部分
に、上下幅の狭い領域側から広い領域側に渡って横並びに複数の端子台３４３が搭載され
ている。
【０１０４】
　端子台３４３は、２つの差込部３０２が設けられる本体部３５２と、２つの操作レバー
３５３とが一纏めに一体化された部品を一部品とし、２つの差込部３０２に接続される配
線の導通状態がフォトモスリレー３４４によって各情報に対応して開閉されることにより
外部機器に情報が出力される。
【０１０５】
　２つの操作レバー３５３は、合成樹脂製の本体部３５２に対して回動軸３７１を中心と
して回動可能に支持される。２つの操作レバー３５３の回動軸３７１は一直線上に設けら



(19) JP 6156467 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

れ、側面視において同一の支持構造（図示せず）により２つの操作レバー３５３が本体部
３５２内において支持されている。
【０１０６】
　本体部３５２には、プリント基板３４１から離れた位置にてプリント基板３４１におい
て端子台３４３が搭載された面と同一方向を向く天面部３６１と、天面部３６１から操作
レバー３５３が突出して設けられる一方側を除く三方側の端縁からプリント基板３４１側
に連続する側面部３６２とが設けられる。本体部３５２は、天面部３６１と側面部３６２
とに囲われて中空箱状をなしている。天面部３６１には、外部機器の配線を差し込むため
に本体部３５２の内外を貫通するようにして差込部３０２が設けられている。
【０１０７】
　本体部３５２により形成される内部空間には、図１７（ａ）に示すように、金属製の出
力端子３５１が２つの操作レバー３５３のそれぞれに対応して設置固定されている（固定
構造は図示省略）。出力端子３５１は、操作レバー３５３の一部分が差込部３０２に対す
る内部空間側において出力端子３５１側に移動し、操作レバー３５３と出力端子３５１と
の間に配線を挟み込み可能に設けられている。また、操作レバー３５３を基準として出力
端子３５１が位置する側とは反対側には付勢手段としてのコイルバネ３５４が圧縮状態に
して設けられ、このコイルバネ３５４が本体部３５２のバネ支持部３６３と操作レバー３
５３との間に挟まれた状態で配置されている。このコイルバネ３５４によって、操作レバ
ー３５３は、出力端子３５１が位置する側に常には付勢され、差込部３０２内に挿入され
た配線の先端部分を操作レバー３５３の一部と出力端子３５１とで挟み込んで支持する接
続状態とされている。なお、接続状態は、操作レバー３５３に対して作業者による操作が
行われていない非操作状態である。
【０１０８】
　操作レバー３５３は、回動軸３７１から離間した位置において本体部３５２により形成
される開口部から外方に突出し、作業者によって操作可能とされる差込操作部３７２を有
している。差込操作部３７２は、１つの端子台３４３について２つずつ設けられている。
【０１０９】
　各差込操作部３７２は、回動軸３７１を中心としてプリント基板３４１から離間する方
向側（図１７の上側）にコイルバネ３５４によって付勢され、作業者がコイルバネ３５４
の付勢力に抗して差込操作部３７２をプリント基板３４１に近づく側に押し込むことによ
り、操作レバー３５３の本体部３５２が出力端子３５１から離間し、また、差込部３０２
の貫通穴が開放される方向側に移動して、差込部３０２に対しての配線の抜き差しが可能
な操作状態とされる（図１７（ｂ）の状態）。このように、差込操作部３７２を通じて操
作レバー３５３の回動操作が可能とされ、外部機器の配線が外部出力基板３３１に接続さ
れた接続状態（非操作状態）と、配線を抜き差し可能な操作状態とを切り替えるための移
動操作が差込操作部３７２によって行われる。
【０１１０】
　１つの端子台３４３に設けられる２つの差込操作部３７２は、プリント基板３４１から
の距離に相当する高さ位置を異ならせて設定されている。このため、複数の差込操作部３
７２が横方向に並んで配置される状況において隣り合う差込操作部３７２の間隔を、プリ
ント基板３４１の向く方向において離間させることができるので、たとえ、操作レバー３
５３の幅を狭く形成し、また、操作レバー３５３の間隔を狭く設定したとしても、操作レ
バー３５３の操作はし易いものにして端子台３４３を小型に形成することができる。よっ
て、外部端子板ユニット２０３全体としての大きさも小型に設定可能とし、他の部品の設
置スペースを広く確保可能とされている。
【０１１１】
　２つの差込操作部３７２の移動可能な範囲は、差込操作部３７２の回動軸方向視におい
てずれた位置に設定されている。すなわち、プリント基板３４１から遠く離間した差込操
作部３７２（上側の差込操作部３７２Ｕ）を押し込み操作した限界位置（図１７（ａ）の
二点鎖線）より、下側に他方の差込操作部３７２（下側の差込操作部３７２Ｌ）における
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非操作状態に対応した初期位置が設定されている。このため、上側の差込操作部３７２Ｕ
を操作した場合に隣に位置する下側の差込操作部３７２Ｌを押し下げる可能性は低く、ま
た、下側の差込操作部３７２Ｌを操作する際にも隣に位置する上側の差込操作部３７２Ｕ
を押し下げてしまうことも生じ難くして、配線作業を行い易くすることができる。
【０１１２】
　複数の端子台３４３は、図１６に示すように、外部出力基板３３１における上側の辺に
平行に並べて配置されている。端子台３４３の向きとしては、外部出力基板３３１におけ
る上側の辺に近い位置にて、当該上側の辺に平行に差込部３０２が横並びに配置され、そ
の差込部３０２の下側に差込操作部３７２が横並びに配置されている。
【０１１３】
　複数の端子台３４３について、全ての端子台３４３の本体部３５２は、例えば黒色等の
合成樹脂により共通の色に着色される。各端子台３４３に設けられる２つの操作レバー３
５３は共通の色に設定され、他の端子台３４３に設けられる操作レバー３５３とは異なる
色に設定されている。すなわち、プリント基板３４１からの距離が異なる２つで一組の操
作レバー３５３は一組として同一色に設定され、その一組の操作レバー３５３の横には異
なる色の操作レバー３５３が２つ並んで位置する構成とされている。例えば、複数の端子
台３４３についてコネクタ３４２から遠い側から、黄緑色、茶色、黒色、灰色、桃色、黄
色、赤色、青色、橙色、水色、白色、緑色、紫色、といった設定とされている。この場合
において、隣り合う操作レバー３５３の色相は、色相の違いが目立つように補色に近い色
設定とすることが好ましく、例えば、緑色の横に紫色や、青色の横に赤色といった配置と
することが好ましい。また、本体部３５２の色と同一の黒色や、本体部３５２の色に近い
茶色や灰色の操作レバー３５３は、外枠１１に対して遊技機本体１２を開放した場合に開
放先端側となる背面視左側に配置し、開放基端側に相当する背面視右側には白色や水色と
いった明るい色相の操作レバー３５３を配置することが、暗くなりがちな開放基端側にお
ける操作レバー３５３の色の確認を容易にすることができて好ましい。
【０１１４】
　複数の端子台３４３が横並びに並んだ一方の先側に相当する正面視右側には、端子台３
４３の並び方向に交差し、縦長となるようにして、コネクタ３４２が配置されている。プ
リント基板３４１において複数の端子台３４３の設置領域の下側には、コネクタ３４２に
近い側においてフォトモスリレー３４４が複数横並びにして配置されている。フォトモス
リレー３４４の並んだ方向に沿ってコネクタ３４２から離間した先側部分は、端子台３４
３側のみにおいてプリント基板３４１が連続し、プリント基板３４１の下側部分が切り欠
かれることによりプリント基板３４１が縮小されている。
【０１１５】
　次に、外部出力基板３３１が端子板取付部３１１に取り付けられた取付状態における外
部出力基板３３１の構成について説明する。
【０１１６】
　外部出力基板３３１は、図１４に示すように、基板ベース３３２を介して端子板取付部
３１１に取り付けられ、この取付状態において遊技機本体１２の後方斜め上側（図１４の
右上側）を表面が向くように配置される。これにより、一定の面積を必要とするプリント
基板３４１の設置に必要な上下幅を少なくして外部端子板ユニット２０３を配置すること
ができ、外部端子板ユニット２０３の下側に設置する部品の高さ位置を高く設定すること
ができる。なお、以下の説明においては、外部出力基板３３１におけるプリント基板３４
１の表面側は、遊技機本体１２に取り付けられた状態において後側を向く面とされるため
、外部出力基板３３１の後面とも称す。
【０１１７】
　外部出力基板３３１におけるプリント基板３４１の裏面に相当する裏パック２０１の収
容空間側を向く面は、図１４に示すように、取付基部３２１に対向し、且つ、取付基部３
２１と一定の隙間を隔てて平行となるようにして、取付基部３２１の後方斜め上側に配置
されている。プリント基板３４１の裏面側には、端子台３４３等を固定するための端子の
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先端部分および半田が突出し、それらの突出部分に対応してプリント基板３４１と取付基
部３２１との間に隙間が設けられている。プリント基板３４１の裏面に対して僅かな隙間
を隔ててプリント基板３４１と平行となるように取付基部３２１を形成することにより、
裏パック２０１により形成される収容空間は広く確保されている。
【０１１８】
　プリント基板３４１上に搭載される端子台３４３の差込部３０２は、図１１（ｂ）等に
示すように、外部出力基板３３１の後面側に設けられ、遊技機本体１２の後方斜め上側に
開口する向きにして配置されている。このため、作業者は、遊技機本体１２の背面側に位
置した状態で、差込部３０２に開口位置を容易に確認しながら作業を進めることができる
。
【０１１９】
　プリント基板３４１上に搭載される端子台３４３は、図１５（ａ）に示すように、プリ
ント基板３４１に対して端子台３４３の本体部３５２が前側に配置され、その後側に操作
レバー３５３が突出するようにして配置されている。本体部３５２に設けられる差込部３
０２に対しても、操作レバー３５３が遊技機本体１２の後側に突出して設けられることと
なり、遊技機本体１２の背面側からの作業において操作レバー３５３は操作し易くされて
いる。
【０１２０】
　ここで、端子台３４３は、差込部３０２がプリント基板３４１から離間する方向側に開
口し、差込操作部３７２が差込部３０２の一方側に位置してプリント基板３４１の表面に
近づく方向側に移動操作可能な構成であり、遊技機において従来から利用されている汎用
品の端子台の構成と同様の構成とされている。このため、差込部３０２と差込操作部３７
２とが２列に並ぶようにして汎用品の端子台をプリント基板に搭載することによって、低
コストで、外部端子板ユニット２０３を構成することができる。
【０１２１】
　プリント基板３４１上に搭載されるフォトモスリレー３４４は、図１５（ａ）に示すよ
うに、プリント基板３４１の表面側への突出高さが端子台３４３に比べて低く、また、操
作レバー３５３の高さ位置に比べても低い高さの電子部品である。このフォトモスリレー
３４４は、操作レバー３５３に対して後側に配置され、外部出力基板３３１の後面が後方
斜め上側に向けられて傾斜して配置される傾斜角度は、フォトモスリレー３４４やフォト
モスリレー３４４をカバーする基板ベース３３２の一部分が操作レバー３５３に対して後
側に位置しない角度に設定されている。このため、遊技機本体１２の背面側からの作業に
おける操作レバー３５３の視認性や操作性を向上しつつ、外部出力基板３３１に必要な電
子部品を遊技機本体１２の背面側から確認し易い位置に搭載可能とされている。よって、
端子台３４３以外の電子部品を別の不正部品に交換するような不正行為は困難とされてい
る。
【０１２２】
　操作レバー３５３は、プリント基板３４１に対して表面側に離間して２種類の高さ位置
に設けられ、図１０に示すように、操作レバー３５３の差込操作部３７２が１つずつ上下
方向に高さ位置がずれた状態で遊技機本体１２の背面側に突出している。このため、遊技
機本体１２を背面側から見た場合に、２種類の差込操作部３７２の高さ位置を容易に認識
することができる。従来においては、遊技機本体１２の背面側を外部出力基板３３１の表
面が向くようにして外部出力基板３３１が設置され、この場合には、端子台３４３におい
て差込操作部３７２の高さ位置が視線方向に沿ってずれた状態で配置されることとなり、
差込操作部３７２において高さ位置の異なる差込操作部３７２の間に指先を入れるような
操作が困難な場合があった。これに対し、本実施形態における外部出力基板３３１のよう
に、遊技機本体１２の後方斜め上側に外部出力基板３３１の後面が向く配置とすることに
より、端子台３４３における操作レバー３５３の差込操作部３７２の位置を確認し易く、
高さ位置の異なる差込操作部３７２の間に指先を入れるような操作も簡易に行うことがで
きる。なお、操作レバー３５３は、必ずしも高さ位置を異ならせて複数種類設ける必要は
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なく、全ての操作レバー３５３を共通の形状とし、一定の高さ位置に操作レバー３５３の
差込操作部３７２を配置しても良い。
【０１２３】
　２種類の操作レバー３５３は、自身の回動軸３７１の中心位置（図１５（ａ）における
回動中心軸Ｊ１として示した位置）に対して、後方における上側に一方の差込操作部３７
２（上側の差込操作部３７２Ｕ）の上面が配置され、下側に他方の差込操作部３７２（下
側の差込操作部３７２Ｌ）の上面が配置されている。このため、２種類の操作レバー３５
３は、上側から下側への押し込み操作により差込操作部３７２が容易に回動操作可能とさ
れ、遊技機本体１２の背面側から行われる差込操作部３７２の操作性が向上されている。
また、２種類の操作レバー３５３における差込操作部３７２は、その上面がいずれも後方
斜め下側に連続する向きに配置され、後方斜め上側から差込操作部３７２が容易に操作可
能とされている。
【０１２４】
　また、従来においては、遊技機本体１２の背面側を外部出力基板３３１の後面が向くよ
うにして外部出力基板３３１が設置され、遊技機本体１２の前方側へ向かって差込操作部
３７２を押し込むようにして操作レバー３５３を操作する構成であった。このため、差込
操作部３７２に対する操作方向と、外枠１１に対する遊技機本体１２の回動方向が一致し
ており、配線作業中において遊技機本体１２が回動しないように注意する必要があった。
これに対し、本実施形態における操作レバー３５３は、下方側に差込操作部３７２を操作
する設定とされ、この方向は、遊技機本体１２の開閉方向に交差し、ほぼ直交する方向側
に設定されている。このため、操作レバー３５３の操作時における遊技機本体１２の開閉
方向側への移動を抑制することができ、配線接続作業性を向上することができる。
【０１２５】
　端子台３４３は、図１１等に示すように、遊技機本体１２の背面側右上隅部にて全ての
操作レバー３５３が後側に突出するようにして左右方向に複数並んで設けられ、差込操作
部３７２と差込部３０２の組合せが、同一方向を向くようにして複数並んで設けられてい
る。このため、図１４に示すように、裏パック２０１の上面と背面とが連続するコーナー
部分に多数の差込部３０２と差込操作部３７２との組合せを側面視においてコンパクトに
配置することができる。なお、必ずしも端子台３４３を横一列に配置する必要はなく、プ
リント基板３４１の表面に、横二列以上に並べて端子台３４３を設置しても良い。この場
合においても、各端子台３４３の列においては、差込部３０２に対して、その差込部３０
２の配線の抜き差しに対応する操作レバー３５３が遊技機本体１２の後側に位置する向き
にしてプリント基板３４１に端子台３４３を搭載することが好ましい。
【０１２６】
　ここで、操作レバー３５３は、プリント基板３４１に対して表面側に離間した２種類の
高さ位置に設けられ、その表面側に大きく離間した上側の差込操作部３７２に対応した操
作レバー３５３は、図１５（ａ）に示すように、端子台３４３の本体部３５２においてプ
リント基板３４１から最も離間した天面部３６１よりもプリント基板３４１から離間した
位置まで連続している。このため、端子台３４３に対して操作レバー３５３が後側に位置
し、プリント基板３４１の前側が高く位置するようにして傾斜させて外部出力基板３３１
を遊技機本体１２の背面側に配置すると、端子台３４３の本体部３５２の上端と操作レバ
ー３５３の差込操作部３７２の上端位置の高さ位置が近づいて配置される。かかる配置と
することにより、端子台３４３の前側部分を、より上側に位置するように配置しても、端
子台３４３の前側部分だけが上方に突出することもないので、側面視において限られた配
置スペース内に端子台３４３の本体部３５２と操作レバー３５３とを効率良く配置するこ
とができる。これにより、上限の高さ位置が限られた配置スペースにおいて、プリント基
板３４１の前側部分を高い位置に配置可能にし、その配置位置に対応して裏パック２０１
の内側における収容空間として前側部分が高く、後側に向かって徐々に下降する収容空間
を形成し、収容空間の容積を大きく設定することができる。
【０１２７】
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　次に、基板ベース３３２とケースカバー３０１について説明する。
【０１２８】
　基板ベース３３２は、外部端子板ユニット２０３として、外部出力基板３３１とケース
カバー３０１とを基板ベース３３２に一体化する部材であり、図１６及び図１８に示すよ
うに、外部出力基板３３１を取り付けるための基板取付部３８１と、外部出力基板３３１
及びケースカバー３０１と一体化された外部端子板ユニット２０３を裏パック２０１に固
定するためのユニット固定手段としての構成と、ケースカバー３０１を回動可能に支持す
るカバー回動支持手段としての構成とを備えている。外部端子板ユニット２０３は、基板
ベース３３２によってケースカバー３０１と外部出力基板３３１とが一体化された状態で
裏パック２０１に取付可能とされ、外部出力基板３３１の取り扱いが容易化されている。
なお、外部出力基板３３１は、必ずしも基板ベース３３２を介して裏パック２０１に固定
する必要はなく、裏パック２０１に基板取付部を設けて裏パック２０１に直接外部出力基
板３３１を取り付けても良い。
【０１２９】
　基板ベース３３２は、基板取付部３８１として、外部出力基板３３１におけるプリント
基板３４１の外周縁を囲う横長枠状の周縁部３８２と、周縁部３８２よりプリント基板３
４１の表面に重なるように突出する複数の表面側支持部３８３と、周縁部３８２よりプリ
ント基板３４１の裏面に重なるように突出する複数の裏面側支持部３８４及び複数の基板
係止爪３８５とを備えている。基板ベース３３２の周縁部３８２は、外部出力基板３３１
の裏面側に相当する一端側が開口した枠形状をなし、その裏面側より外部出力基板３３１
が取り付けられる。表面側支持部３８３と裏面側支持部３８４は、周縁部３８２に対して
変位不能に一体形成されている。
【０１３０】
　基板係止爪３８５は、図１８に示すように、その先端部分が周縁部３８２に対して外側
に変位可能に一体形成されている。具体的には、プリント基板３４１の後側に向かって細
長く形成された支持腕部３８６の先端部分にプリント基板３４１の裏面側に重なる係止部
３８７が設けられている。プリント基板３４１の押し込み操作により支持腕部３８６が弾
性変形して係止部３８７が外側に変位し、係止部３８７が元の位置に復帰することでプリ
ント基板３４１の裏面側に基板係止爪３８５が係合可能とされている。
【０１３１】
　外部出力基板３３１の基板ベース３３２への取付操作は、外部出力基板３３１の表面側
に基板ベース３３２を位置させてから、基板取付部３８１に対して表面側支持部３８３と
裏面側支持部３８４の間にプリント基板３４１の一端側を差し込み、プリント基板３４１
の他端側を基板係止爪３８５に対して押し込み操作する。これにより、基板ベース３３２
の基板取付部３８１に外部出力基板３３１が取り付けられて固定された状態となる。なお
、基板取付部３８１への外部出力基板３３１の取付構造は、上記構造に限らず、ネジ止め
により固定する等、他の取付構造としても良い。
【０１３２】
　基板ベース３３２の周縁部３８２における外部出力基板３３１の裏面側に対応する端面
は、図１８に示すように、端子板取付部３１１の取付基部３２１に対して後方斜め上側に
当接する当接支持部３８８とされ、係合爪部３０４および基板係止爪３８５を除いた大部
分が同一平面上に位置する形状とされている。端子板取付部３１１の取付基部３２１は、
後方斜め上側を向く面が平面状に形成され、基板ベース３３２における当接支持部３８８
が取付基部３２１に対して広範囲で当接し、端子板取付部３１１に安定的に支持された状
態で外部端子板ユニット２０３が固定可能とされている。
【０１３３】
　基板ベース３３２の周縁部３８２としては、図１５（ａ）、図１６及び図１８に示すよ
うに、プリント基板３４１の前側の縁部分に対向し、プリント基板３４１の外縁に沿って
設けられる板状の前側壁部３９１と、前側壁部３９１に対してプリント基板３４１を挟ん
だ後側であってプリント基板３４１の後側の縁部分に対向し、プリント基板３４１の外縁
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に沿って設けられる後側壁部３９２とが設けられている。また、周縁部３８２として、前
側壁部３９１の左右両端部から後側に連続して後側壁部３９２の左右両端部に接続される
板状の側壁部３９３，３９４が設けられている。板状の側壁部３９３，３９４としては、
背面視左側にて端子台３４３の側面部３６２に対向する側壁部を構成する左側壁部３９３
と、コネクタ３４２の側端面に対向して背面視右側の側壁部を構成する右側壁部３９４と
が設けられている。後側壁部３９２は、プリント基板３４１の下側部分において切り欠か
れた形状に対応して折れ曲がって形成されている。
【０１３４】
　基板ベース３３２には、ユニット固定手段として、係合突部３０３と、係合爪部３０４
とが設けられている。係合突部３０３は、基板ベース３３２の長手方向に沿った一方側に
相当する左側壁部３９３より外側に突出して形成されている。係合爪部３０４は、基板ベ
ースにおいて係合突部３０３が設けられる側とは逆側に相当する右側壁部３９４に形成さ
れ、プリント基板３４１の裏面が向く方向側に突出して形成されている。これら係合突部
３０３と係合爪部３０４とが裏パック２０１の被取付部３２２，３２３に係合して、上記
したように、裏パック２０１へ外部端子板ユニット２０３が固定される。
【０１３５】
　基板ベース３３２には、ケースカバー３０１を回動可能に支持するカバー回動支持手段
として、一対の回動軸部３９５が左右の側壁部３９３，３９４より外方側に突出して設け
られている。すなわち、左側壁部３９３は、端子台３４３の側方を覆うように端子台３４
３の本体部３５２の外形より側面視で大きな外形となるようにしてプリント基板３４１の
表面側に大きく突出した板状に形成され、その左側壁部３９３における前上側の隅部分に
て、回動軸部３９５が外方側に略円筒状に突出して設けられている。また、右側壁部３９
４は、コネクタ３４２の側方を覆うようにコネクタ３４２の外形より側面視で大きく突出
する外形となるようにしてプリント基板３４１の表面側に突出した板状に形成され、その
右側壁部３９４における前上側の隅部分にて、回動軸部３９５が外方側に略円筒状に突出
して設けられている。この一対の回動軸部３９５は、左右方向に延びる同一直線上に配置
され、ケースカバー３０１が回動軸部３９５を中心として回動可能に支持される。
【０１３６】
　ケースカバー３０１は、基板ベース３３２の上側を覆う板状の上板部４０１と、上板部
４０１の両端側より下側に突出する板状に形成された左右の支持板部４０２，４０３とを
有している。左右の支持板部４０２，４０３は、基板ベース３３２における左右の側壁部
３９３，３９４の両外面を内側にして両外側に重なるように、左右の側壁部３９３，３９
４の外面より僅かに大きく離間して設けられている。また、左右の支持板部４０２，４０
３には基板ベース３３２の回動軸部３９５に対応して回動孔部４０４が設けられている。
【０１３７】
　左右の支持板部４０２，４０３の間隔は、基板ベース３３２において左右方向に突出し
た回動軸部３９５の先端位置の間隔よりも狭く設定されており、ケースカバー３０１を弾
性変形させて左右の支持板部４０２，４０３を横方向に広げつつ回動軸部３９５が間に挟
まれるようにしてケースカバー３０１を基板ベース３３２に対して相対的に移動し、回動
軸部３９５と回動孔部４０４とを位置合わせすることでケースカバー３０１が基板ベース
３３２に取り付けられる。ケースカバー３０１が基板ベース３３２に取り付けられると、
基板ベース３３２に対してケースカバー３０１が回動軸部３９５を中心として回動可能に
支持される。
【０１３８】
　回動孔部４０４は、ケースカバー３０１の上板部４０１に対して、上板部４０１の長手
方向に直交する短手方向に沿った前側に設けられ、上板部４０１が回動孔部４０４を中心
として上側に回動動作可能とされている。
【０１３９】
　ケースカバー３０１の背面視左側の支持板部４０２には、図１６に示すように、回動孔
部４０４の後側にて回動孔部４０４を中心とした同心円状に２つのストッパ孔４０５が設
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けられている。ストッパ孔４０５は、ケースカバー３０１を開放状態および閉鎖状態に位
置決めするストッパ機能を構成する部位である。ストッパ孔４０５に対応して基板ベース
３３２の左側壁部３９３には、ストッパ孔４０５に先端部分が入り込み可能に半球状に突
出したストッパ突部３９６が設けられている。ストッパ突部３９６がストッパ孔４０５に
入り込んで位置した状態に対して、ケースカバー３０１を回動移動するためには、ストッ
パ突部３９６がストッパ孔４０５を乗り越える程度に大きな操作力が必要とされ、これに
より、ケースカバー３０１の回動移動が制限されたストッパ機能が構成される。ストッパ
孔４０５の位置は、図１５（ａ）に示すように、ケースカバー３０１を閉鎖状態にした位
置と、図１５（ｂ）に示すように、ケースカバー３０１を開放状態にした位置とのそれぞ
れに対応し、ケースカバー３０１を各状態に保持可能とされている。
【０１４０】
　基板ベース３３２及びケースカバー３０１の組合せは、外部出力基板３３１を保護する
保護部材としての機能を有し、透明な合成樹脂により構成されている。裏パック２０１に
外部端子板ユニット２０３が取り付けられた取付状態においては、図１５（ａ）に示すよ
うに、外部出力基板３３１の表面側の大部分が基板ベース３３２及びケースカバー３０１
によって覆われた状態とされ、外部出力基板３３１の裏面側が裏パック２０１の取付基部
３２１に覆われた状態とされている。なお、外部出力基板３３１の裏面側を必ずしも裏パ
ック２０１により覆う必要はなく、外部端子板ユニット２０３の構成の一部として外部出
力基板３３１の裏面側を覆う蓋部材を設け、外部出力基板３３１が裏面側を含めて箱体に
より収容されるボックス構造としても良い。また、ケースカバー３０１は、必ずしも設け
る必要はなく、ケースカバー３０１を省略しても良い。
【０１４１】
　基板ベース３３２における外部出力基板３３１の表面側には、図１５（ａ）及び図１６
に示すように、外部機器の配線を挿通させるための２つの配線用開口４１１，４１２と、
操作レバー３５３を操作するためのレバー操作用開口４１３と、コネクタを後側に露出さ
せるためのコネクタ用開口４１４とが設けられている。外部端子板ユニット２０３が裏パ
ック２０１に取り付けられた状態においては、これら開口４１１～４１４を介して、基板
ベース３３２の周縁部３８２に囲われた空間と、基板ベース３３２の後方斜め上側の空間
とが連続する。
【０１４２】
　基板ベース３３２には、プリント基板３４１の表面側にて配線用開口４１１，４１２と
レバー操作用開口４１３とコネクタ用開口４１４とを形成するように周縁部３８２の内側
空間を区画する部位として、図１６に示すように、区画壁４１５と配線支持部４１６とが
設けられている。
【０１４３】
　区画壁４１５は、左右方向に厚みを有する板状に形成され、コネクタ用開口４１４と、
レバー操作用開口４１３及び配線用開口４１２の間部分に位置して、それらを左右方向に
区画する。この区画壁４１５は、プリント基板３４１の表面側にてプリント基板３４１の
前後に位置する前側壁部３９１と後側壁部３９２とを連結する大きさに形成されている。
【０１４４】
　配線支持部４１６は、外部機器の配線に当接して配線の下側を支持する部位であり、ま
た、レバー操作用開口４１３と配線用開口４１１，４１２との間部分に位置して、それら
を前後方向に区画する部位である。この配線支持部４１６は、端子台３４３に対してプリ
ント基板３４１から離間する側にて周縁部３８２の間部分を掛け渡すようにして設けられ
、一端が左側壁部３９３に接続され、他端が区画壁４１５に接続されている。また、配線
支持部４１６は、プリント基板３４１の表面に平行に前後方向に連続した部分により下側
部分が形成され、その後端部がプリント基板３４１の表面から離間する方向側に突出する
ように連続する略Ｌ字形の断面形状とされている。
【０１４５】
　配線支持部４１６は、図１５（ａ）に示すように、端子台３４３の差込部３０２に対し
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て差込部３０２の開放方向側を遮らないように、差込部３０２の後端位置より後側におい
て、天面部３６１に対して僅かに隙間を隔てて後方斜め上側に重なる位置より後方斜め上
側に連続する形状とされている。配線支持部４１６の上面は、前側部分の方が後側より下
方に位置する形状とされ、後方斜め上側から差込部３０２が容易に視認可能とされ、また
、配線支持部４１６の上側に配置される配線が大きな曲率半径にて後側に引き回されるよ
うに構成されている。また、天面部３６１の後端より後側にまで連続する大きさに配線支
持部４１６が形成されており、差込操作部３７２の上側に配線支持部４１６の一部が対面
する設定とされている。
【０１４６】
　配線支持部４１６における後側面は、図１５（ａ）に示すように、後方斜め下側に位置
する差込操作部３７２側を向くように形成され、その後側面に対して後方斜め下側に重な
りつつ、その面が向く方向側に差込操作部３７２（上側の差込操作部３７２Ｕ）が突出し
て設けられている。このため、配線支持部４１６は、前後方向において、前側に差込部３
０２が位置し、後側に差込操作部３７２の一部が位置する間部分に設けられ、側面視にお
いて端子台３４３の本体部３５２と操作レバー３５３との間において下側に凹んだ空間部
分に上側から入り込むようにして配置されている。よって、配線支持部４１６が上側に突
出する突出量を少なくして外部端子板ユニット２０３の上下幅を小型に構成しつつ、外部
機器の配線の支持に必要な強度は十分に確保した形状とすることができる。
【０１４７】
　配線支持部４１６の上面に対して差込操作部３７２の上端は、下側に位置する配置とさ
れ、配線支持部４１６に支持された配線の後側部分が差込操作部３７２に当接しても差込
操作部３７２に配線の重みが伝わり難く構成されている。このため、外部機器の配線が差
込操作部３７２に上側から当接しても差込操作部３７２が押し下げられることは生じ難く
、外部機器の配線が外れてしまうといった事態が生じ難くされている。
【０１４８】
　配線支持部４１６における左右方向の中央部分には、左右方向に厚みを有して前側壁部
３９１側に連続する板状の連結部４１７が設けられている。配線支持部４１６の上面には
、外部機器の配線が当接し、配線の重みを受けても変形や破損が生じないように、横長の
配線支持部４１６の途中部分において前側壁部３９１と連結する連結部４１７が設けられ
ている。なお、連結部４１７は、必ずしも前側壁部３９１にのみ連結するように設ける必
要はなく、連結部４１７に代えて、又は連結部４１７に加えて、後側壁部３９２と配線支
持部４１６とを連結するように配線支持部４１６の後方斜め下側に連結部を設けても良く
、連結部の数についても、１つに限らず、２以上設けても良い。
【０１４９】
　配線用開口４１１，４１２は、基板ベース３３２の上端部において上方側に開口した横
長略矩形状に形成され、２つの配線用開口４１１，４１２が一直線上に横並びに配置され
ている。配線用開口４１１，４１２は、７台を一組とした端子台３４３の差込部３０２を
背面視左側の配線用開口４１１より後方斜め上側に露出し、背面視右側の配線用開口４１
２において６台一組の端子台３４３の差込部３０２を背面視右側の開口より後方斜め上側
に露出する。
【０１５０】
　レバー操作用開口４１３は、配線用開口４１１，４１２の後側に設けられ、端子台３４
３から突出するすべての差込操作部３７２を１つの開口によって後方斜め上側に露出する
大きさに形成されている。
【０１５１】
　配線用開口４１１，４１２に対して上側には、図１５（ａ）に示すように、ケースカバ
ー３０１の上板部４０１において背面視右側の一部を除く大部分が外部出力カバー部４０
６として配置可能とされている。ケースカバー３０１の上板部４０１は、図１６に示すよ
うに、配線用開口４１１，４１２の横幅および前後幅より大きく形成された横長矩形状の
外部出力カバー部４０６を有する板状をなし、配線用開口４１１，４１２の上側にて厚み
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方向を上下方向に一致させ、前後方向に板面が連続する向きに配置されることによって配
線用開口４１１，４１２の上側を閉鎖する閉鎖状態を形成可能とされている。
【０１５２】
　ケースカバー３０１の閉鎖状態における外部出力カバー部４０６と配線支持部４１６の
上面との間には、図１５（ａ）に示すように、隙間が設けられており、この隙間幅は、外
部機器の配線の太さに対応し、その太さと同一か又は僅かに大きく設定されている。この
隙間を通じて外部機器の配線（図１５（ａ）の一点鎖線）は、ケースカバー３０１の閉鎖
状態において遊技機本体１２の後側に引き出される。
【０１５３】
　ケースカバー３０１の閉鎖状態においては、図１５（ａ）に示すように、外部出力カバ
ー部４０６は、差込部３０２に対して後方斜め上側に位置して差込部３０２の開口する方
向側を閉塞する位置に配置され、外部機器の配線の配置空間として後方側に曲がった隙間
空間を形成する。外部機器の配線は、差込部３０２の向く後方斜め上側に対してケースカ
バー３０１の外部出力カバー部４０６に当接することで後側に曲げられた状態とされて遊
技機本体１２の背面側に引き出される。配線用開口４１１，４１２を基準とした場合には
、差込部３０２付近においては、上方に開口形成された配線用開口４１１，４１２を通過
することにより上下方向に外部機器の配線が連続し、その後側で前後方向に形成される隙
間により前後方向に配線が連続する。このため、外部機器の配線が抜き出される後方側へ
の引張力が配線に作用した場合に、配線が配線支持部４１６の前面部分に当接し、その引
張力の一部が配線支持部４１６に支持される。また、配線と、ケースカバー３０１の外部
出力カバー部４０６及び配線支持部４１６との間には、当接による摩擦抵抗力が発生し、
引張力の作用により配線が曲げられる点を変化させながら後側に移動することで抵抗力が
増大し、その分、差込部３０２側に伝達される引張力が軽減される。これにより、外部機
器の配線がパチンコ機１０に接続された状況において配線に不用意に引張力が作用しても
配線が差込部３０２から外れてしまう事態を回避することができる。
【０１５４】
　ケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６の下側面には、図１５（ａ）に示すよう
に、配線支持部４１６の上側に対向する部位を含む一部分において上方側に段差を設けて
薄幅に形成された凹み面部４０７が設けられている。この凹み面部４０７は、外部機器の
配線が前後に通過する配線の経路部分を形成する天面が前後方向において段差を有する形
状とし、その下側に位置する配線支持部４１６によって配線が凹み面部４０７内に押し込
まれて上下に屈曲された状態となり易い。この屈曲部分が形成される分、ケースカバー３
０１が閉鎖状態とされた場合において、配線が抜き出される方向側への引張力が発生した
場合における抵抗力が増大され易く、差込部３０２に伝達される引張力を軽減することが
できる。なお、凹み面部４０７に代えて、又は凹み面部４０７において、配線の接触する
外部出力カバー部４０６の下面を前後方向に起伏が連続した形状とし、その起伏の先端側
に相当する下端を尖らせて形成しても良く、これにより、外部機器の配線に対しての引張
力に対する抵抗力を一層高めることができる。
【０１５５】
　ケースカバー３０１には、図１５（ａ）に示すように、閉鎖状態において外部出力カバ
ー部４０６の下面より下方に突出するカバー下突条部４０８が設けられている。カバー下
突条部４０８は、基板ベース３３２における区画壁４１５及び連結部４１７の上面に当接
することで外部出力カバー部４０６の下側への移動を制限する部位である。このカバー下
突条部４０８は、図１８に示すように、左右方向に連続した形状をなし、左右方向におい
て端子台３４３が配置される領域の全域に及ぶ長さに形成されている。
【０１５６】
　カバー下突条部４０８は、図１５（ａ）に示すように、横長矩形の断面形状にて前方斜
め下側に突出した形状をなし、前後方向における途中部分を最下端として前側及び後側に
おいて上り傾斜した傾斜面を有する断面形状に形成されている。基板ベース３３２におけ
る区画壁４１５及び連結部４１７の上面には、図１５（ａ）及び図１６に示すように、外



(28) JP 6156467 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

部出力カバー部４０６の内面に対して一定距離離間した下側に位置する平面部分に対し、
カバー下突条部４０８に対応した部分が下方に凹んだカバー受け部４１８が形成されてい
る。カバー受け部４１８は、カバー下突条部４０８を形成する傾斜面に対面するように、
前後方向における途中部分を最下端として前側及び後側に上り傾斜した断面形状に形成さ
れ、カバー下突条部４０８の前方斜め下側と後方斜め下側との両方に対面する２つの傾斜
面を組み合わせた形状とされている。このため、ケースカバー３０１の閉鎖状態において
外部出力カバー部４０６の上面に遊技球が当接したり、工具等が衝突したりした場合に、
外部出力カバー部４０６における下側への移動が制限されることはもちろん、外部出力カ
バー部４０６の前後方向における移動についても基板ベース３３２の区画壁４１５及び連
結部４１７により制限され、基板ベース３３２に対するケースカバー３０１の相対位置ず
れが生じ難くされている。これにより、ケースカバー３０１がパチンコ機１０及び遊技機
本体１２の最上面を形成することで物が当接し易く、強い衝撃力がケースカバー３０１の
上面に作用し易くなっても、基板ベース３３２からケースカバー３０１が外れたり、破損
したりすることが防止されている。
【０１５７】
　カバー下突条部４０８の前方斜め下側を向く先端面は、図１５（ａ）に示すように、ケ
ースカバー３０１の閉鎖状態において端子台３４３の天面部３６１に対向して近接する高
さ位置に設けられている。基板ベース３３２の区画壁４１５及び連結部４１７の間部分に
おいて外部出力カバー部４０６の上面に負荷が加えられた場合には、カバー下突条部４０
８が端子台３４３の天面部３６１に当接し、外部出力カバー部４０６の沈み込みが制限さ
れる。このため、基板ベース３３２によって直接的に支持されない領域においても基板ベ
ース３３２とケースカバー３０１との間の隙間が一定以上に確保され、外部機器の配線に
対してケースカバー３０１を通じた過負荷の入力による断線の発生が防止されている。
【０１５８】
　ケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６は、図１５（ａ）に示すように、閉鎖状
態において差込部３０２に対し、差込部３０２の開口する後方斜め上側に位置し、操作レ
バー３５３における差込操作部３７２に対してもその全体の上側を覆う位置まで連続して
いる。これにより、差込部３０２及び差込操作部３７２に遊技球等が上方から当接せず、
また、操作レバー３５３にも遊技球が当接し難くなるので、端子台３４３が破損したり、
不容易に差込操作部３７２が操作状態側へ押下されて外部機器の配線が外れてしまうとい
った事態を回避することができる。
【０１５９】
　差込操作部３７２の後端とケースカバー３０１の後端とは、図１５（ａ）に示すように
、ケースカバー３０１の閉鎖状態において前後方向における後側位置において略一致する
長さに設定されている。ケースカバー３０１の閉鎖状態においては、ケースカバー３０１
と基板ベース３３２との組合せによって、レバー操作用開口４１３が後方側に開口して形
成され、操作レバー３５３の差込操作部３７２等が遊技機本体１２の後側に露出する。こ
のため、ケースカバー３０１を閉鎖状態としたままでも、作業者が差込操作部３７２を後
方側より操作可能とされている。よって、配線の取り外し操作はケースカバー３０１を閉
鎖したままでも実施でき、且つ、ケースカバー３０１の前後寸法を小型にして外部端子板
ユニット２０３としても小型に構成することができる。なお、差込操作部３７２の後端よ
り後側に突出するようにケースカバー３０１を形成しても良い。
【０１６０】
　ケースカバー３０１の回動中心となる回動中心軸Ｊ２は、図１５（ａ）に黒点を付して
示すように、差込部３０２が設けられる端子台３４３の天面部３６１より遊技機本体１２
の前側に位置し、遊技機本体１２の左右方向（図１５（ａ）の紙面垂直方向側）に連続す
る設定とされている。このため、ケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６は、閉鎖
状態において差込部３０２の上側に位置し、その閉鎖状態から開放状態への遷移に際して
前方斜め上側へ回動移動可能とされている（図１５（ｂ）参照）。ケースカバー３０１を
開放状態とすると、差込部３０２の後方斜め上側が開放され、その開放された空間の前側
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にケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６が配置される。よって、遊技機本体１２
の背面側に位置して差込部３０２に対して配線作業を実行する場合において、ケースカバ
ー３０１が作業の邪魔になったり、視認性を阻害することもない。
【０１６１】
　コネクタ用開口４１４は、図１６に示すように、レバー操作用開口４１３及び配線用開
口４１１，４１２に対して背面視右側に開口形成され、コネクタ３４２を後方斜め上側に
露出する大きさに形成されている。コネクタ用開口４１４の周辺部分は、プリント基板３
４１から僅かに隙間を隔ててプリント基板３４１に重なる板状に形成され、コネクタ用開
口４１４よりコネクタ３４２の先端側部分が突出している。
【０１６２】
　ケースカバー３０１における背面視右側部分には、図１６に示すように、コネクタ用開
口４１４に対応した側にコネクタカバー部４０９が設けられている。コネクタカバー部４
０９は、端子台３４３よりコネクタ３４２が前後に長く形成される分、上板部４０１（外
部出力カバー部４０６）と比べて後側に長く形成されている。
【０１６３】
　コネクタカバー部４０９は、図１６及び図１８に示すように、コネクタ用開口４１４に
対して後方斜め後側に収容空間を形成する箱状に形成されている。コネクタカバー部４０
９は、上板部４０１の一部によって外部出力カバー部４０６と同一平面上に上面壁４２１
が形成され、その後側端部より、コネクタ用開口４１４より広幅で後方斜め下側に連続す
る背面壁４２２と、背面壁４２２の左右両側及び後側の端縁に沿ってプリント基板３４１
の表面に近づく側に突出する板状の側面壁４２３および下面壁４２４とを有している。こ
れら背面壁４２２、側面壁４２３及び下面壁４２４によって、コネクタ用開口４１４より
後方斜め後側に突出したコネクタ３４２の先端側部分を収容する収容空間が形成されてい
る。なお、コネクタカバー部４０９は省略して構成しても良く、ケースカバー３０１を閉
鎖状態としてもコネクタ３４２の後方斜め後側部分は開放された状態が維持される構成と
しても良い。
【０１６４】
　下面壁４２４は、図１５（ａ）に示すように、基板ベース３３２の後側壁部３９２に対
して後方斜め下側に重なる板状に形成され、その下側の端部には、小さな円形状に貫通形
成されたストッパ孔４２５が設けられている（図１８参照）。基板ベース３３２の後側壁
部３９２には、後方斜め下側に向けて僅かに柱状に突出したストッパ突部４１９が設けら
れ（図１６参照）、ケースカバー３０１の閉鎖状態においてストッパ突部４１９が入り込
み可能な位置にストッパ孔４２５が設けられている。これにより、ケースカバー３０１の
閉鎖状態においてコネクタカバー部４０９側における回動移動が制限され、ケースカバー
３０１の背面視左側に設けられるストッパ突部３９６及びストッパ孔４０５の組合せと共
にストッパ機能を構成し、このストッパ機能によりケースカバー３０１の閉鎖状態が維持
され易く、開放方向への移動が制限されている。
【０１６５】
　基板ベース３３２における下面壁４２４に対して後方斜め下側には、図１５（ａ）に示
すように、コネクタカバー部４０９に対して後側に突出する横長板状のカバー操作部４２
６が一体形成されている。カバー操作部４２６は、ケースカバー３０１の開閉操作を行う
際に作業者が操作する部位であり、上板部４０１に対してケースカバー３０１の回動中心
軸Ｊ２から離間した位置であってケースカバー３０１の回動中心軸Ｊ２から最も離間した
箇所に設けられている。このため、ケースカバー３０１の回動操作に大きな回動力が必要
な場合であっても、コネクタカバー部４０９の長さ分を回動操作のためのレバーの一部分
として利用して、その回動力を容易に出力可能とされている。また、上板部４０１（外部
出力カバー部４０６）がコネクタカバー部４０９に比べて回動中心軸Ｊ２に近い側に設け
られることにより、差込部３０２の上側部分に対してはテコの原理により大きな力を出力
可能とされ、外部機器の配線が差込部３０２から上方側へ突出して配線された状態におい
ても外部出力カバー部４０６に対して必要な押し込み力を容易に発生させることができる
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。なお、カバー操作部４２６は、必ずしもコネクタカバー部４０９の先側部分に設ける必
要はなく、外部出力カバー部４０６の後側部分の一部を後方に突出させて形成する等、他
の部位に設けても良い。
【０１６６】
　基板ベース３３２及びケースカバー３０１における背面右側部分には、図１１（ａ）に
示すように、ケースカバー３０１の閉鎖状態においてコネクタ３４２に接続される配線が
左右方向に連続した状態で通過可能とする本体側配線通過口３０５が左右方向に貫通して
設けられている。本体側配線通過口３０５は、図１８に示すように、ケースカバー３０１
においてコネクタカバー部４０９を構成する側面壁４２３の背面視右側部分によって一部
が形成され（図１８における左側の側面壁４２３）、側面壁４２３における前後方向中央
部分を含む一部には、後方斜め上側に凹んだ後側凹部４２７が設けられている。また、基
板ベース３３２における右側壁部３９４によって本体側配線通過口３０５の前側部分が形
成され、右側壁部３９４には、前後方向中央部分を含む一部において前方斜め下側に凹ん
だ前側凹部４３１が設けられている。
【０１６７】
　コネクタ３４２への配線の接続に際しては、まず、基板ベース３３２に対してケースカ
バー３０１を開放状態にし（図１１（ｂ）参照）、コネクタ３４２に対応して配線側に設
けられる相手側のコネクタを後側から接続する。その後、コネクタ３４２に対して背面右
側に配線を引き出した状態にし、本体側配線通過口３０５を構成する後側凹部４２７と前
側凹部４３１との間に配線が位置するようにしてケースカバー３０１を閉鎖状態にする。
これにより、コネクタカバー部４０９によって後側部分が覆われる収容空間から背面視右
側より配線が引き出された状態とされ（図２１（ａ）参照）、外部出力基板３３１が遊技
機本体１２（主制御基板）と電気的に接続される。
【０１６８】
　本体側配線通過口３０５は、図１１に示すように、ユニット固定手段としての係合爪部
３０４に対して遊技機本体１２の後方斜め上側に位置して設けられている。コネクタ３４
２に配線が接続され、ケースカバー３０１が閉鎖状態とされた状況においては、本体側配
線通過口３０５を通過する配線により係合爪部３０４が覆われた状態とされ、コネクタカ
バー部４０９を開放してコネクタ３４２の接続状態を解除しない限り係合爪部３０４を操
作することが困難とされている。すなわち、外部端子板ユニット２０３の取り外し操作が
配線によって阻害されている。この外部端子板ユニット２０３の取り外し操作が阻害され
る構成については、後述する。
【０１６９】
　本体側配線通過口３０５は、コネクタカバー部４０９に対して、外部出力カバー部４０
６の位置する側とは反対側に設けられている。このため、外部機器の配線の接続作業にお
いて、コネクタ３４２に接続される配線４５２は邪魔になり難く、外部機器の配線接続作
業を容易に行うことができる。
【０１７０】
　基板ベース３３２の前側壁部３９１は、図１５（ａ）に示すように、外部端子板ユニッ
ト２０３の取付状態において端子台３４３（本体部３５２）の上端に相当する高さ位置ま
でプリント基板３４１の表面が向く方向側（以下、プリント基板３４１の表面側と称す。
）に連続した形状とされ、端子台３４３の前方斜め上側の全域を覆う大きさに設定されて
いる。左側壁部３９３は、内側に対面して設けられる端子台３４３の側面側の全域を覆う
大きさに設定され、右側壁部３９４は、内側に対面して設けられるコネクタ３４２の側面
側の全域を覆う大きさに設定されている。
【０１７１】
　基板ベース３３２の後側には、図１５（ａ）及び図１８に示すように、フォトモスリレ
ー３４４に対して上方斜め前側に対面し、前方側に下降傾斜する向きに設定された板状の
リレー前側カバー部４３２と、リレー前側カバー部４３２の後端部であって上端部より後
方側に下降傾斜した板状のリレー後側カバー部４３３とが周縁部３８２に一体的に設けら
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れている。基板ベース３３２の後側壁部３９２は、リレー後側カバー部４３３の後端が位
置する高さまでプリント基板３４１の表面側に連続し、その上端がリレー後側カバー部４
３３に接続されている。リレー前側カバー部４３２およびリレー後側カバー部４３３の背
面視右側は、区画壁４１５に接続され、背面視左側は後側壁部３９２に接続されて閉塞さ
れている。フォトモスリレー３４４は、リレー前側カバー部４３２とリレー後側カバー部
４３３とにより上方側が覆われて配置され、上方側からの遊技球の衝突や背面側からの不
正行為が防止されている。
【０１７２】
　リレー後側カバー部４３３における背面視右下側には、図１６に示すように、横長略矩
形状で僅かに奥側に凹んで形成されたシール貼付部４３４が設けられている。シール貼付
部４３４には、外部端子板ユニット２０３が外部機器の接続用の装置であることを示す情
報として例えば「外部端子」の文字が付されたシールが接着により貼付される。
【０１７３】
　リレー後側カバー部４３３に対して背面視左側には、図１６に示すように、上下方向に
厚みを有し、上面が僅かに後側に下り傾斜するようにして設けられた横長矩形状の蓋板部
４３５が周縁部３８２に対して後側に一体形成されている。蓋板部４３５は、外部端子板
ユニット２０３の背面視左側部分において操作レバー３５３の後部下側にて後方側に連続
する上面を形成し、その部分に落下した遊技球やゴミ等を上面で支えて後側に案内し、又
は作業者が遊技球等を後側に押し出して除去し易く構成されている。
【０１７４】
　ここで、蓋板部４３５と、リレー後側カバー部４３３と、コネクタカバー部４０９の背
面壁４２２は、図１１等に示すように、いずれの上面についても後端部分が最も下側に位
置し、遊技機本体１２の後側に下り傾斜した傾斜面部を構成する。そして、蓋板部４３５
、リレー後側カバー部４３３及びコネクタカバー部４０９の背面壁４２２において最下端
に相当する後側の端縁４２２ａ，４３３ａは、タンクレール２２２のレール開口部２２２
ａにおける前側の端縁２２２ｂに対して遊技機本体１２の前側において高い位置に設定さ
れている。このため、蓋板部４３５、リレー後側カバー部４３３及びコネクタカバー部４
０９の背面壁４２２の上に遊技球が乗り上げた場合、その遊技球を、レール開口部２２２
ａより上側に位置した状態で捕らえて、レール開口部２２２ａ内へ遊技球を持ち上げるこ
となく容易に流し込むことができる。
【０１７５】
　リレー後側カバー部４３３の後側の端縁４３３ａは、図１２に示すように、その下側に
、前方斜め下側に向けて基板ベース３３２の一部（後側壁部３９２）が連続する形状とさ
れ、リレー後側カバー部４３３の後側の端縁４３３ａが後方側に突出した形状とされてい
る。また、コネクタカバー部４０９の背面壁４２２における後側の端縁４２２ａについて
も、その下側に、前方斜め下側に向けて基板ベース３３２の一部（下面壁４２４）が連続
し、コネクタカバー部４０９の背面壁４２２における後側の端縁４２２ａが後方側に突出
した形状とされている。このため、リレー後側カバー部４３３と、コネクタカバー部４０
９の背面壁４２２の上側に遊技球が乗り上げた場合に、それら部位の後側の端縁４２２ａ
，４３３ａに対して後側に手を位置させることで、その乗り上げた遊技球を容易に受け止
めることができ、レール開口部２２２ａへ簡単に流し込むことができる。
【０１７６】
　タンクレール２２２に対して基板ベース３３２は、図１０から図１２に示すように、レ
ール開口部２２２ａにおける前側の端縁２２２ｂに対して、遊技機本体１２の前側であっ
て高い位置から低い位置まで連続する大きさに設定されている。詳細には、後側壁部３９
２およびコネクタカバー部４０９の下面壁４２４の一部（図１６参照）がレール開口部２
２２ａにおける前側の端縁２２２ｂより下側に位置している。これらレール開口部２２２
ａより下側に位置する部分は、外部端子板ユニット２０３の上面を形成する部位でなく、
基板ベース３３２において後方側に突出する後側の端縁４２２ａ，４３３ａより下側にお
いて他の部位の下側に位置する部分により構成され、その下側に位置する部分の上面に遊
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技球が乗り上げることはない。よって、タンクレール２２２を基板ベース３３２に対して
高い位置に配置して遊技盤２３の背面側に搭載される各種部品の配置スペースを広く確保
し、且つ、外部端子板ユニット２０３に乗り上げた遊技球は持ち上げることなく容易にレ
ール開口部２２２ａへ流し込み可能とすることができる。
【０１７７】
　次に、本実施形態におけるパチンコ機１０の外部端子板ユニット２０３に外部機器の配
線を接続する作業について、パチンコ機１０の遊技場への設置作業と共に説明する。
【０１７８】
　パチンコ機１０を遊技場に設置する際には、パチンコ機１０の外枠１１を島設備に釘等
を用いて固定し、その後に、管理装置等の外部機器の配線を外部端子板ユニット２０３に
接続する。この接続作業は、外枠１１に対して前側に遊技機本体１２を開放した状態で行
われる（図３等参照）。
【０１７９】
　作業者は、遊技機本体１２を大きく、例えば９０度以上開放し、遊技機本体１２の背面
側に立ち、その背面右上側部分に位置する外部端子板ユニット２０３を操作する。外部端
子板ユニット２０３は、遊技機本体１２の上面の一部及び後面の一部を構成する位置に設
けられているので、作業者は、外部端子板ユニット２０３に対して後方斜め上側に視点が
位置するようにし、外部端子板ユニット２０３を見下ろした状態で作業をする。これによ
り、外部端子板ユニット２０３を視点位置から容易に確認可能とし、また、外部端子板ユ
ニット２０３の上側から後側に連続する空間を配線接続のための作業スペースとすること
ができる。
【０１８０】
　外部端子板ユニット２０３に対しては、図１１（ａ）等に示すように、閉鎖状態となっ
ているケースカバー３０１のカバー操作部４２６を上方に引き上げて、ケースカバー３０
１を開放状態とする（図１１（ｂ）の状態）。ケースカバー３０１が開放されると、ケー
スカバー３０１に覆われていた複数の差込部３０２が遊技機本体１２の後方斜め上側に開
口する。作業者は、差込部３０２が向く方向側に視点が位置した状態で、差込部３０２の
開口位置を容易に確認しながら作業を進めることができる。
【０１８１】
　ケースカバー３０１の開放後には、遊技場側に予め設置されている複数の外部機器の配
線の中から、各差込部３０２に対応した配線を選び出し、その配線の先端部分を、差込部
３０２内に差し込む。作業者は、配線を差し込む差込部３０２に対して遊技機本体１２の
後側に位置する差込操作部３７２を下方へ押下し、差込部３０２内に配線を差し込んでか
ら差込操作部３７２から手を離して押下状態を解除する。これにより、一本の配線の接続
が完了し、この接続作業を複数回繰り返して行い、全ての配線の接続を完了させる。
【０１８２】
　この差込操作部３７２の押下操作に際し、複数の差込部３０２に対して差込操作部３７
２が遊技機本体１２の後側に設けられ、差込操作部３７２を操作する手は差込部３０２の
手前側に位置することとなるので、その手が視点と差込部３０２の間に介在して差込部３
０２の視認性を阻害することが抑制される。また、ケースカバー３０１が開放されると、
図１５（ｂ）に示すように、差込部３０２の上方側まで開放されるようにケースカバー３
０１の上板部４０１が前側に移動する。このため、遊技機本体１２を上側から覗き込むよ
うにして差込部３０２周りの配線の状態を確認することができる。よって、配線作業中に
おける差込部３０２の視認性について良好なものとすることができる。
【０１８３】
　また、差込操作部３７２は、手の重みを利用して下側に押下操作するだけで簡易に動作
させることができる。差込操作部３７２の移動方向は、遊技機本体１２の開放する前後方
向に交差する方向であって、遊技機本体１２の回動中心軸の方向に一致する上下方向に沿
った方向側に設定されているので、作業中に遊技機本体１２が前後に揺動されることも少
ないし、遊技機本体１２がストッパとなる部位に当接する全開状態にしなくても、作業し
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易い途中の開放状態にして配線作業を行うこともできる。
【０１８４】
　外部機器の配線を差込部３０２に位置合わせする際には、配線支持部４１６に外部機器
の配線を載置した状態にしてから、配線の左右方向の位置を調整して配線の接続作業を行
うことができる。これにより、差込部３０２への配線を差し込む際の位置合わせ作業を容
易に行うことができる。そして、配線接続完了後には、配線支持部４１６の上面が差込操
作部３７２より上方側に位置するので、外部機器の配線が接続された後には、配線が差込
操作部３７２より上方側を経由して開閉体の後側に引き回される。よって、配線の重みが
差込操作部３７２に直接的に負荷されることが防止され、遊技機本体１２の開閉操作等に
おいて不必要に配線が外れてしまう事態を回避することができ、また、差込部３０２の出
口付近において小さな曲率半径で配線が引き回される状況を回避して断線を防止すること
ができる。
【０１８５】
　配線の接続完了後には、カバー操作部４２６を押し下げてケースカバー３０１を閉鎖す
る。このケースカバー３０１の閉鎖により、図１５（ａ）に示すように、ケースカバー３
０１の上板部４０１（外部出力カバー部４０６）と配線支持部４１６との間に配線が挟ま
れた状態となり、差込部３０２から遊技機本体１２の後側に配線が屈曲した状態で引き出
される。その後、遊技機本体１２を外枠１１に対して閉鎖することで、遊技場へのパチン
コ機１０の設置作業が完了する。
【０１８６】
　このように、本実施形態におけるパチンコ機１０によれば、パチンコ機１０が遊技場へ
設置される際における外部端子板ユニット２０３に対しての外部機器の配線接続作業の作
業性を向上することができる。具体的には以下の効果を奏する。
【０１８７】
　遊技機本体１２を開放した状態においては外部端子板ユニット２０３の上側から後側に
連続する空間を作業スペースとすることができるので、外部端子板ユニット２０３を、斜
め上側における作業に適した視点位置から容易に確認可能とし、外部機器の配線の接続や
取り外し作業についても広い空間を利用して容易に行うことができる。
【０１８８】
　複数の差込部３０２は遊技機本体１２の後方斜め上側に開口するので、作業者は、遊技
機本体１２の背面側に位置した状態で、差込部３０２の開口位置を容易に確認しながら作
業を進めることができる。
【０１８９】
　複数の差込部３０２に対して差込操作部３７２が遊技機本体１２の後側に設けられ、差
込操作部３７２を操作する手は差込部３０２の手前側に位置することとなるので、その手
が視点と差込部３０２との間に介在して差込部３０２の視認性を阻害することが抑制され
る。よって、配線作業中における差込部３０２の視認性についても良好なものとすること
ができる。更に、差込操作部３７２が下側に移動操作可能に設けられるので、差込操作部
３７２に対する操作は手の重みを利用して簡易に行うことができる。
【０１９０】
　また、本実施形態におけるパチンコ機１０によれば、遊技装置として図柄表示装置９４
や制御装置１４２，１４３の設置スペースを前後方向に幅広く確保することができ、具体
的には以下の効果を奏する。
【０１９１】
　外部端子板ユニット２０３が裏パックユニット１５の上端部であって遊技機本体１２の
上面の一部を構成する位置に設けられるので、外部端子板ユニット２０３を高い位置に設
置し、その分、図柄表示装置９４等が配置される収容空間の前後幅を収容空間の上端部ま
で広く形成することができる。
【０１９２】
　複数の差込部３０２及び複数の差込操作部３７２の組合せが遊技機本体１２の左右方向
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に並んで設けられるので、裏パック２０１の上面と背面とが連続するコーナー部分に多数
の差込部３０２と差込操作部３７２との組合せを横並びにしてコンパクトに配置すること
ができる。よって、外部機器へ出力される情報の種類を増やしつつ、配線作業の作業性は
高く維持し、且つ、図柄表示装置９４等の設置スペースを広く確保することができる。
【０１９３】
　外部出力基板３３１は、遊技機本体１２の後方斜め上側を後面が向く配置とされている
ので、外部出力基板３３１の後面を遊技機本体１２の後方に真っ直ぐに向く配置とするよ
りも遊技機本体１２背面視における外部出力基板３３１の占有面積を縮小し、外部出力基
板３３１の下端を高い位置に設定することができる。このため、外部出力基板３３１の下
側に設けられる部品を高い位置に配置可能とし、図柄表示装置９４等が配置される収容空
間の前後幅を好適に広く形成することができる。
【０１９４】
　端子台３４３に対して接続される配線は、端子台３４３に対して遊技機本体１２の後方
斜め上側を経由して他の部位へと引き回される。この部分は、外部出力基板３３１の後端
より鉛直上方に向かう仮想線と外部出力基板３３１の上端より遊技機本体１２の後方に向
かう仮想線とで囲われる側面視三角形状の領域部分に相当し、その領域を配置スペースと
して複数の配線を束ねた状態または一纏めにして配線を配置することで、裏パック２０１
に対して後側及び上方側に大きく突出させることなく多数の配線を配置することができる
。よって、遊技機本体１２の後側上部における角部分を配線の配置スペースとして有効的
に利用することができ、前後及び上下における使用可能寸法が限られたパチンコ機１０に
おいて、遊技機本体１２の後側及び上側に突出させることなく多数の配線を容易に配置す
ることができる。
【０１９５】
　また、本実施形態におけるパチンコ機１０によれば、外部機器の配線が作業者の意図に
反して外れてしまう事態を抑制し、必要な場合に限定して配線の抜き差しを容易化するこ
とができ、具体的には以下の効果を奏する。
【０１９６】
　差込操作部３７２の操作により差込部３０２に差し込まれた外部機器の配線は、回動軸
部３９５の支持により閉鎖状態とされたケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６に
より曲げられた状態とされ、外部出力カバー部４０６と配線支持部４１６との間に設けら
れる隙間空間を経由して差込部３０２に接続される。このため、外部機器の配線に対して
配線が抜き出される方向側への引張力が発生した場合に、その引張力の一部が外部出力カ
バー部４０６又は配線支持部４１６により支持される状況が生じ易く、この場合には差込
部３０２に負荷される引張力を軽減することができる。よって、外部機器の配線が遊技機
に接続された状況において配線に不用意に負荷が加えられても配線が差込部から外れてし
まう事態を抑制することができる。
【０１９７】
　ケースカバー３０１の開放状態においては差込部３０２の開口する方向側に外部出力カ
バー部４０６が位置しないので、差込部３０２を作業者が視認し易く、またケースカバー
３０１の閉鎖状態に比べて配線を差込部３０２の開口に向けて差し込む際に外部出力カバ
ー部４０６が邪魔になり難いので、配線を容易に差込部に差し込むことができる。よって
、必要な場合に限定して外部機器の配線の抜き差しを容易化することができ、配線接続の
作業性を良好なものとすることができる。
【０１９８】
　外部機器の配線は全ての遊技場において一致したものが使用されるものでなく、複数種
類の配線が使用され、配線の太さについても異なる場合が想定される。この場合において
、閉鎖状態としたケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６と配線支持部４１６とに
より配線の配置空間として曲がった隙間空間が形成されるので、配線の太さに多少のバラ
ツキがあっても配線が曲げられた状態となることで配線支持部４１６と外部出力カバー部
４０６との双方に当接して配線が挟まれた状態となり易い。よって、外部機器の配線とい



(35) JP 6156467 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

う太さにバラツキが想定される配線に対して効果的な配線外れ防止構造とすることができ
る。
【０１９９】
　次に、配線の取り外し作業について説明する。配線の取り外し作業は、配線接続作業と
同様の作業となる。すなわち、外枠１１に対して遊技機本体１２を開放し、ケースカバー
３０１（外部出力カバー部４０６）を開放する（図１１（ｂ）参照）。その後、差込操作
部３７２を押下操作し、差込部３０２から配線を抜き出す。この場合において、外部出力
カバー部４０６を開放状態とすることにより外部出力カバー部４０６は、閉鎖状態より差
込部３０２から離間する方向側へ回動し、配線の配置空間として差込部３０２の開口する
方向側が開放された状態となる。この状態においては、外部機器の配線に対して配線が抜
き出される方向側への引張力が直接的に差込部に伝達されるので、配線を取り外す操作は
容易に行うことができる。ただし、ケースカバー３０１は、必ずしも開放する必要はなく
、ケースカバー３０１が閉鎖状態であっても（図１１（ａ）参照）、差込操作部３７２は
、遊技機本体１２の後側に露出されているので、差込操作部３７２に対して押下操作し、
配線を引っ張り出しても良い。なお、配線の太さや曲げ剛性によっては、ケースカバー３
０１の上板部４０１と配線支持部４１６との間に挟まれることで配線の引き出しが困難な
場合があり、その場合においてはケースカバー３０１を開放してから配線を引き出すこと
が好ましい。
【０２００】
　次に、遊技球が外部端子板ユニット２０３の上側に乗り上げた状況に対応した構成につ
いて説明する。外部端子板ユニット２０３は、遊技機本体１２の背面最上部に設けられ、
その外部端子板ユニット２０３の側方には、遊技球を貯留可能に上方に開口したタンク２
２１が設けられている（図９参照）。タンク２２１には、島設備から遊技球が供給される
ので、タンク２２１に向けて供給された遊技球同士が衝突したり、遊技機本体１２の開閉
操作によって貯留された遊技球が揺らされたりして、外部端子板ユニット２０３の上側に
乗り上げる状況が起こり得る。この遊技球が、外部端子板ユニット２０３に対しての配線
接続や配線の取り外し作業中において邪魔になる場合が想定される。
【０２０１】
　これに対し、外部端子板ユニット２０３の最上面は、図１１（ａ）に示すように、ケー
スカバー３０１の上板部４０１によって上向きの平面状に形成されている。このため、外
部端子板ユニット２０３の最上面に乗り上げた遊技球は、前側又は後側に転動し易く、手
で軽く押すだけで容易に除去することができる。また、ケースカバー３０１を開放状態と
することにより、図１５（ｂ）に示すように、ケースカバー３０１の上板部４０１は、前
側に下り傾斜した状態とされるので、カバー操作部４２６を操作して遊技球を除去するこ
ともできる。この場合において、ケースカバー３０１の上板部４０１に対して前側には、
裏パック２０１の前側上面部３１２が連続し、この前側上面部３１２に対して側方にタン
ク２２１が上方に開口して設けられる（図４参照）。このため、作業者は、ケースカバー
３０１の上板部４０１より前側に遊技球を移動し、タンク２２１側へ遊技球を押していく
ことでタンク２２１内に遊技球を押し戻すことができる。
【０２０２】
　ケースカバー３０１の上板部４０１より後側に遊技球が乗り上げた場合、ケースカバー
３０１により上側が覆われた差込操作部３７２の後端より後側か、又は、コネクタカバー
部４０９における背面壁４２２の上に遊技球が位置することとなる。すなわち、蓋板部４
３５、リレー後側カバー部４３３、コネクタカバー部４０９の背面壁４２２のいずれかの
上面に遊技球が乗り上げることとなる。この状況においては、遊技球が後側に案内されて
下方へ流下するか、又は、上記したように、作業者によって遊技球がレール開口部２２２
ａ内へと押し込まれる。
【０２０３】
　ここで、本実施形態におけるパチンコ機１０に対して一部の構成を変更した変形例とし
て、外部端子板ユニット２０３に対して遊技機本体１２の後側に、遊技球をレール開口部



(36) JP 6156467 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

２２２ａへ案内する案内手段を設けても良い。この案内手段の構成について、図１９を参
照して説明する。図１９は、外部端子板ユニット２０３の周りに案内手段が設けられた変
形例を示す説明図である。なお、変形例の説明については、本実施形態におけるパチンコ
機１０と異なる部分についてのみ説明し、同一の部分については同一の符号を付して説明
を省略する。
【０２０４】
　外部端子板ユニット２０３の周りには、案内手段として、遊技球をレール開口部２２２
ａ側へ案内する後側案内板５０１、案内突部５０２及び側方案内板５０３が設けられてい
る。後側案内板５０１は、リレー後側カバー部４３３における後側の端縁４３３ａより下
側において遊技機本体１２の後側に連続する板状の合成樹脂製部材であり、裏パック２０
１の後側上面部３１３の上にネジ等により固定されている。後側案内板５０１の上面は、
レール開口部２２２ａ側に相当する背面視左側へ下降傾斜し、その上面には、左右方向に
沿ってレール開口部２２２ａ側へ連続するようにして上側に線状に突出した突条部５０１
ａが複数並んで設けられる。
【０２０５】
　案内突部５０２は、蓋板部４３５の後側であって裏パック２０１の後側上面部３１３の
上面に突出して複数並んで設けられる。案内突部５０２の上面は、蓋板部４３５の後側か
らレール開口部２２２ａの前側の端縁２２２ｂに連続する下り傾斜面を形成し、案内突部
５０２の上に位置した遊技球はレール開口部２２２ａへと案内される。
【０２０６】
　側方案内板５０３は、外部端子板ユニット２０３の上面より僅かに下側に位置する上面
を有する板状の合成樹脂製部材であり、その上面には、外部端子板ユニット２０３に対し
て背面視左側より後方側に連続し、外部端子板ユニット２０３の後側に位置するように背
面視右側に曲がり、後端側部分がレール開口部２２２ａの上側まで連続する突条部５０３
ａが複数並んで設けられている。突条部５０３ａは、レール開口部２２２ａに近い側ほど
上面が低く形成され、側方案内板５０３の上に位置した遊技球はレール開口部２２２ａへ
と案内される。側方案内板５０３の前側部分は、裏パック２０１の前側上面部３１２の後
側に近接する位置まで連続し、ケースカバー３０１の上に乗り上げた遊技球は、裏パック
２０１の前側上面部３１２を経由して容易に側方案内板５０３側に押し込み易くされてい
る。
【０２０７】
　これら後側案内板５０１、案内突部５０２及び側方案内板５０３の少なくとも一つを設
けることにより、外部端子板ユニット２０３に乗り上げた遊技球が、図１９に付した矢印
方向に沿ってレール開口部２２２ａへ案内され易く、遊技球が遊技場内や遊技機本体１２
の背面側に散乱し難くすることができる。なお、必ずしも上方側に突出した形状により遊
技球を案内する必要はなく、レール開口部２２２ａ側に遊技球を案内可能であれば、溝状
に案内手段を構成する等、他の形状により構成しても良い。
【０２０８】
　次に、配線接続作業中において、外部端子板ユニット２０３の端子台３４３の上に遊技
球が乗り上げた場合に対して遊技球を除去可能とする構成について、図２０を参照して説
明する。図２０は、外部端子板ユニット２０３の端子台３４３の上に遊技球が滞留した状
態を模式的に示した図である。
【０２０９】
　端子台３４３において差込部３０２が設けられる天面部３６１は、後方斜め上側を向き
、その後側には配線支持部４１６が設けられているので、天面部３６１と配線支持部４１
６とに下側が支えられて、それらの上に遊技球が滞留する場合が想定される。この滞留状
態に対して本実施形態における外部端子板ユニット２０３は、ケースカバー３０１を閉鎖
することにより遊技球が後側に押し出される構成とされ、具体的には、天面部３６１に対
する配線支持部４１６の高さ位置及びケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６の内
面の移動方向が設定されている。
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【０２１０】
　天面部３６１に対して配線支持部４１６は、天面部３６１の向く方向側に沿って遊技球
の半径より低く、遊技球がケースカバー３０１の閉鎖操作によって押し出される高さ位置
となるように設定されている。ケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６は、その内
面が天面部３６１と配線支持部４１６との上側に支持された遊技球に当接可能であって開
放状態から閉鎖状態への切り替え動作により遊技球を遊技機本体１２の後側に押し出す面
となるように、ケースカバー３０１の回動中心軸Ｊ２の位置が設定されている。
【０２１１】
　詳細には、ケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６の内面が側面視において天面
部３６１と配線支持部４１６との上側に支持された遊技球に当接する接点Ｐ１と、遊技球
の中心とを通る仮想直線Ｌ１に対し、配線支持部４１６の上端が下側に位置するようにケ
ースカバー３０１の回動中心軸Ｊ２の位置と配線支持部４１６の高さ位置とが設定されて
いる。これにより、天面部３６１と配線支持部４１６との上側に滞留した遊技球に対して
遊技球の中央側へ向かう方向側への力が作用し、その力の合力によって遊技球がケースカ
バー３０１の閉鎖動作によって遊技機本体１２の後方斜め上側に押し出されることとなっ
て配線支持部４１６を乗り越えて後側に移動し、リレー後側カバー部４３３の上面等を経
由して下方へ流下する。よって、配線接続作業中における遊技球の除去を容易に行うこと
ができる。
【０２１２】
　次に、上記した手順とは別の手順によって外部端子板ユニット２０３へ外部機器の配線
を接続する作業について、図２１を参照して説明する。図２１は、外部端子板ユニット２
０３の取り外し手順を示す説明図である。上記した手順では、外部端子板ユニット２０３
を遊技機本体１２に取り付けた状態にしたままで、配線接続作業を行う説明をしたが、外
部端子板ユニット２０３を遊技機本体１２から取り外して外部機器の配線を接続し、外部
機器の配線が接続された外部端子板ユニット２０３を遊技機本体１２へ取り付けることに
より外部機器の配線接続作業を行っても良い。
【０２１３】
　外部端子板ユニット２０３を遊技機本体１２から取り外すのは、パチンコ機１０が遊技
場に設置される前の単体の状態でも良いし、パチンコ機１０を遊技場に設置した後に、遊
技機本体１２を外枠１１に対して開放して行っても良い。
【０２１４】
　遊技機本体１２の背面右上側においては、図２１（ａ）に示すように、外部端子板ユニ
ット２０３からは背面右側の側面に開口する本体側配線通過口３０５から複数の配線が導
出され、その配線が裏パック２０１の収容空間内へと連続している。裏パック２０１に外
部端子板ユニット２０３を固定しているユニット固定手段としての係合爪部３０４は、本
体側配線通過口３０５に対して遊技機本体１２の前方斜め下側に位置している。このため
、係合爪部３０４を操作することによる外部端子板ユニット２０３の取り外し操作が配線
によって阻害されている。
【０２１５】
　作業者は、まず、ケースカバー３０１を開放状態にする。そして、外部端子板ユニット
２０３のコネクタ３４２に接続される遊技機本体１２側のコネクタ４５１と、外部端子板
ユニット２０３のコネクタ３４２との接続を解除し、外部端子板ユニット２０３のコネク
タ３４２に接続されていた配線４５２を本体側配線通過口３０５から離れた位置に移動す
る（図２１（ｂ）の状態）。これにより、係合爪部３０４が遊技機本体１２の背面側から
操作し易くなり、作業者は、係合爪部３０４の一部を外側から係合状態を解除する方向（
図２１（ｂ）の矢印方向）へ押し込み操作することで係合爪部３０４と裏パック２０１の
被取付部３２３との係合状態が解除され、外部端子板ユニット２０３が裏パック２０１か
ら取り外される。
【０２１６】
　裏パック２０１から取り外した外部端子板ユニット２０３の単体に対して、作業者は、
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差込操作部３７２を操作しつつ差込部３０２に外部機器の配線を接続する操作を繰り返し
行い、外部機器の配線接続を実行する。なお、必ずしも外部端子板ユニット２０３の単体
に対して配線接続作業を実行する必要はなく、外部端子板ユニット２０３を固定するため
に、例えば、被取付部３２２，３２３と同一形状をした部位を遊技場の島設備に設けて、
島設備に外部端子板ユニット２０３を固定した状態で配線接続が実行可能としても良いし
、或いは、遊技機本体１２の背面側における裏パック２０１の下側部分に被取付部３２２
，３２３と同一形状をした部位を形成し、背の低い作業者が外部端子板ユニット２０３を
遊技機本体１２の背面側において低い位置に固定して配線接続作業を実行可能としても良
い。
【０２１７】
　配線接続作業が完了した後には、ケースカバー３０１を閉鎖状態とし、その後に遊技機
本体１２の端子板取付部３１１に外部端子板ユニット２０３を固定する。この場合におい
て、ケースカバー３０１を閉鎖状態とすることにより外部機器の配線が外れにくくなるの
で、配線接続が完了した外部端子板ユニット２０３の移動途中における配線の外れを防止
することができる。そして、外部端子板ユニット２０３のユニット固定手段は、係合突部
３０３と係合爪部３０４とによって構成され、ケースカバー３０１は閉鎖状態としたまま
で外部端子板ユニット２０３を端子板取付部３１１に取り付けることができ、外部端子板
ユニット２０３の端子板取付部３１１への取り付け操作時における配線の外れも防止する
ことができる。よって、外部端子板ユニット２０３を一旦取り外して配線接続を行った方
が作業し易い作業者にも対応した外部端子板ユニット２０３とすることができ、配線接続
の作業性を向上することができる。
【０２１８】
　また、コネクタカバー部４０９は配線が当接する外部出力カバー部４０６より回動中心
軸Ｊ２から離間する方向側に連続している（図１４参照）。このため、コネクタカバー部
４０９に設けられるカバー操作部４２６を操作部として外部出力カバー部４０６を開閉操
作することにより少ない力で大きな回動力を出力することができる。よって、複数の差込
部３０２に多数の配線が接続された状態においても比較的容易に、外部出力カバー部４０
６は閉鎖状態とすることができる。
【０２１９】
　このように、基板ベース３３２に設けられる係合爪部３０４によって、端子板取付部３
１１に対して外部端子板ユニット２０３が取り付けられており、遊技機本体１２の背面側
から手操作により取付状態に対して係合爪部３０４による固定状態を解除して外部端子板
ユニット２０３を移動することができる。このため、作業者は、外部端子板ユニット２０
３を取付状態に対して移動させてから配線接続を行い、配線接続後に、取付状態に外部端
子板ユニット２０３を復帰させることができる。このため、差込部３０２と差込操作部３
７２との配置において配線接続がし難いと感じる作業者は、外部端子板ユニット２０３を
移動して配線作業を行うことができる。
【０２２０】
　また、外部端子板ユニット２０３はケースカバー３０１を閉鎖状態にしたままで端子板
取付部３１１に取付可能とされているので、外部端子板ユニット２０３を端子板取付部３
１１から移動させた状態にして外部端子板ユニット２０３に配線を接続し、その後にケー
スカバー３０１を閉鎖状態にしてから、その閉鎖状態を維持したままで外部端子板ユニッ
ト２０３を取付状態に固定することができる。外部出力カバー部４０６はケースカバー３
０１を閉鎖状態とすることによって配線の外れを防止することができるので、外部端子板
ユニット２０３の取り付け操作時において一旦接続した配線が不用意に外れることを防止
することができる。よって、外部端子板ユニット２０３を取り外して配線を接続する場合
の作業性を向上することができる。
【０２２１】
　また、ケースカバー３０１（外部出力カバー部４０６）を閉鎖状態とした場合には、係
合爪部３０４の外側面に対する解除操作が配線４５２によって阻害され、ケースカバー３
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０１を開放状態とすることにより配線を除去して阻害状態が解除可能とされている。この
ため、外部端子板ユニット２０３を取付状態に固定した状態の解除に際しては、ケースカ
バー３０１を閉鎖状態としたままに比べて開放状態とすることにより固定状態の解除を容
易に実施することができる。一方、外部出力カバー部４０６は、閉鎖状態にしたままで外
部端子板ユニット２０３を取付状態に固定可能である。よって、取付状態への外部端子板
ユニット２０３の復帰作業は容易にしつつも、取付状態に対して移動する際の固定状態の
解除には一定の困難性を付加し、不用意な外部端子板ユニット２０３の移動を抑制するこ
とができる。従って、作業者が誤って外部端子板ユニット２０３を変位させてしまうこと
を防止して作業効率の低下を抑制し、又、不正を目的として外部端子板ユニット２０３を
変位させようとする作業の手間を増大して防犯性を高めることができる。
【０２２２】
　また、係合爪部３０４が設けられる背面右側の側面は、遊技機本体１２の回動中心軸に
近い回動基端側に相当し、遊技機本体１２を開放させても容易には視認し得ない側面であ
る。このため、外部端子板ユニット２０３の固定状態の解除は一層困難な設定とされ、作
業者による誤った外部端子板ユニット２０３の移動を防止し、不正を目的とした外部端子
板ユニット２０３の変位を困難にして防犯性を高めることができる。
【０２２３】
　なお、外部端子板ユニット２０３を端子板取付部３１１から取り外した後には、遊技機
本体１２側のコネクタ４５１と、外部端子板ユニット２０３のコネクタ３４２とを接続し
直す必要がある。この接続操作は、外部端子板ユニット２０３を端子板取付部３１１から
取り外した直後に行っても良いし、外部機器の配線接続後であって外部端子板ユニット２
０３を取付状態とした後に、ケースカバー３０１を一旦開放状態にして行っても良い。ま
た、外部端子板ユニット２０３を端子板取付部３１１から取り外す際に、外部端子板ユニ
ット２０３のコネクタ３４２から遊技機本体１２側のコネクタ４５１を取り外すことなく
、ケースカバー３０１を開放状態とした後に配線４５２だけを移動させて外部端子板ユニ
ット２０３を取り外しても良い。また、遊技機本体１２側の配線４５２に対してコネクタ
４５１とは逆側となる位置に設けられる別のコネクタを遊技機本体１２から取り外して配
線４５２を係合爪部３０４の外側から移動し、端子板取付部３１１から外部端子板ユニッ
ト２０３を取り外しても良い。
【０２２４】
　また、外部端子板ユニット２０３に接続される配線４５２によって外部端子板ユニット
２０３の固定状態の解除操作が阻害される構成とする必要はなく、ケースカバー３０１の
一部分によって解除操作が阻害される構成としても良い。例えば、ケースカバー３０１の
閉鎖状態において係止爪部３０４の外側面に対応する解除操作部を覆う構成としても良く
、側面壁４２３を延長して係止爪部３０４の外側部分を覆う部位を設けても良い。この場
合であっても、ケースカバー３０１を閉鎖状態とすることにより、係止爪部３０４の操作
が困難な阻害状態とし、ケースカバー３０１を開放状態とすることによって阻害状態を解
除し、係止爪部３０４の操作が行い易い解除状態とすることができる。
【０２２５】
　次に、外部端子板ユニット２０３に設けられる間接表示手段について、図２２及び図２
３を参照して説明する。図２２（ａ）は、外部端子板ユニット２０３を側面側から見た断
面図であり、図２２（ｂ）は、図２２（ａ）の操作レバー３５３の一部分周辺を拡大視し
て示した図であり、図２２（ｃ）は、図２２（ｂ）に対して操作レバー３５３の接続状態
を示した図である。図２３は、外部端子板ユニット２０３を外部出力基板３３１の表面側
から見た図である。なお、図２２（ａ）及び図２３には、作業者の指先を併せて図示する
と共に、差込部３０２に接続される配線を図示している。
【０２２６】
　間接表示手段は、外部端子板ユニット２０３において作業者による配線接続の作業性を
向上するために直接視認し得ない部分を間接的に表示する手段である。間接表示手段は、
透光性材料により形成され、光の屈折を利用して間接的に表示する部材により構成しても
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良く、鏡面状に構成した反射面を利用して間接的に表示する部材により構成しても良い。
【０２２７】
　ここで、配線接続作業において操作される差込操作部３７２は、限られた大きさの外部
端子板ユニット２０３において多数の配線を接続可能とするために幅狭で長さも短く形成
されている。このため、端子台３４３に対して作業者が位置する遊技機本体１２の後側に
差込操作部３７２が突出する形状とした本実施形態における外部端子板ユニット２０３に
おいては、配線作業を行う指に差込操作部３７２が隠れてしまって、出力される情報に対
応して着色された差込操作部３７２の色の確認が困難となる場合が想定される。図２２（
ａ）及び図２３に示すように、操作レバー３５３の差込操作部３７２に対して後方斜め上
側に指が位置すると、配線作業中の操作レバー３５３が指に隠れてしまうのである。かか
る場合には、接続する配線を誤って接続をやり直す状況が生じたり、色確認のために指先
を操作レバー３５３から一旦離して再度操作を行う可能性が生じ得る。
【０２２８】
　これに対して、本実施形態における外部端子板ユニット２０３には、間接表示手段とし
て配線支持部４１６が設けられている。配線支持部４１６は透光性材料（例えば、ポリカ
ーボネート）により形成されて操作レバー３５３の上側に位置し、操作レバー３５３より
高い位置において操作レバー３５３の一部分が配線支持部４１６に写されて後側より間接
的に視認可能とされている。
【０２２９】
　図２２（ｂ）に示すように、後方斜め上側からの視線方向（図２２（ｂ）の矢印方向）
に対して、配線支持部４１６における光の屈折により視認可能な方向が折れ曲がり、配線
支持部４１６の上面に操作レバー３５３の一部が間接表示４１６ｃとして写された状態と
なる（図２３参照）。このため、操作レバー３５３の色を指先の上側にて確認し、接続す
る対象となる配線と対比しながら作業を行うことができる。よって、配線の接続先を誤っ
たり、操作レバー３５３の再確認を行ったりする状況が低減し、簡易に配線接続作業を行
うことができる。
【０２３０】
　また、配線支持部４１６は、差込部３０２に接続された配線の真下に位置して配線を支
持する部位であるので、接続する対象となる配線と間接表示４１６ｃとして表示される操
作レバー３５３の色とを上下に並べて確認しながら配線接続作業を行うことができる。よ
って、配線の接続ミスを一層低減することができ、また、間接表示手段を専用の部材によ
り構成する場合に比べて低コストで作業性を向上することができる。
【０２３１】
　配線支持部４１６の上面は、図２２（ａ）に示すように、後方斜め上側を向く面と、上
方を向く面と、前方斜め上側を向く面とを組み合わせて構成され、また、前後方向におけ
る中央部分が下側に凹んだ形状をなして上方に突出する２つの突部４１６ａ，４１６ｂが
前後に並んだ断面形状とされている。２つの突部４１６ａ，４１６ｂは、前側の突部４１
６ａが低い位置に設けられ、後側の突部４１６ｂが高い位置に設けられている。また、２
つの突部４１６ａ，４１６ｂは、前側が側面視円弧状とされ、前側とは異なり、後側が３
つの平面を組み合わせて側面視で折れ曲がった外形形状とされている。配線支持部４１６
における下側部分の形状は、上方における突部の数とは異なり前後方向における略中央１
カ所において下側に突出する形状とされている。配線支持部４１６の上面として、複数の
方向側を向く面により構成し、また、高さ位置を異ならせた複数の突部を前後に位置を違
えて断面形状も異ならせて形成し、さらには、上下の突部の数を異ならせることにより、
遊技機本体１２の背面側から配線支持部４１６を作業者が視認した場合において、作業者
毎に異なる高さ位置から異なる角度で配線支持部４１６を視認したとしても、配線支持部
４１６における光の屈折及び反射により操作レバー３５３の色が遊技機本体１２の後側か
ら確認可能とされている。
【０２３２】
　なお、配線支持部４１６の上面および下面形状は、上記実施形態における位置、数及び
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形状に限らず、上下の突部の数を異ならせても良いし、２つの突部４１６ａ，４１６ｂの
形状を前後で入れ替えても良いし、２つの突部４１６ａ，４１６ｂの断面形状を同一形状
としても良いし、２つの突部４１６ａ，４１６ｂの高さ位置を同一にし、又は後側の突部
４１６ｂを低く配置しても良い。
【０２３３】
　また、ケースカバー３０１を間接表示手段として構成しても良く、例えば、ケースカバ
ー３０１に反射機能を付加しても良い。例えば、図２２（ａ）に示すように、ケースカバ
ー３０１の外部出力カバー部４０６に光を反射可能とする反射部５１１をアルミ蒸着やメ
ッキ処理により形成する。この反射部５１１は、透光性を有するハーフミラーにより鏡面
状に構成しても良いし、透光性を有しない鏡面により構成しても良い。また、反射部５１
１は、差込部３０２が形成されるケースカバー３０１の左右方向の全域に渡って形成する
ことが好ましい。反射部５１１の形状及び大きさは、ケースカバー３０１の形状を異なら
せて他の形状にしても良いし、必ずしもケースカバー３０１のみに設ける必要はなく、基
板ベース３３２の一部分として反射部を設けても良い。
【０２３４】
　ケースカバー３０１を開放状態とすると、差込部３０２に対して上側において反射部５
１１が後方斜め下側を向くように位置し、遊技機本体１２の後方斜め上側からの視線方向
（図２２（ａ）における反射部５１１に向かう矢印方向）に対して、反射部５１１に差込
部３０２が間接表示５１１ａとして写された状態となる。この場合において、差込部３０
２を挟んで一方側に相当する前方斜め上側（図２２（ａ）の左上側）に反射部５１１が位
置し、他方側に相当する後方斜め下側（図２２（ａ）の右下側）に操作レバー３５３の一
部が位置し、反射部５１１によって操作レバー３５３の色を確認することもできる。また
、反射部５１１には、接続する対象となる配線の先端部分も写されることとなり、配線の
先端部分を差込部３０２に近づけることによって差込部３０２の間接表示５１１ａの周辺
部分に、例えば間接表示５１１ｂ（図２３参照）として写された状態となる。
【０２３５】
　ここで、本実施形態における外部端子板ユニット２０３は、差込部３０２が作業者に対
して奥側に位置するため、配線の先端を差込部３０２の開口に位置合わせし難い状況が起
こり得る。特に、外部機器の配線は、遊技機の入れ替えにおいて同一の配線を繰り返して
使用するために、先端部分が折れ曲がり易く、位置合わせが困難な状況が生じ易い。
【０２３６】
　これに対し、ケースカバー３０１の反射部５１１に差込部３０２及びその周辺部分が反
射して写る構成とすることにより、図２３に示すように、配線と差込部３０２との相対位
置を、後方側から直接視認するだけでなく、ケースカバー３０１の外部出力カバー部４０
６によって上方側、詳細には前方斜め上側から間接的に視認することができる。このため
、遊技機本体１２の前側から視認した場合における差込部３０２への配線の入り込み状況
を複数の方向側から確認しつつ作業することができる。
【０２３７】
　加えて、差込部３０２に対して奥側であって端子台３４３の奥側に不正部品が設置され
ていないかの確認についても、反射部５１１が設けられることによって死角を少なくして
実施できる。複数種類の色に着色された差込操作部３７２の色についても、差込部３０２
を通じて、また透光性を有する配線支持部４１６を反射部５１１が反射することによって
、確認することができる。
【０２３８】
　更に、ケースカバー３０１が前後に回動動作可能に構成されているので、ケースカバー
３０１の角度を調整することで、視点位置を固定したままでも別の角度から差込部３０２
の周辺部分を別方向から確認することができる。よって、外部端子板ユニット２０３に対
しての外部機器の配線接続作業を一層簡易にして作業性を向上し、また、端子台３４３の
奥側部分や差込操作部３７２の色についても確認し易いものとすることができる。
【０２３９】
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　このように、差込操作部３７２より上側には間接表示手段として配線支持部４１６及び
反射部５１１が設けられ、差込操作部３７２及び差込部３０２の一部が配線支持部４１６
及び反射部５１１により遊技機本体１２の背面側より間接的に視認可能とされている。こ
のため、作業者は、配線支持部４１６及び反射部５１１を通じて差込操作部３７２または
差込部３０２を別の方向側から確認した状態で配線作業を行うことができる。よって、外
部機器の配線接続作業の作業性を向上したり、外部端子板ユニット２０３における周辺部
分に対する不正部品を発見し易くして防犯性を高めることができる。
【０２４０】
　なお、図２２（ｃ）に示すように、操作レバー３５３の一部分に他の部分とは別の色で
あって複数の操作レバー３５３において共通する色を付した共通色部３５３ａ，３５３ｂ
を設けても良い。例えば、外部端子板ユニット２０３に複数並んで配置される異なる色が
付された操作レバー３５３に対して、共通色部３５３ａ，３５３ｂは、印刷又は塗装によ
り黒色に着色される。
【０２４１】
　操作レバー３５３には、差込部３０２を通じて作業者から視認される位置であって、差
込部３０２内に臨む表面部分に設けられる差込部内着色部３５３ａと、配線支持部４１６
を通じて作業者に間接的に視認される配線支持部４１６に臨む表面部分に設けられる配線
支持部側着色部３５３ｂとが設けられている。差込部内着色部３５３ａに付された色は、
作業者から反射部５１１と差込部３０２とを通じて間接的に視認される。
【０２４２】
　共通色部３５３ａ，３５３ｂが設けられる範囲は、操作レバー３５３の差込操作部３７
２が操作されていない接続状態（非操作状態）において差込部３０２及び配線支持部４１
６によって視認可能な一定の範囲に限定して設けられている。操作レバー３５３の差込操
作部３７２が操作状態とされた場合には、差込部３０２及び配線支持部４１６に対して共
通色部３５３ａ，３５３ｂが相対的に移動し、差込部３０２及び配線支持部４１６に臨む
範囲が少なくなり、共通色部３５３ａ，３５３ｂが付されていない部位に相当する操作レ
バー３５３の樹脂色（すなわち、操作レバー３５３毎に付された専用色）が差込部３０２
及び配線支持部４１６を通じて視認可能とされている。
【０２４３】
　配線接続作業の対象となる操作レバー３５３を操作状態とした場合には、図２３に示す
ように、配線支持部４１６のうち操作状態とした操作レバー３５３の上側部分に操作レバ
ー３５３毎に付された専用色が間接表示４１６ｃとして表示される。一方、配線支持部４
１６のうち非操作状態の操作レバー３５３の上側部分には、配線支持部側共通色部３５３
ｂに付された黒色が間接表示４１６ｃとして多数並んで表示される。
【０２４４】
　また、配線接続作業の対象となる操作レバー３５３を操作状態とした場合、反射部５１
１には、操作状態とした操作レバー３５３の位置に対応した差込部３０２の上側に操作レ
バー３５３毎に付された専用色が間接表示５１１ａとして表示される。一方、反射部５１
１のうち非操作状態の操作レバー３５３に対応した差込部３０２の上側部分には、差込部
内共通色部３５３ａに付された黒色が間接表示５１１ａとして表示される。
【０２４５】
　すなわち、操作レバー３５３を操作状態とすることにより、操作レバー３５３に付され
た専用色が間接表示４１６ｃ，５１１ａとして作業者から確認可能に表示される。よって
、作業者は、複数の中から適切な操作レバー３５３を操作状態としていることを容易に確
認しながら配線接続作業を行うことができる。
【０２４６】
　また、共通色部３５３ａ，３５３ｂに付される色は、端子台３４３の本体部３５２と同
一の黒色に設定されているので、配線支持部４１６及び反射部５１１の間接表示４１６ｃ
，５１１ａとして、操作状態としていない部分の色として黒色部分の範囲が広くなる。よ
って、操作状態とした操作レバー３５３の専用色が目立ち易く、作業者が確認し易いもの
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とすることができる。なお、共通色部３５３ａ，３５３ｂに付される色は、必ずしも黒色
とする必要はないが、端子台３４３の本体部３５２と同一の色に設定することが好ましい
。また、必ずしも、差込部内着色部３５３ａと配線支持部側着色部３５３ｂとの両方を設
定する必要なく、いずれか一方であっても良い。
【０２４７】
　また、差込操作部３７２が操作状態とされている場合には、非操作状態とされている場
合に比べて、遊技機本体１２の背面側における斜め上方向視において操作レバー３５３の
専用色（樹脂色）と共通色部３５３ａ，３５３ｂとのうち操作レバー３５３の専用色が間
接表示として表示される比率が高く設定されていれば良く、共通色部３５３ａ，３５３ｂ
が操作状態においては配線支持部４１６及び反射部５１１の間接表示４１６ｃ，５１１ａ
として全く表示されない構成としても良いし、共通色部３５３ａ，３５３ｂの表示される
比率が減少するものの間接表示４１６ｃ，５１１ａとして一部が表示される構成としても
良い。操作レバー３５３の専用色（樹脂色）の部分については、操作状態においてのみ配
線支持部４１６及び反射部５１１の間接表示４１６ｃ，５１１ａとして表示されることが
好ましいものの、操作レバー３５３の専用色（樹脂色）が非操作状態においても遊技機本
体１２の背面側から間接表示４１６ｃ，５１１ａとして視認可能とされる場合でも、操作
レバー３５３の専用色が操作状態とすることによって間接表示として表示される比率が高
くなる構成であれば良い。
【０２４８】
　なお、本発明は、上記実施形態に限られることはなく、例えば、以下に記載するように
変形して実施しても良い。この場合に、以下に記載する各構成を上記実施形態に対して適
用しても良く、以下に記載する複数の構成を組み合わせて上記実施形態に対して適用して
も良い。
【０２４９】
　上記実施形態における外部端子板ユニット２０３を遊技機本体１２の背面側において他
の位置に配置しても良く、遊技機本体１２の背面上部であって遊技機本体１２の回動中心
軸から離間した側に配置しても良い。遊技機本体１２の背面上部に外部端子板ユニット２
０３が設けられることにより、外部機器の配線接続作業の作業性を向上しつつ、遊技盤２
３の背面側のスペースを前後方向に幅広く確保することができる。また、外部端子板ユニ
ット２０３を取付状態から移動して配線接続を行うことにより配線接続の作業性を向上す
る点に着目した場合、および、間接表示手段によって配線接続の作業性を向上する点に着
目した場合には、必ずしも外部端子板ユニット２０３が遊技機本体１２の背面上部に配置
されている必要はなく、遊技機本体１２の背面における上端から離間した位置や、遊技機
本体１２の下側等の他の位置に外部端子板ユニット２０３を配置しても良い。
【０２５０】
　上記実施形態における外部端子板ユニット２０３に代えて、外部端子板ユニット２０３
が遊技機本体１２の後側において変位動作可能に支持される構成としても良い。例えば、
外部端子板ユニット２０３が、裏パック２０１によって遊技機本体１２の背面側において
下側部分を中心として後方側へ起立するように揺動可能に支持される構成としても良く、
又は外部端子板ユニット２０３が、裏パック２０１によって遊技機本体１２の背面側にス
ライド移動可能に支持される構成としても良い。遊技機本体１２の後側において外部端子
板ユニット２０３が変位可能とされることにより、作業者によって作業し易い位置が異な
る場合に作業者に適した位置に外部端子板ユニット２０３を移動して配線接続作業を行う
ことができ、その後に元の位置に外部端子板ユニット２０３を移動することができる。元
の位置への移動の際には、ケースカバー３０１を閉鎖状態とすることにより、配線の外れ
を防止することができるので、外部端子板ユニット２０３の取り付け操作も容易に行うこ
とができる。
【０２５１】
　上記実施形態におけるケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６に外部機器の配線
の途中部分を間に挟み込み可能な溝部５２１を設けても良い。図２４は、変形例としてケ
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ースカバー３０１の外部出力カバー部４０６に溝部５２１が設けられた外部端子板ユニッ
ト２０３を示した図である。ケースカバー３０１の外部出力カバー部４０６における遊技
機本体１２の後側に相当する端部には、複数の差込部３０２のそれぞれに対して上方側に
位置して、下側に開口した断面コ字状の溝部５２１が設けられている。外部機器の配線接
続作業において、作業者は、ケースカバー３０１を開放状態としてから、溝部５２１に対
して外部機器の配線の途中部分を挿入し、溝部５２１により配線を支持させた状態とする
。その後、ケースカバー３０１を閉鎖状態とすると外部機器の配線の先端部分が差込部３
０２に近い位置に移動する。このように、配線を差込部３０２の近い位置に移動させた後
に配線と差込部３０２との位置合わせを行うことにより、位置合わせにおける移動量を少
なくすることができる。よって、配線接続作業中においてもケースカバー３０１を利用し
て配線の接続作業の作業性を向上することができる。
【０２５２】
　上記実施形態における裏パック２０１の構成に加えて、外部端子板ユニット２０３の係
合爪部３０４の側面部分に重なる板状部分を取付基部３２１より後方斜め上側に突出して
設け、裏パックユニット１５を開放し、裏パック２０１の内面側であって取付基部３２１
の前方斜め下側より係合爪部３０４を操作することにより外部端子板ユニット２０３を取
り外し可能としても良い。この場合においても、外部端子板ユニット２０３の取り付けは
、ケースカバー３０１を閉鎖状態としたままで遊技機本体１２の背面側から容易に実施で
きる一方、外部端子板ユニット２０３の取り外し操作が係合爪部３０４の側面部分に重な
る板状部分によって阻害されて固定状態の解除に手間が生じて困難となる。よって、外部
端子板ユニット２０３を誤って変位させることによる作業効率の低下を抑制し、又、不正
に外部端子板ユニット２０３を変位する作業の手間を増大して防犯性を高めることができ
る。
【０２５３】
　上記実施形態における外部端子板ユニット２０３のユニット固定手段の構成に代えて、
係合突部３０３を係合爪部によって形成し、複数の係合爪部によって外部端子板ユニット
２０３を固定する等、他の構成によりユニット固定手段を構成しても良いし、回動操作可
能な操作レバーを裏パック２０１側に設け、外部端子板ユニット２０３を取付状態にした
後に操作レバーを回動操作することで外部端子板ユニット２０３が固定する構成しても良
く、ネジ止めにより外部端子板ユニット２０３を取付状態に固定する構成としても良い。
この場合において、ケースカバー３０１を閉鎖状態としたままで外部端子板ユニット２０
３に固定可能な構成とすることが、外部端子板ユニット２０３を変位させて取付状態とす
る際に配線を外れ難くすることができるために好ましい。
【０２５４】
　上記実施形態において外部端子板ユニット２０３がパチンコ機１０単体の状態で取り外
し可能とした構成に代えて、外部端子板ユニット２０３を、外枠１１に対して遊技機本体
１２を一定量以上開放した場合に限って取り外し可能としても良い。また、外枠１１に対
して遊技機本体１２を一定量以上開放した場合に限ってケースカバー３０１を開放可能と
しても良い。図２５は、上記実施形態にして、外枠１１に制限部材５３０が設けられた変
形例を示した図である。外枠１１の上部内面には、図２５に示すように、前端部がネジ等
により固定され、外枠１１の後端面より外部端子板ユニット２０３のケースカバー３０１
の上側に重なるように後側に連続する金属板により形成される制限部材５３０が設けられ
ている。遊技機本体１２が閉鎖された状態および遊技機本体１２を僅かに開放した状態に
おいては、外部端子板ユニット２０３が制限部材５３０に当接するので上方側への取り外
しが不能とされ、また、ケースカバー３０１が開放操作時に制限部材５３０に当接し、上
方に移動不能なために外部出力カバー部４０６の開放が不能とされる。外部端子板ユニッ
ト２０３が外枠１１より前側に位置する一定量分、遊技機本体１２を開放することで、外
部端子板ユニット２０３を取り外したり、外部出力カバー部４０６を開放状態とすること
ができる。これにより、遊技機本体１２を僅かに開放して不正な工具等を挿入し、ケース
カバー３０１を開放状態にして外部出力カバー部４０６を開放して不正な部材を外部出力
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基板３３１に設置する等の不正行為を防止することができる。
【０２５５】
　本発明を上記実施形態とは異なるタイプのパチンコ機等に実施しても良い。例えば、一
度大当たりすると、それを含めて複数回（例えば２回、３回）大当たり状態が発生するま
で、大当たり期待値が高められるようなパチンコ機として実施しても良い。また、大当た
り図柄が表示された後に、所定の領域に球が入賞することを必要条件として特別遊技状態
となるパチンコ機として実施しても良い。また、大当たり等の抽選機能のないいわゆる普
通機として採用されても良い。球が所定の入賞口に入ることで特別遊技状態となるパチン
コ機として実施しても良い。また、球が循環する封入式のパチンコ機に実施しても良い。
さらに、パチンコ機以外にも、アレンジボール型パチンコ、雀球等の各種遊技機として実
施するようにしても良い。
【０２５６】
　また、弾球式でない遊技機、例えば、複数種の図柄が周方向に付された複数のリールを
備え、メダルの投入及びスタートレバーの操作によりリールの回転を開始し、ストップス
イッチが操作されるか所定時間が経過することでリールが停止した後に、表示窓から視認
できる有効ライン上に特定図柄又は特定図柄の組み合わせが成立していた場合にはメダル
の払い出し等といった特典を遊技者に付与するスロットマシンに本発明を適用しても良い
。スロットマシンにおいては、例えば、支持体として、前方側が開口した箱状の筐体と、
支持体に対して前方側に開閉可能な扉体とを備え、扉体の背面側における上側部分に上記
実施形態と同様に外部端子板ユニットを設けても良い。
【０２５７】
　外枠に開閉可能に支持された遊技機本体に貯留部及び取込装置を備え、貯留部に貯留さ
れている所定数の遊技球が取込装置により取り込まれた後にスタートレバーが操作される
ことによりリールの回転を開始する、パチンコ機とスロットマシンとが融合された遊技機
に本発明を適用しても良い。スロットマシン等のスタートレバーの操作により回転するリ
ールを有する遊技機における遊技領域としては、表示窓から視認可能な特定図柄の表示さ
れる領域が該当する。
【０２５８】
　＜上記実施形態から抽出される発明＞
　以下、上記した実施形態から抽出される発明群の特徴について、必要に応じて効果等を
示しつつ説明する。なお以下においては、理解の容易のため、上記各実施形態において対
応する構成を括弧書き等で適宜示すが、この括弧書き等で示した具体的構成に限定される
ものではない。また、各特徴に記載した用語の意味や例示等は、同一の文言にて記載した
他の特徴に記載した用語の意味や例示として適用しても良い。
【０２５９】
　パチンコ機等の遊技機には、その背面側に、ホールコンピュータ（管理装置）等の外部
機器に遊技機に関する情報に対応した信号を出力するための外部出力端子板が設けられて
いる。外部機器に出力される信号としては、大当たりの発生を示す信号、遊技機に設けら
れる扉体（外枠に対して開放される遊技機本体や、透明ガラスが設けられる前扉枠）の開
放を示す信号、エラー状態の発生を示す信号等がある。外部出力端子板には各信号別に個
別に情報を出力する接続用の端子が設けられ、各端子に対しては、遊技場の島設備におい
て各遊技機毎に準備された複数の配線が接続される。各信号は、管理装置に入力されて多
数の遊技機の情報が一括して管理されたり、又は島設備において各遊技機に対応して設置
された大当たり回数等を表示するデータカウンタ（遊技情報表示装置）の表示情報として
利用されたりする（例えば、特開２０１１ー０２４６８３号公報参照）。
【０２６０】
　＜特徴Ａ群＞
　従来の遊技機においては、外部機器に出力される信号の種類を多く設定しようとすると
、外部端子板ユニットも大きくなって遊技機背面側における部品の配置が困難になる場合
が生じ得るという問題点があった。また、パチンコ機の背面側に遊技装置として大型の表
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示装置等を設置しようとする場合等、他の装置との位置関係において外部端子板ユニット
の配置スペースの確保が困難になる場合が生じ得るという問題点があった。また、外部端
子板ユニットの配置位置や大きさによっては、外部機器の配線接続作業の作業性が低下し
てしまう可能性があるという問題点があった。
【０２６１】
　＜特徴Ａ１＞
　支持体（外枠１１）に対して前方側に開閉可能に支持される開閉体（遊技機本体１２）
と、該開閉体の背面側に設けられ、外部機器の配線を接続することにより遊技機に関する
情報を遊技機外部に出力可能とする外部出力手段（外部端子板ユニット２０３）とを備え
た遊技機（パチンコ機１０）において、
　前記開閉体は、該開閉体の背面側に設けられる遊技装置（図柄表示装置９４、制御装置
１４２，１４３）と、
　該遊技装置が配置される収容空間を形成する部材であって、該収容空間の背面側であっ
て上側部分を少なくとも覆う背面カバー手段（裏パック２０１）とを備え、
　前記外部出力手段は、前記背面カバー手段の上端部であって前記開閉体の上面の一部及
び背面の一部を構成する位置に設けられ、
　前記外部出力手段には、
　前記開閉体の後方斜め上側を向く後面を有する外部出力基板と、
　該外部出力基板の後面側に設けられ、前記開閉体の後方斜め上側に開口し、前記外部機
器の配線を差し込み可能な差込部と、
　該差込部に対して前記開閉体の後側に位置し、前記配線が前記差込部内に差し込まれて
前記外部出力手段と前記外部機器とが接続された接続状態と前記配線を抜き差し可能な操
作状態とを切り替えるための移動操作が行われる差込操作部とが設けられ、
　該差込操作部と前記差込部との組合せは、前記開閉体の左右方向に複数並んで設けられ
、
　前記差込操作部は、下側に移動操作可能な向きにして前記外部出力基板の前記後面側に
設けられていることを特徴とする遊技機。
【０２６２】
　特徴Ａ１記載の遊技機によれば、外部機器の配線接続作業の作業性を向上しつつ、遊技
装置の設置スペースを前後方向に幅広く確保可能な遊技機を提供することができる。
【０２６３】
　すなわち、外部出力手段が背面カバー手段の上端部であって開閉体の上面の一部を構成
する位置に設けられるので、外部出力手段を高い位置に設置し、その分、遊技装置が配置
される収容空間の前後幅を収容空間の上端部まで広く形成することができる。
【０２６４】
　また、外部出力手段が開閉体の上面の一部及び背面の一部を構成する位置に設けられる
ので、開閉体を開放した状態においては外部出力手段の上側から後側に連続する空間を作
業スペースとすることができる。よって、外部出力手段を、斜め上側における作業に適し
た視点位置から容易に確認可能とし、また、外部機器の配線の接続や取り外し作業につい
ても広い空間を利用して容易に行うことができる。
【０２６５】
　更に、複数の差込部は開閉体の後方斜め上側に開口するので、作業者は、開閉体の背面
側に位置した状態で、差込部の開口位置を容易に確認しながら作業を進めることができる
。
【０２６６】
　また、複数の差込部に対して差込操作部が開閉体の後側に設けられ、差込操作部を操作
する手は差込部の手前側に位置することとなるので、その手が視点と差込部との間に介在
して差込部の視認性を阻害することが抑制される。よって、配線作業中における差込部の
視認性についても良好なものとすることができる。更に、差込操作部が下側に移動操作可
能に設けられるので、差込操作部に対する操作は手の重みを利用して簡易に行うことがで
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きる。
【０２６７】
　しかも、複数の差込部及び複数の差込操作部の組合せが開閉体の左右方向に並んで設け
られるので、背面カバー手段の上面と背面とが連続するコーナー部分に多数の差込部と差
込操作部との組合せを横並びにしてコンパクトに配置することができる。よって、外部機
器へ出力される情報の種類を増やしつつ、配線作業の作業性は高く維持し、且つ、遊技装
置の設置スペースを広く確保することができる。
【０２６８】
　また、外部出力基板は、開閉体の後方斜め上側を後面が向く配置とされているので、外
部出力基板の後面を開閉体の後方に真っ直ぐに向く配置とするよりも開閉体背面視におけ
る外部出力基板の占有面積を縮小し、外部出力基板の下端を高い位置に設定することがで
きる。このため、外部出力基板の下側に設けられる部品を高い位置に配置可能とし、遊技
装置が配置される収容空間の前後幅を好適に広く形成することができる。また、外部出力
基板が真上を向く場合に比べて、外部出力基板の後面や差込部、差込操作部といった各部
位の視認性を良好にして作業性の良い外部出力手段とすることができる。
【０２６９】
　＜特徴Ａ２＞
　前記背面カバー手段の背面側には、前記開閉体の背面側における上部から遊技球を下側
に案内する案内通路が設けられると共に、その案内通路の一部として前記開閉体の左右方
向に連続し、少なくとも一部において上方側に開口した上側開口部（レール開口部２２２
ａ）を有する横通路（タンクレール２２２により形成される通路）が設けられ、
 前記外部出力手段は、前記外部出力基板の後面における少なくとも一部を覆いつつ前記
開閉体の後側に下り傾斜した傾斜面部（リレー後側カバー部４３３、コネクタカバー部４
０９の背面壁４２２）を有する基板ベース部材（基板ベース３３２）を備え、
　該基板ベース部材は、前記上側開口部における少なくとも一部の前側に位置する所定の
端縁（端縁２２２ｂ）に対して前記開閉体の前側であって高い位置から低い位置まで連続
する大きさに設定され、
　該傾斜面部の下側の端縁（端縁４２２ａ，４３３ａ）は、前記所定の端縁に対して前記
開閉体の前側における高い位置に設定されていることを特徴とする特徴Ａ１記載の遊技機
。
【０２７０】
　特徴Ａ２記載の遊技機によれば、基板ベース部材によって外部出力基板の後面の少なく
とも一部が覆われるので、その一部に設けられる電子部品や基板の一部を遊技球の当接か
ら保護し、また、不正な部品の基板上への設置を困難にして防犯性を高めることができる
。
【０２７１】
　また、横通路の上側開口部における所定の端縁に対して、基板ベース部材は、開閉体の
前側において高い位置から低い位置まで連続する大きさに設定されている。このため、横
通路を背面カバー手段における高い位置に配置することができ、遊技装置が配置される収
容空間の前後幅を収容空間の上端部まで広く形成することができる。
【０２７２】
　また、基板ベースに設けられる傾斜面部の下側の端縁は、横通路の上側開口部における
所定の端縁より高い位置に設定されているので、開閉体の背面側において傾斜面部上に乗
り上げた遊技球を上側開口部内に進入させ易い構成とすることができる。すなわち、遊技
機に供給される遊技球の一部が案内通路から外れて外部出力手段上に乗り上げたとしても
、その遊技球を持ち上げることなく、上側開口部内に導入することができる。具体的には
、外部出力手段上の遊技球を直接的に上側開口部に押し込んだり、他の部材の上面を経由
して上側開口部に案内される構成としたり、或いは作業者が傾斜面部上を流下する遊技球
を手で受け止めて上側開口部内に流し込むことができる。よって、外部出力基板の後面を
開閉体の後方斜め上側に向けた構成であっても、遊技球が外部出力基板の後面上に滞留し
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てしまう状況を抑制して配線作業の効率を高めつつ、且つ、適切な遊技球の流下経路であ
る案内通路に遊技球を導入し易くして遊技場や開閉体の背面側に遊技球が散乱する事態を
抑制することができる。
【０２７３】
　＜特徴Ａ３＞
　前記差込部および前記差込操作部の上側であって前記差込部より前記開閉体の前側から
前記差込操作部における後側端部まで少なくとも連続する長さを有する外部出力カバー部
と、
　該外部出力カバー部を、前記差込部より前記開閉体の前側に位置し、前記開閉体の左右
方向に連続する回動中心軸を中心として上側へ回動可能に支持するカバー回動支持手段（
回動軸部３９５）とを備え、
　前記外部出力カバー部は、前記カバー回動支持手段により、前記差込部に対して前記開
閉体の後方斜め上側に位置した閉鎖状態と、前記差込部に対する前記開閉体の後方斜め上
側に対して前記開閉体の前側に位置した開放状態とを切り替え動作可能に構成されている
ことを特徴とする特徴Ａ１またはＡ２記載の遊技機。
【０２７４】
　特徴Ａ３記載の遊技機によれば、遊技機を遊技場に設置する場合に外部出力カバー部に
より差込部及び差込操作部が覆われた状態とする。これにより、開閉体の背面側を流下す
る遊技球が外部出力手段上に乗り上げたとしても、差込操作部への上側からの遊技球の衝
突を回避することができる。よって、差込操作部が不用意に押下されて外部機器の配線が
外れてしまう事態を回避することができる。また、外部出力カバー部により差込部が覆わ
れた状態とすることができるので、差込部へのゴミや埃等の進入を抑制することができ、
差込部の上側に遊技球が滞留して配線作業を妨害するといった事態も回避することができ
る。
【０２７５】
　また、外部出力手段に対して外部機器の配線の接続作業をする場合に、作業者が外部出
力カバー部を上側へ回動すると、外部出力カバー部は、差込部に対する開閉体の後方斜め
上側に対して開閉体の前側に位置した状態となる。このため、作業者は、開閉体の背面側
に位置することで、差込部及び差込操作部の視認性が良好で、且つ、作業スペースが広く
確保された状態で配線作業を行うことができる。
【０２７６】
　＜特徴Ａ４＞
　前記差込操作部は、前記開閉体の後側に突出した形状とされ、
　前記外部出力カバー部は、前記閉鎖状態において前記差込操作部に対して上側に隙間を
隔てて離間した高さ位置に設けられ、前記差込操作部の突出方向先端側端部の上側に略一
致した位置に後端部を有する前後長さに設定されていることを特徴とする特徴Ａ３記載の
遊技機。
【０２７７】
　特徴Ａ４記載の遊技機によれば、外部出力カバー部が閉鎖された状態においても、差込
操作部の上面を、開閉体の後方斜め上側より押下操作することができる。よって外部出力
カバー部を開放しなくても、差込操作部を操作して外部機器との配線の接続状態を解除す
ることができ、遊技機の取り外し作業における配線取り外しの作業性を向上することがで
きる。
【０２７８】
　＜特徴Ａ５＞
　前記外部出力カバー部は、前記閉鎖状態において上下方向に厚みを有する板状に形成さ
れ、前記閉鎖状態における下向き面の向く方向側から該下向き面に照射される光を反射可
能な鏡面状の反射部を有することを特徴とする特徴Ａ３又はＡ４記載の遊技機。
【０２７９】
　特徴Ａ５記載の遊技機によれば、外部出力カバー部を開放状態とし、開閉体の背面側か
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ら外部出力カバー部の反射部を視認することにより、反射部により反射した方向側の状況
を確認することができる。よって、開閉体の前側から視認した場合における差込部への配
線の入り込み状況の確認や、差込部周辺に不正部品が設置されていないかの確認等を容易
に実施でき、また、外部出力カバー部の開放角度を変化させることにより視点位置を変え
ることなく確認可能な範囲を広げることができる。従って、配線の接続作業をより正確に
実施可能とし、且つ、外部出力手段周辺に設置した不正部品の検出を容易にして不正行為
を抑制することができる。
【０２８０】
　＜特徴Ａ６＞
　前記外部出力カバー部における前記開閉体の後側端部には、前記差込部に対応した位置
に前記外部機器の配線の途中部分を間に挟み込み可能な溝部が設けられていることを特徴
とする特徴Ａ３からＡ５のいずれかに記載の遊技機。
【０２８１】
　特徴Ａ６記載の遊技機によれば、外部機器の配線接続作業において、作業者は、外部出
力カバー部を開放状態としてから、溝部に対して外部機器の配線の途中部分を挿入し、溝
部により配線を支持させた状態とする。その後、外部出力カバー部を閉鎖状態にすること
で外部機器の配線の先端部分を差込部に近い位置に移動して配線の接続作業を行うことが
できる。このため、配線接続作業中においても外部出力カバー部を利用することができ、
配線の接続作業の作業性を向上することができる。
【０２８２】
　＜特徴Ａ７＞
　前記開閉体の前後方向における前記差込部と前記差込操作部との間部分であって、前記
差込部及び前記差込操作部より上方側に位置し、前記開閉体の左右方向に連続する上面を
有する配線支持部を備えていることを特徴とする特徴Ａ１からＡ６のいずれかに記載の遊
技機。
【０２８３】
　特徴Ａ７記載の遊技機によれば、配線支持部が差込部と差込操作部との間部分において
差込部より上方側に位置するので、配線支持部に外部機器の配線を載置した状態にしてか
ら、配線の左右方向の位置を調整して配線の接続作業を行うことができる。よって、差込
部への配線を差し込む際の位置合わせ作業を容易に行うことができる。
【０２８４】
　また、配線支持部の上面が差込操作部より上方側に位置するので、外部機器の配線が接
続された後には、配線が差込操作部より上方側を経由して開閉体の後側に引き回されるこ
ととなる。よって、配線の重みが差込操作部に直接的に負荷されることを防止して開閉体
の開閉操作等において不必要に配線が外れてしまう事態を回避することができ、また、差
込部の出口付近において小さな曲率半径で配線が引き回される状況を回避して断線を防止
することができる。
【０２８５】
　ここで、特徴Ａ３に従属する特徴Ａ７記載の遊技機においては、配線支持部の上面は、
差込部に対して遊技球の半径より低い高さ位置に設定され、外部出力カバー部は、配線支
持部と差込部との上側に支持された遊技球に当接可能であって、開放状態から閉鎖状態へ
の切り替え動作により当該遊技球を開閉体の後側に押し出す押し出し面を有することとし
ても良い。この場合には、配線接続作業において、配線支持部と差込部との上側に遊技球
が乗り上げた状況となっても、外部出力カバー部を開閉操作して容易に遊技球を取り除く
ことができる。
【０２８６】
　＜特徴Ａ８＞
　前記外部出力基板の後面において前記開閉体の左右方向に並べて設けられ、前記外部機
器への情報出力数に対応した数分の差込部を有する複数の端子部材（端子台３４３）と、
　前記外部出力基板の後面であって前記複数の端子部材に対して前記開閉体の後方斜め下
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側にて前記開閉体の左右方向に並べて設けられ、前記端子部材より前記外部出力基板から
の高さが低い複数の電子部材（フォトモスリレー３４４）と、
　前記複数の端子部材及び前記複数の電子部材に対して該端子部材及び該電子部材が並べ
られた方向に沿った一方側に設けられ、前記外部出力基板の後面に沿って前記開閉体の前
側に相当する部分に対して前記開閉体の後側に相当する部分が斜め下側に連続する向きに
複数の端子が並んだ状態にして前記外部出力基板の後面に設けられ、前記外部出力基板に
情報を入力する配線が接続される接続部材（コネクタ３４２）とを備えていることを特徴
とする特徴Ａ１からＡ７のいずれかに記載の遊技機。
【０２８７】
　特徴Ａ８記載の遊技機によれば、背面カバー手段の上面と背面とが連続するコーナー部
分において上下高さ及び前後幅をコンパクトにして、複数の端子部材、複数の電子部材お
よび接続部材を好適に配置することができる。よって、外部機器へ出力される情報の種類
を増やしつつ、配線作業の作業性は高く維持し、且つ、遊技装置の設置スペースを広く確
保することができる。
【０２８８】
　また、接続部材に対して接続される配線は、接続部材に対して開閉体の後方斜め上側を
経由して他の部位へと引き回される。この部分は、外部出力基板の後端より鉛直上方に向
かう仮想線と外部出力基板の上端より開閉体の後方に向かう仮想線とで囲われる側面視三
角形状の領域部分又はその領域付近に相当し、その領域周辺を配置スペースとして複数の
配線を束ねた状態または一纏めにして配線を配置することで、背面カバー手段に対して後
側及び上方側に大きく突出させることなく多数の配線を配置することができる。よって、
開閉体の後側上部における角部分を配線の配置スペースとして有効的に利用することがで
き、前後及び上下における使用可能寸法が限られた遊技機において、開閉体の後側及び上
側に突出させることなく多数の配線を容易に配置することができる。
【０２８９】
　＜特徴Ｂ群＞
　従来の遊技機においては、背面側に外部出力端子ユニットが搭載された遊技機本体の開
閉を実施した場合に外部機器に出力される信号の配線に負荷がかかって、外部出力端子ユ
ニットから配線が外れる可能性があるという問題点があった。この一方で、外部出力端子
ユニットと外部機器の配線との接続を強固にしようとすると、配線接続作業の手間が増大
したり、配線の抜き差しが困難になったりする可能性があるという問題点があった。
【０２９０】
　＜特徴Ｂ１＞
　支持体（外枠１１）に対して前方側に開閉可能に支持される開閉体（遊技機本体１２）
と、該開閉体の背面側に設けられ、外部機器の配線を接続することにより遊技機に関する
情報を遊技機外部に出力可能とする外部出力手段（外部端子板ユニット２０３）とを備え
た遊技機（パチンコ機１０）において、
　前記外部出力手段には、
　外部出力基板と、
　該外部出力基板に設けられ、前記外部機器の配線を差し込み可能な差込部と、
　該差込部に前記配線が差し込まれて前記外部出力手段と前記外部機器とが接続された接
続状態と前記配線を抜き差し可能な操作状態とを切り替えるための移動操作が行われる差
込操作部と、
　前記差込部に対して該差込部の開口する方向側に設けられる外部出力カバー部と、
　該外部出力カバー部を、前記差込部の開口する方向側における所定位置に配置されて、
前記配線の配置空間として曲がった隙間空間を形成する第１状態と、該第１状態より前記
差込部から離間する方向側へ移動して前記配線の配置空間として前記差込部の開口する方
向側が開放された第２状態との間を回動可能に支持するカバー回動支持手段（回動軸部３
９５）と、
　該カバー回動支持手段に支持される外部出力カバー部が前記第１状態とされた状況にお
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いて、前記差込部側を向く内面に対向する位置に設けられ、該差込部より前記内面に近い
位置にて前記配線の配置空間を形成する配線支持部とが設けられ、
　前記外部機器の配線が前記外部出力手段に接続された状態において前記カバー回動支持
手段に支持された前記外部出力カバー部を前記第１状態とすることにより、前記差込部に
一端部が差し込まれた配線が前記外部出力カバー部に当接して曲げられた状態とされて前
記開閉体の背面側に引き出されることを特徴とする遊技機。
【０２９１】
　特徴Ｂ１記載の遊技機によれば、外部機器の配線が作業者の意図に反して外れてしまう
事態を抑制し、必要な場合に限定して配線の抜き差しを容易化することができる遊技機を
提供することができる。
【０２９２】
　すなわち、差込操作部の操作により差込部に差し込まれた外部機器の配線は、カバー回
動支持手段の支持により第１状態とされた外部出力カバー部により曲げられた状態とされ
、外部出力カバー部と配線支持部との間に設けられる隙間空間を経由して差込部に接続さ
れる。このため、外部機器の配線に対して配線が抜き出される方向側への引張力が発生し
た場合に、その引張力の一部が外部出力カバー部又は配線支持部により支持される状況が
生じ易く、この場合には差込部に負荷される引張力を軽減することができる。よって、外
部機器の配線が遊技機に接続された状況において配線に不用意に負荷が加えられても配線
が差込部から外れてしまう事態を抑制することができる。
【０２９３】
　一方、外部出力カバー部を第２状態とすることにより外部出力カバー部は、第１状態よ
り差込部から離間する方向側へ回動し、配線の配置空間として差込部の開口する方向側が
開放された状態となる。この状態においては、外部機器の配線に対して配線が抜き出され
る方向側への引張力が直接的に差込部に伝達されるので、配線を取り外す操作を容易に行
うことができる。また、第２状態においては差込部の開口する方向側に外部出力カバー部
が位置しないので、差込部を作業者が視認し易く、また第１状態に比べて配線を差込部の
開口に向けて差し込む際に外部出力カバー部が邪魔になり難いので、配線を容易に差込部
に差し込むことができる。よって、必要な場合に限定して外部機器の配線の抜き差しを容
易化することができ、配線接続の作業性を良好なものとすることができる。
【０２９４】
　また、外部機器の配線は全ての遊技場において一致したものが使用されるものでなく、
複数種類の配線が使用され、配線の太さについても異なる場合が想定される。この場合に
おいて、第１状態とした外部出力カバー部と配線支持部とにより配線の配置空間として曲
がった隙間空間が形成されるので、配線の太さに多少のバラツキがあっても配線が曲げら
れた状態となることで配線支持部と外部出力カバー部との双方に当接して配線が挟まれた
状態となり易い。よって、外部機器の配線という太さにバラツキが想定される配線に対し
て効果的な配線外れ防止構造とすることができる。
【０２９５】
　＜特徴Ｂ２＞
　前記開閉体の背面側には、前記外部出力手段が所定の取付状態に固定される被固定部（
端子板取付部３１１）が設けられ、
　前記外部出力手段は、
　前記差込部と前記差込操作部とが一方の面に設けられ、前記被固定部に前記外部出力手
段が所定の取付状態に固定された状態において前記差込部に対して前記差込操作部が前記
開閉体の後側に位置する向きに配置される外部出力基板と、
　該外部出力基板が取り付けられる基板取付部と、前記カバー回動支持手段と、前記配線
支持部とを有する基板ベース部材（基板ベース３３２）とを備え、
　該基板ベース部材には、前記開閉体の背面側からの手操作により前記外部出力手段を前
記所定の取付状態に対して変位可能に固定する手段であって、前記外部出力カバー部を前
記第１状態にしたままで前記外部出力手段を前記所定の取付状態にして固定可能な固定手
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段（係合突部３０３、係合爪部３０４）が設けられていることを特徴とする特徴Ｂ１記載
の遊技機。
【０２９６】
　特徴Ｂ２記載の遊技機によれば、被固定部に外部出力手段が取り付けられた状態におい
て、外部出力基板は差込部に対して差込操作部が開閉体の後側に位置する向きとされるの
で、差込部と差込操作部とを前後方向に重なる分、開閉体背面視における差込部と差込操
作部との占有面積を縮小することができる。このため、開閉体の背面側において限られた
範囲に外部出力手段を配置し易くすることができ、他の部材の配置の自由度を高めること
ができる。
【０２９７】
　また、基板ベース部材には、外部出力基板が取り付けられる基板取付部と、外部出力カ
バー部を回動可能に支持するカバー回動支持手段と、配線支持部とが設けられるので、基
板ベースに外部出力基板とカバー回動支持手段と配線支持部とを一体化することができる
。
【０２９８】
　更に、基板ベース部材に設けられる固定手段によって、外部出力手段が被固定部に対し
て開閉体の背面側から手操作により所定の取付状態に対して変位可能に固定されるので、
作業者は、外部出力手段を所定の取付状態に対して変位させてから配線作業を行い、その
後に、所定の取付状態に外部出力手段を復帰させて固定することができる。このため、差
込部と差込操作部との配置において配線作業がし難いと感じる作業者は、外部出力手段を
変位させることにより配線作業を選択して行うことができる。
【０２９９】
　また、外部出力カバー部を第１状態にしたままで外部出力手段を所定の取付状態にして
固定可能とされているので、外部出力手段を被固定部から変位させた状態にして外部出力
手段に配線を接続し、その後に外部出力カバー部を第１状態にしてから、その第１状態を
維持したままで外部出力手段を所定の取付状態にして固定することができる。外部出力カ
バー部は第１状態とすることにより配線の外れを防止することができるので、外部出力手
段の取り付け操作時において一旦接続した配線が不用意に外れることを防止することがで
きる。よって、外部出力手段を取り外して配線を接続する場合における作業性を向上する
ことができる。
【０３００】
　なお、固定手段における「所定の取付状態に対して変位可能」としては、被固定部に外
部出力手段が着脱自在に取り付けられ、被固定部から外部出力手段が離間して移動するこ
とにより所定の取付状態に対して変位可能な場合、被固定部に対してスライド移動動作又
は回動動作が可能に外部出力手段が固定されていることにより被固定部から外部出力手段
が離間することなく変位することにより所定の取付状態に対して変位可能な場合が含まれ
る。
【０３０１】
　＜特徴Ｂ３＞
　前記固定手段によって前記外部出力手段が前記所定の取付状態に固定された状態を解除
するための解除操作部（係合爪部３０４の一部）と、
　前記外部出力カバー部を前記第１状態とした場合に前記解除操作部に対する操作を阻害
する阻害状態とし、前記外部出力カバー部を前記第２状態とすることにより該阻害状態を
解除する阻害手段（コネクタ３４２に接続される配線）とを備えていることを特徴とする
特徴Ｂ２記載の遊技機。
【０３０２】
　特徴Ｂ３記載の遊技機によれば、外部出力カバー部を第１状態とした場合に解除操作部
に対する操作が阻害され、外部出力カバー部を第２状態とすることにより阻害状態が解除
される。このため、所定の取付状態に固定した状態の解除に際して、外部出力カバー部を
第１状態としたままに比べて第２状態とすることにより固定状態の解除を容易に実施する
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ことができる。ここで、外部出力カバー部は、第１状態にしたままで外部出力手段を所定
の取付状態にして固定可能である。よって、所定の取付状態への外部出力手段の復帰作業
は容易にしつつも、所定の取付状態に対して変位させる際の固定状態の解除には一定の困
難性を付加し、不用意な外部出力手段の変位を抑制することができる。従って、作業者が
誤って外部出力手段を変位させてしまうことを防止して作業効率の低下を抑制し、又、不
正を目的として外部出力手段を変位させようとする作業の手間を増大して防犯性を高める
ことができる。
【０３０３】
　＜特徴Ｂ４＞
　前記外部出力手段は、前記外部出力基板の一面側に複数並べて設けられ、前記外部機器
へ出力可能な情報出力数に対応した数分の差込部を有する複数の端子部材（端子台３４３
）と、
　前記複数の端子部材に対して該端子部材が並べられた方向に沿った一方側における前記
外部出力基板の前記一面側に設けられ、前記外部出力基板に情報を入力する配線が接続さ
れる接続部材（コネクタ３４２）とを備え、
　前記外部出力カバー部は、前記複数の端子部材に設けられる複数の差込部に対して該差
込部の開口する方向側において連続し、
　前記カバー回動支持手段は、前記端子部材が並べられた方向と略平行であって、前記複
数の差込部に対して前記外部出力基板の板面に沿った方向のうち前記端子部材が並べられ
た方向に交差する方向側に位置する回動中心軸を中心として、前記外部出力カバー部を、
前記差込部から離間する方向側へ回動可能に支持し、
　該外部出力カバー部に対して前記接続部材が設けられる側には、該外部出力カバー部と
一体的に形成され、該外部出力カバー部より前記回動中心軸から離間する方向側に連続す
る接続部材カバー部（コネクタカバー部４０９）が設けられ、
　該接続部材カバー部に対して前記外部出力カバー部の位置する側とは反対側に、前記接
続部材に接続される配線を挿通する配線挿通部（本体側配線通過口３０５）が設けられる
と共に、該配線挿通部に対して前記外部出力基板が位置する側に前記固定手段の一部が設
けられていることを特徴とする特徴Ｂ２又はＢ３記載の遊技機。
【０３０４】
　特徴Ｂ４記載の遊技機によれば、接続部材カバー部が外部出力カバー部より回動中心軸
から離間する方向側に連続するので、接続部材カバー部を操作部として外部出力カバー部
を開閉操作することにより少ない力で大きな回動力を出力することができる。このため、
複数の差込部に多数の配線が接続された状態においても比較的容易に、外部出力カバー部
を閉鎖状態とすることができる。
【０３０５】
　また、接続部材カバー部に対して配線挿通部は、外部出力カバー部の位置する側とは反
対側に設けられているので、外部機器の配線の接続作業において、接続部材に接続される
配線が邪魔になり難く、外部機器の配線接続作業を容易に行うことができる。
【０３０６】
　更に、配線挿通部に対して外部出力基板が位置する側に固定手段の一部が設けられてい
る。このため、外部出力基板に対して接続部材に配線を接続し、その配線を配線挿通部に
挿通させた状態においては固定手段の一部が配線によって隠れた状態となる。よって、固
定手段の一部に対して固定状態の解除操作を実行し難く、また実行させるための手間を増
大して防犯性を高めることができる。
【０３０７】
　＜特徴Ｂ５＞
　前記カバー回動支持手段は、前記外部出力カバー部を、前記第１状態から前記第２状態
へ遷移する場合に前記開閉体の開放動作における移動方向に略直交する方向に移動可能に
支持し、
　前記外部出力カバー部の一部、又は、該外部出力カバー部と一体的に形成される部位の
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一部は、前記開閉体の開放量が所定量以下である状況において前記外部出力カバー部に対
して前記第１状態から前記第２状態へ回動する場合に前記支持体の一部に当接する構成と
され、
　前記外部出力カバー部は、前記開閉体の開放量が所定量以下である場合に前記第２状態
へ回動不能とされ、前記開閉体の開放量が所定量を超える場合に前記第２状態へ回動可能
とされていることを特徴とする特徴Ｂ２からＢ４記載の遊技機。
【０３０８】
　特徴Ｂ５記載の遊技機によれば、外部出力カバー部は、所定量を超えて開閉体を開放す
ることにより第２状態へ回動可能とされている。このため、開閉体が閉鎖された状態およ
び開閉体を僅かに開放した状態において、外部出力カバー部を開放して不正な部材を外部
出力基板に設置する等の不正行為を実行し難くすることができる。
【０３０９】
　＜特徴Ｃ群＞
　従来の遊技機においては、パチンコ機の背面側に遊技装置として大型の表示装置等を設
置しようとする場合等、他の装置との位置関係において外部端子板ユニットの配置スペー
スの確保が困難になる場合が生じ得るという問題点があった。また、外部端子板ユニット
の配置位置や大きさによっては、外部機器の配線接続作業の作業性が低下してしまうとい
う問題点があった。
【０３１０】
　＜特徴Ｃ１＞
　支持体（外枠１１）に対して前方側に開閉可能に支持される開閉体（遊技機本体１２）
と、該開閉体の背面側に設けられ、外部機器の配線を接続することにより遊技機に関する
情報を遊技機外部に出力可能とする外部出力手段（外部端子板ユニット２０３）とを備え
た遊技機（パチンコ機１０）において、
　前記外部出力手段には、
　外部出力基板と、
　該外部出力基板に設けられ、前記外部機器の配線を差し込み可能な差込部と、
　該差込部に対して前記開閉体の後側に位置し、該開閉体の後側に突出して設けられ、該
差込部に前記配線が差し込まれて前記外部出力手段と前記外部機器とが接続された接続状
態と前記配線を抜き差し可能な操作状態とを切り替えるための移動操作が行われる差込操
作部と、
　該差込操作部より上側に設けられ、該差込操作部及び前記差込部のうち少なくとも一部
を前記開閉体の背面側より間接的に視認可能とする間接表示手段とを有することを特徴と
する遊技機。
【０３１１】
　特徴Ｃ１記載の遊技機によれば、外部機器の配線接続作業の作業性を向上しつつ、部品
レイアウトの自由度を高めることができる。すなわち、外部出力手段には、差込部に対し
て差込操作部が開閉体の後側に設けられるので、差込操作部と差込部とが開閉体の前後方
向に重なるようにして配置されることとなる。このため、開閉体の背面視における差込操
作部及び差込部の組合せに必要な占有面積を限定し、開閉体の背面側における部品レイア
ウトの自由度を高めることができる。また、差込操作部は差込部に対して開閉体の後側に
位置し、開閉体の後側に突出して設けられるので、差込操作部を開閉体の背面側から容易
に操作することができる。
【０３１２】
　ここで、差込部は差込操作部に対して前側に位置し、差込操作部は開閉体の後側に突出
した形状とされているので、開閉体の背面側から外部機器の配線接続作業を行う場合にお
いて差込部及び差込操作部の状態が視認し難い可能性がある。差込部が開閉体の背面側か
ら見て奥側に位置することとなって視認性が低下したり、差込操作部に作業者が指を置く
と、その指で差込操作部が視認し難くなったりする可能性がある。これに対し、差込操作
部より上側には間接表示手段が設けられ、差込操作部及び差込部のうち少なくとも一部が
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間接表示手段により開閉体の背面側より間接的に視認可能とされている。このため、作業
者は、間接表示手段を通じて差込操作部または差込部を必要に応じて確認しながら配線作
業を行うことができる。よって、外部機器の配線接続作業の作業性を向上することができ
る。
【０３１３】
　＜特徴Ｃ２＞
　前記差込操作部と前記差込部との組合せは、前記開閉体の左右方向に複数並んで設けら
れ、
　複数の差込操作部を形成する複数の差込操作部材（操作レバー３５３）のうち少なくと
も一部の差込操作部材は、他の差込操作部材とは異なる色に着色され、
　前記間接表示手段は、前記開閉体の前後方向における前記差込部と前記差込操作部との
間部分であって、前記差込部及び前記差込操作部より上方側に位置して前記開閉体の左右
方向に連続する透光性材料で形成された配線支持部を備え、該配線支持部に前記差込操作
部材の一部が写って表示されることにより前記差込操作部に着色された色が前記開閉体の
背面側より確認可能とされていることを特徴とする特徴Ｃ１記載の遊技機。
【０３１４】
　特徴Ｃ２記載の遊技機によれば、配線支持部の傾斜面が差込部と差込操作部との間部分
において差込部より上方側に位置するので、配線支持部に外部機器の配線を載置した状態
にしてから、配線の左右方向の位置を調整して配線の接続作業を行うことができる。よっ
て、差込部への配線を差し込む際の位置合わせ作業を容易に行うことができる。
【０３１５】
　また、配線支持部の傾斜面が差込操作部より上方側に位置するので、外部機器の配線が
接続された後には、配線が差込操作部より上方側を経由して開閉体の後側に引き回される
こととなる。よって、配線の重みが差込操作部に直接的に負荷されることを防止して開閉
体の開閉操作等において不必要に配線が外れてしまう事態を回避することができ、また、
差込部の出口付近において小さな曲率半径で配線が引き回される状況を回避して断線を防
止することができる。
【０３１６】
　更に、配線支持部が透光性材料により形成され、配線支持部に差込操作部材の一部が写
って表示されることにより差込操作部に着色された色が開閉体の背面側より確認可能とさ
れている。このため、差込操作部が小型に形成される等して、配線作業中に差込操作部の
色の確認が困難な状況においても配線支持部を利用して差込操作部の色を確認することが
できる。特に、外部機器の配線を載置可能な部位に差込操作部の色が表示されることとな
るので、差込操作部の色と接続すべき配線とを上下に並べて確認することができる。よっ
て、差込操作部を直視しての色確認が困難な状況下でも外部機器の配線接続作業を正確に
行うことができる。
【０３１７】
　＜特徴Ｃ３＞
　前記差込部および前記差込操作部の上側であって前記差込部より前記開閉体の前側から
前記差込操作部における後側端部まで少なくとも連続する長さを有し、閉鎖状態において
上下方向に厚みを有する板状に形成された外部出力カバー部と、
　該外部出力カバー部を、前記差込部より前記開閉体の前側に位置し、前記開閉体の左右
方向に連続する回動中心軸を中心として上側へ回動可能に支持するカバー回動支持手段（
回動軸部３９５）とを備え、
　前記外部出力カバー部は、前記カバー回動支持手段により、前記閉鎖状態として前記差
込部に対して前記開閉体の後方斜め上側に位置した状態と、前記差込部に対する前記開閉
体の後方斜め上側に対して前記開閉体の前側に位置した開放状態とを切り替え動作可能に
構成され、さらに、前記閉鎖状態における下向き面の向く方向側から該下向き面に照射さ
れる光を反射可能な鏡面状の反射部を有し、
　前記間接表示手段は、前記開放状態とした場合における前記外部出力カバー部の前記反
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射部により前記差込操作部及び前記差込部のうち少なくとも一部を前記開閉体の背面側に
反射可能とされていることを特徴とする特徴Ｃ１又はＣ２記載の遊技機。
【０３１８】
　特徴Ｃ３記載の遊技機によれば、遊技機を遊技場に設置する場合に外部出力カバー部に
より差込部及び差込操作部が覆われた状態とすることができる。このため、差込操作部へ
の上側からの遊技球の衝突を回避し、差込操作部が不用意に押下されて外部機器の配線が
外れてしまう事態を回避することができる。また、外部出力カバー部により差込部が覆わ
れた状態とすることができるので、差込部へのゴミや埃等の進入を抑制することができ、
差込部の上側に遊技球が滞留して配線作業を妨害するといった事態も回避することができ
る。
【０３１９】
　また、外部出力手段に対して外部機器の配線の接続作業をする場合に、作業者が外部出
力カバー部を上側へ回動すると、外部出力カバー部は、差込部に対する開閉体の後方斜め
上側に対して開閉体の前側に位置した状態となる。このため、作業者は、開閉体の背面側
に位置することで、差込部及び差込操作部の視認性が良好で、且つ、作業スペースが広く
確保された状態で配線作業を行うことができる。
【０３２０】
　また、外部出力カバー部を開放状態とし、開閉体の背面側から外部出力カバー部の反射
部を視認することにより、反射部により反射した方向側の状況を確認することができる。
よって、開閉体の前側から視認した場合における差込部への配線の入り込み状況の確認や
、差込部周辺に不正部品が設置されていないかの確認等を容易に実施できる。また、複数
種類の色に差込操作部が着色された場合において差込操作部に着色された色についても反
射部を通じて確認可能とすることができる。この場合には、差込操作部を直視しての色確
認が困難な状況下でも外部機器の配線接続作業を正確に行うことができる。
【０３２１】
　更に、特徴Ｃ２に従属する特徴Ｃ３記載の遊技機においては、配線支持部を基準とした
場合において上方における開閉体の前側に開放状態とした外部出力カバー部が位置し、こ
の外部出力カバー部とは反対側に相当する下方における開閉体の後側に差込操作部が位置
する。そして、配線支持部は透光性材料で形成されているので、開閉体の背面側から配線
支持部を通じて外部出力カバー部の反射部により差込操作部の色等を確認することができ
る。よって、配線支持部だけでは、差込操作部の色等の確認が困難な状況であっても外部
出力カバー部の反射部を利用して一層正確に差込操作部の状態を確認可能とし、配線作業
をより正確に実施することができる。
【０３２２】
　＜特徴Ｃ４＞
　前記差込操作部と前記差込部との組合せは、前記開閉体の左右方向に複数並んで設けら
れ、
　複数の差込操作部を形成する複数の差込操作部材（操作レバー３５３）のうち少なくと
も一部の差込操作部材は、他の差込操作部材とは異なる専用色に着色された専用色部（操
作レバー３５３の樹脂色が付された部分）と、他の差込操作部材と共通の色に着色された
共通色部とを有し、
　前記間接表示手段は、前記差込操作部が操作状態とされている場合には、前記接続状態
とされている場合に比べて、前記開閉体の背面側における所定の方向視において前記専用
色部と前記共通色部とのうち前記専用色部が間接表示として表示される比率が高く設定さ
れていることを特徴とする特徴Ｃ１からＣ３のいずれかに記載の遊技機。
【０３２３】
　特徴Ｃ４記載の遊技機によれば、差込操作部材を操作状態とすることにより、差込操作
部材に付された専用色が間接表示として作業者から確認し易く表示される。よって、複数
の中から適切な差込操作部材を操作状態としていることを容易に確認しながら配線接続作
業を行うことができる。
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【０３２４】
　なお、特徴Ａ１～Ａ８、特徴Ｂ１～Ｂ５及び特徴Ｃ１～Ｃ４に記載のいずれか１つの特
徴を他のいずれか又は複数の特徴に組み合わせて適用しても良い。以下には、上記した各
特徴を適用し得る遊技機の基本構成を示す。
【０３２５】
　パチンコ遊技機：遊技者が操作する操作手段と、その操作手段の操作に基づいて遊技球
を発射する遊技球発射手段と、その発射された遊技球を所定の遊技領域に導く通路部と、
遊技領域内に配置された各遊技部品とを備え、それら各遊技部品のうち所定の通過部を遊
技球が通過した場合に遊技者に特典を付与する遊技機。
【０３２６】
　スロットマシン等の回胴式遊技機：複数の絵柄を可変表示させる絵柄表示装置を備え、
始動操作手段の操作に起因して前記複数の絵柄の可変表示が開始され、停止操作手段の操
作に起因して又は所定時間経過することにより前記複数の絵柄の可変表示が停止され、そ
　の停止後の絵柄に応じて遊技者に特典を付与する遊技機。
【産業上の利用可能性】
【０３２７】
　以上のように、この発明は、パチンコ機等の遊技機に適している。
【符号の説明】
【０３２８】
　１０…パチンコ機、１１…外枠、１２…遊技機本体、９４…図柄表示装置、１４２…表
示制御装置、１４３…音声発光制御装置、２０１…裏パック、２０３…外部端子板ユニッ
ト、２２２…タンクレール、２２２ａ…レール開口部、３０１…ケースカバー、３０２…
差込部、３０３…係合突部、３０４…係合爪部、３０５…本体側配線通過口、３１１…端
子板取付部、３３１…外部出力基板、３３２…基板ベース、３４１…プリント基板、３４
２…コネクタ、３４３…端子台、３４４…フォトモスリレー、３５３…操作レバー、３５
３ａ，３５３ｂ…共通色部、３７２…差込操作部、３８１…基板取付部、３９５…回動軸
部、４０６…外部出力カバー部、４０９…コネクタカバー部、４１６…配線支持部、４３
３…リレー後側カバー部、５１１…反射部、５２１…溝部



(58) JP 6156467 B2 2017.7.5

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(59) JP 6156467 B2 2017.7.5

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(60) JP 6156467 B2 2017.7.5

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(61) JP 6156467 B2 2017.7.5

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(62) JP 6156467 B2 2017.7.5

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(63) JP 6156467 B2 2017.7.5

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】

【図２５】



(64) JP 6156467 B2 2017.7.5

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１１－０２４６８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１２０７７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－０８９７８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２８５００３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６３Ｆ　　　７／０２　　　　
              Ａ６３Ｆ　　　５／０４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

